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ヒノキに關する材質の生態的調査

(第二報)

三 好 束 ー

緖 言 ・

本邦產有用針葉樹竝に潤葉横！に就き共産地を異にする同一・樹種相互間に於て氣候的影響が 

材質に及ぼす關係を觀るに極めて密接なるは,旣に著者が調査研究せし成績に依り明かなる 

事實とす。玆に共の成績の槪耍を摘錄すれば供試材•ヒノキ,サハラ,モミ,ツガ,タウヒ, 

シラベ,ハリモミ,エゾマッ,トドマツ,ナラ,センノキ,シホヂ,ブナ,カツラ,ホ、ノ

キ,ミヅメ等の卜六樹瓯に就き共天然生林分布の現、况に鑑み試驗地セ北海道竝に本州中部に 

位置する木曾御料地と定めて供試村を蒐集し以て同一樹翎相互に村質を比較せしに,供試木 

の先天的個性たる整調閥現象は產地を異にするも顯習なる差興を認めざるものにして從って 

氣候的影懇が各・樹種の個性に及ぼす影響は極めて僅少なるを知る。而して木材の缺點として 

嫌厭せらるる種々なる疵傷は,總て不整調なる組織構造を包藏する事由に起因するものにし 

て其原因は主として四季に依る氣候の變化に從って生長を保續する林木は常に蟹調なる組織 

を具ふる樹體の構成に努むるを原則と見做さるるも,氣候的要索の差異,環境の相違或は生 

物的原因に基き不整調なる組織を生する關係上.,著しく先天的性質を阻害せらるるものにし 

て,從って材質の優劣は是等第二次的原因に依りて賦與•せられたる不難調なる組織の有無, 

種類,程度の如何に基き評直せらる、を觀る。斯くの如き事實に論據を置き以て現在に於け 

る林業經替上の耍旨を考察すれば共一には各地方に分布する天然生林より生產せらる、木材 

の利用に當りては材質の優劣を誘起すべき原因を閘明ならしめ以て集約的利用の方法を講す 

べく,共二には須く用材を目的とする林業に於ては將來に於ける生產の目的たる.木材・は全て 

缺點を包栽せざる優良材・の生產を期すべきは當然なる事項となすも,此處に其根本的因子た 

る不盤調間組織が依って生ずる原因・竝に材質に及ぼす影響を精在硏究するに非ざれば萬全を 

期し得ざるものと認む。

此處に於て著看が本邦產有川樹瓯屮の冠たるヒノキに就き材質の生態的調赤を企圖し以て
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產地別に因る材質の差異竝に材質を低減せしむる原因を明かにせんとするは唯に同一• 樹函相 

互關に於ける性質の比較に資せんとするものに非すして,ヒノキは現在竝に將來に於ける林 

業經營上極めて重要なる樹種なるのみならず,猶且つ比較的廣汎なる地域に亘りて更新せら 

れんとする傾向•顯著なるに際しては基礎的要素たるべき材質の生態的調赤を為すは極めて肝 

耍なる事項と認めたるに因る。而して本調査に關して旣に著者は共の研・究に着手し,基礎的 

槪論としてヒノキ天然生林の分布現祝姓に是れが環境に依りて環境區を類別せし成績を取纏 

め第一報として發表せり。其成績に依ればヒノキに關する材質の優劣は林木個牒の生育現象 

とは密接なる關係を冇するを以て材質の優劣を比較するに當りては共陷邺立に林木個體の生 

育せし立地的環境を闘明ならしむるに非ざれば完全を期し能はざるを知る。而して立地的環 

峻因7•にして林木の生育に及ぼす要素は極めて多種多様にして共輕重も亦差異ありて,著者 

の調査せし成績に依れば氣候要素就中氣溫,竝に降水虽は最も重耍なる關係因子・たるを認め

たり。

此處に於て本邦內地に於けるヒノキ天然生林分布の現況に基き產地別ヒノキ村・を供試村と

Lて採集し,以て相互間に就き材質を比較せんとするに當りては氣溫竝に降水前に因りてヒ 

ノキ天然生林に關する水平的竝に垂直的分布範圍を想定L ,猶且共の範匣!を適當なる環境風 

に類別し以て各環境區に就きて相互的に其性狀を比較するは同一梱種の產地別材質の比較上 

確然たる論據となし得べきものとす。斯くして著者はヒノキ天然生林の分宿の範匠!を支配す 

るヒノキ氣溫因子("HINOKI" Temperature Factor)竝にヒノキ雨：此因了•(“HINOK】”

Precipitation Factor)を算出し,是れに基きてヒノキ等氣溫因子曲線(“HINOK? Iso- 
Toinperature Factor Line)立立にヒ ノキ等雨珀曲線(“HINOK1” Iso-Precipitation Factor

Line)を求め,以て犬然生林分布範圍を地方的環境區に類別せり。而して環境區の類別に 

從つ・てヒノキ供試材を三十六本採集して,何れも各地方を代表すべき標準材と見做し,更に 

局所的に材質の差異を比較研究すべき資材としては各地方に亘りて供試材三百餘個圖を蒐集 

し,是れを參考材となし,猶目•木材中に包菽せらるゝ疵傷が材質に及ぼす關係調査資料とし 

て可及的各地より供試材の採集に努めたり〇

本調査は旣に成績を發表せし槪論に關聯して試驗を繼續し,便宜上解剖學的性質に依る要 

素の比較硏究竝に理化學的性質に依る材質の比較試驗等に大別し,各項に關する成績を取纏 

めたる後に全論に亘る成績を綜合批判し以てヒノキ材に關する生態的調査を完結せんとする 

ものなり〇

本報吿は共前者に該當する解割學的性質に關する研究成績を取纏めたるものにして,理化 

學的性質に依る研究成績竝に總論は後日號を改めて報吿せんとす。

因に本研究に當り解割學的性質の調•在竝に顋微鏡寫眞の撮影に關しては理學士島倉已三郞 

氏の盡力に依る所極めて多大なるに對し深甚なる謝意を表すると共に供試材採集に際して周 

到なる:斡旋の勞を執られたる境本瞥林局,髙知替林局,大阪替林局,朿京營林局,竝に各管 

內營林署に對し共好意と勞を多謝す。

尙當局束京支局,木曾支局,名古屋支局,竝に關係出張所長職員に對し盡力せられたる勞 

を鼓に深謝す。



高最低平均氣溫に支配せらるゝものとなし,ヒノキ天然生林發生の可否は降水一旭に關係する

I•調査試驗方法

(1)ヒノキ天然生林分布因子の査定

森林の分布に關し極めて密接なる關係を有する氣候的因子中条溫竝に降水景は極めて厄要 

なる影響を及ぼす要素たるは旣往に於ける調査硏究に徴し周知なるも,ヒノキに於て共が實 

を證する爲め著者は昭粕二年以降五箇年間に亘り生長試驗を行ひ樹高立立に肥大生長に影響を 

及ぼす因子に就き比較せしに氣候因子,就中氣溫竝に降水站とは極めて密接なる關係を冇す 

ると共に其生長は最高最低平均氣溫攝氏15°に及びて開始し又同条溫に於て!羽止し而して生 

長の大期は生長期間中に於ける最高最低平均氣溫の高低曲線と略よ一  ・致するものと見做さる 

ゝ成績を得たり〇此處に於て共成績を參照い•也方的位置竝に環境の相違に因りて生ずる材質 

の差異の研究に當りては林木の生存せし位置竝に条溫,降水茹の差異に基きてヒノキノ(然生 

林の分布し得べき範圍を調査し,而して共範圍を地方的環境甌に類別するを得ば成績の比較 

研究上準據すべき根據を確然たらしむるを得べし。

斯くの如き見地より著者は本邦內地に分布するヒノキ天然生林を氣溫竝に降水是に基きて 

地方的環境區に類別したるものにして共成績の槪耍を記述すれば次の如し。

扱に本邦內地に分布するヒノキ天然生林は主として氣候的影響に依り上部虫界竝に下部限 

界を生じ共の範圍內を以て適地と見做さるゝものにして,是れを生熊的に親察すれば異る植 

生の形相に從って異る氣候帶の存在するを認むるものなり。抑よ現存するヒノキ天然生林 

中共の园置,面穢,竝に蓄積に於て本邦唯一の美林たる木曾御料地に就き主耍樹瓯に關する 

垂直的分布の變移を觀るに,ヒノキは海拔高1,600 m.を以て上部虫界となし主としてシラ 

ベ,クウ匕,類より形成せらる'寒帶林の下部限界に接し,海拔高1,300 m•より1,600 m. 

の間に於てはサハラ,ネズコを混淆し海拔高!,500 m•より下部に於てアスナロの出現する 

傾向を示す。海拔高1,3001n•を降ればサハラ,プスナロ,力ウヤマキの混淆林に變移し, 

海拔高700 m.に降ればアカマツの分布を増加すると同時にサハラ,アスナロ,力ウヤマキ 

は共の跡を絶ちスギ,アカマツの混淆林に變移するは一般的現況なり〇

斯くの如くヒノキ犬然生林に混淆する樹価の變穆は明かに自然的因孑の影蓉に依る結果に 

して即ち環境の變移に等しき關係を有するを以て,此處にヒノキ材質の生態的硏究に當りて 

は主要樹種に關する垂直的分布の變移の狀況は環境種の類別に極めて血耍なる要素となす。 

而,ナヒノキ天然生林の分布に於ける生長期間竝に共の垂直的分布限界は共位皂に於ける最

ものと見做し,ヒノキ生長開始妓に生長休止期は何れも最高最低平均氣溫攝氏15°に該當する 

ものとなす。斯くして著者•は攝氏1す・ 以上の平均氣溫仙線に依りて包まる、圖上面白’iをF 
となし生長期間をLとすれ.ば ミ はその位段に於けるヒノキ革位生長気:を示すものにし 

て,共れをヒノキ:氣溫因子("HI NOKI" Temperature Factor)となし,ヒノキ生長期間(日 

數)中に於ける總雨屈合計値(P)を生長期間Lを以て除したる數値一匚-をヒノキ雨W： 
因子(“IIINOKI” Precipitation Factor)と定め,而してヒノキ氣溫因子竝にヒノキ雨挝因 

了一を總柄'してヒノキ天然生林分布因了一 (“HINOKI” Distribution Factor)となせり。

此處に於て本邦內地に分布するヒノキ犬然生林の現況に基き南部は九州の一端より北は奥 

羽に到る範圍內に存する氣象觀測所の20箇所に就きヒノキ氣溫因子及びヒノキ雨却:因子を 

算出し,共の成績に依りヒノキ等氣溫因子仙線(“HINOKI” IsorTemperature Factor Line) 
蜀:にヒノキ緡雨荣因了・曲線(''HINOKI" Iso-Precipitation Factor Line)を如定し以て 

ヒノキ火然生林分布地域の類別に資せしものにして其成績・は旣に本報吿第二卷第一號を以て 

報吿を了せしものなり。足れに關關し,ヒノキ天然生林上部限界竝に其範圍內に於ける環【竟 

區の類別は木曾御料地に於けるヒノキ天然生林を基準となL ,之れに混沽する主要樹種の變 

異を參照しつゝ在定せしものにして,其成績に依ればヒノキ天然生林の分布する範圍はヒノ 

キ氣溫因子に於て2.0-9.0の範圈にして,ヒノキ雨贫因子に於ては3～15以上となす。

而してヒノキ氣溫因子は

A[ 2.0—3.5 A2 3.6—5.0 B 5.1-7.0 C 7.1-9.0

等の四環境區に類別し,ヒノキ雨珀因子は

I 3～4 III 7～ 81 V 11—12)
« (乾燥) … ....)/5 (適濕) VI 13-14 r (多濕)

I [ 5～6 IV 9～10 VII15以上J
等のVII環境區に類別せしものにして是等二大要素に基き各環境區を數値に依り指示する 

を得たり。

斯くの如くして著者は現在本邦內地に分布するヒノキ天然生林を標準となし,5 ノキ等条 

溫因了曲線CHINOKP' Iso-Temperature Factor Line)及びヒノキ等雨量因子曲線(“HI 
NOKI'> Iso-Precipitation Factor Line)に依りて立閱的に各環境區に類刖し九州,四國,巾 

國,近畿,中部,關東,及び奥羽地方に就きヒノキ上部限界下部限界を關明ならしめたるを以 

て(,木報吿第二卷第一號附岡參照),釦こ木調査試驗の主眼となすヒノキ材質の地方的環慌 

に基く差異を比較研究するに當りて供就材採集の上に基礎となるべき要素を確然たらしむる
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を得たるものなり。此處に於て著者はヒノキ夭然生林分布因了- (“HINOKI" Distribution 
Factor)に基き可及的各地方より試驗材を蒐集し以て共材質を調査すると同時にヒノキ天然 

生林の垂直的分布の階梯に依る材・質の變異を研究するため,當局木曾御料地竝に裏木竹御料 

地內より可及的多數の試驗材を採取し,ヒノキ天然生林上部限界及び下部.贝界に該當する地 

域に生育せし林木の材質を比較せんとするものにして是れ等の供試材を標準材・となす。猶調 

査試驗の進展に伴ひ林木の生育狀況と相伴って局所的に材質の差異を認めたる場合又は各樹 

種相互間の比較資料として供試材を採集せしものは是れを參考材として前者と類別し共調香 

成績を參照するものとなす。

(2 )解割學的性質に關する調査實驗方法

本調査の主眼となす解剖學的性質の硏究に當りてはヒノキ材に關する…般的性質を示し是 

れに關聯して木材を構成する要素の調査耍項を示す必耍を有す。玆に調査試驗方法を示せば 

次の如し。

1.ヒノキ材の一般的構造

ヒノキC hamaecyparis obtusa SJEB. ct ZUCC.材は假導管,髄線,樹脂・細胞の常企する 

裝素竝に柔細胞狀假導管,傷害柔細咆,Trabeculae等の非常在的耍素より構成せらるゝも 

のなり。是等の要素は横斷,觸斷,徑斷の三面に於て各共の特性を示し横斷面に於て現はる 

'年輪(Annual ring)は顯著にして一般に幅狹く,春材より秋材への移行は多少急激の傾 

向あるも緩除なるものより急激なるものに至る租!々なる階程を有・し,秋材部は一般に狄くし 

て數細咆幅に過ぎざること多し。僞年輪は稀なるも,時に屢［發生する場合あり。

假導管(Tracheid｝は規則正しく配列し,多くは正四角形,不正四角形或は仁正•江角形を 

呈し,時に不正多角形なること,又は著しく回味を帶び細胞間隙の大となることあり。春材. 

部は漑ね開閥(open)にして薄壁,放射方向に長きも秋材部は密(dense)に・して"厚壁»切線 

方向に長く,切線面車縁孔紋は年倫界より數細胞內方にまで認めらる。

髓線(射出紐織)(Ray)は一列にして直,間隔は1乃至50細咆に互り平均8乃至12 
細庖あり。水平壁は平滑にして切線壁及び放射壁には何れも特に肥厚せる部分なく前者は後 

者に對し直角乂は斜めに相對す。春材部に於ては3乃至8假導管長を击む。

樹脂細咆(Resin Cells)は普通散在性にして著しく多數ならず,多くは春材•末都及び秋材・ 

部中に散在するも時に切線狀に配列する傾向を示すことありて秋材・の幅狹きため•顯苦となる

(］) 解剖學上の用带は凡て國際木材解剖學協會(Iiitcrnationad association of wood anatomist)の 

標华話に據れリ。詳細は“Tropical woods'* 36號(1033)參!損。

ことあり。稀には春材・部中に平等又は不平等に散在するか或は切線狀をなすことあり〇時と 

して年愉界にー•列に配列すること,即ち年輪狀(Terminal)なることもあり,或は又春材部 

屮に多數集合して切線方向に帶狀配列を示すことあり〇

時に年輪中农材の一部に於て柔細胞の集合を見るも恐らく輕度なる疵傷に起囚するものな 

るべし。

徑斷而(放射縱斷面)(Ridinl section)に於ては假導管上に重緣孔紋のむ在するを觀る.。 

春材部に於ては1乃至2列に配列し後者の場合には對狀配別(opposite)をなし各垂絳孔紋は 

完全に分離し,稀に接術するも接芾面は僅かにし・て直線狀となる部分妙し〇孑L紋は榕回形, 

時に鼠形に近き形狀を示し,稍桁回形か或は(U［形の開口を冇す。回節(Torus)も略I開口 

と同形なること多し。秋材・假導管に於ける坦緣孔紋は小形にして共數も少く,多くは回形に 

して相互に離れ,回形の開孔を有するも年輪界に近づけば椅回形の開孔となる。クラスレー 

(Crassulne)(舊語Bars of Sanio)は春材•假導管に於ては明瞧にしてH線狀又は弧狀をなす 

も秋材末部に於ては認め難し。

歸線(射出組識)は柔細胞のみに依り構成され多くは樹脂樣の褐色物質を含み水平壁は平 

滑なれど多少輕微なる又は不規則なる肥吓を有することあり。切線壁は甚だ薄くして平滑, 

直或は弧狀をなし,水平壁とは直角又は著しき傾薦迄種々なる角度を以って交る。放射壁上 

には所謂イトスギ型“Cupressoid”の孔紋を冇し,春材部に於ては回形乃至椅叫形をなし, 

その開口は狹桁回形乃至「レンズ」狀を呈し,各分野中兩端3〜5,內部1～4個有す。秋材 

部に於ては開孔狹「レンズ」狀殆んど直立し,各分野に兩端1～2個,內部1個あり〇假導管 

狀髄線細胞は疵傷的或は異常的の場合に.現はる'も顯著ならす。

樹脂・細胞は褐色物質を含有し肉眼に依り黑線として認めらる、ことあり。垂直壁は平滑に 

して薄く横隔壁も特別の肥厚認められず。

觸斷而(切線縱斷面)(Tangential section)に於ては假魚管の切線面重緣孔紋(Tangential 
bordered pits)は秋材・部に於てのみ見らる'を普通とすれど唏に春材部にも存す。孔紋は小 

形にして散在し,多數の時は不規則に1乃至3列に竝び,その形回くして「レンズ」狀の上 

下に延びたる開孔を有す。

留線は殆んど常に1列にして直,稀に部分的2歹U,極めて稀に3列或は部分的3列なるこ 

とあるも正常材に於ては殆んど是れを觀ず。細胞高は必ず1より始り時に36細胞高に至る 

ことあ・るも多くは2乃至6細胞高を示し髓線細胞は凡て同性にして,斷面m)'j至检圓形,
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多少角張ることあり或は又丸味ある四角形なることあり。但し兩端に在るものは卵形を呈す 

るも內部に至る程四角形に近づき且高さ竝に幅との差を減少するを見る。切線壁には特別の 

紋孑Lを缺き髄線細胞間隙は略 < 二等後三角形を呈す。

樹脂細’抱の水平壁には强き隆起肥題ありて著しき特徴を示し普通1乃至4個認めらる。放 

射壁には所々に小陷入あれど著しからず,切線壁には單孔紋或は半車孔紋を冇し,何れも小 

形,回くして散在し後者に於ける開孔は「レンズ」狀をなす。

非常在的要素(Less common elements)たる「トラベキュレ」(Trabeculae)は康'泌、め 

らるる要素にして,數十の假導管內脂?を貫きて半徑方向に横斷して存在す。一般に傷害組織 

の存在する場合特に著しく發現するもの、如し。圓き棒狀の線にしてHematoxylinにより 

內部(中心)は黑色に染り,Safraninに依りてその周圍は赤色に染る。

柔細胞狀假導管(Parenchymatous tracheids)は樹脂細胞より假導管に移る筒所或は傷害 

部に於ける柔細胞の次に現はるゝものにして一般に角柱狀をなし水平壁及び垂直壁に垣緣孔 

紋を有するものなり。

傷害柔細•)包(Traumatic parcnchym )は入皮共他の外傷を受けたる際,傷害部を癒合する 

爲めに生ずる組織にして,薄壁,時として姐壁,不正形又は球を呈し樹脂を含むこと多し。 

然れども次第に癒合進みて柔細胞狀假導管に移行する附近に到達すれば一般に«院る・闘脂細胞 

狀の形態を現はし稍規划的となれり。

斯くの如くヒノキ材を構成する要素を摘錄し猶且つ各耍素に關する形態を指示せしも一般 

木材の解剖學的構造は同一樹遂に於ては殆んど同樣なるを以って單に是等要素のみを以って 

環境を異にする各地方產木材の性質を決定するは極めて至難の事とせらる。ヒノキに於ても 

亦木材を構成する要素は凡て共通なるを以って產地を異にする供試材の解剖學的性質を此帔 

調在し個體相互間に現はる'特姓を求めんとするに當りては勢ひ資材を構成する要素の吸値 

的比較に基率するを"F要となす。依って木調査に於ては次の調豚耍項を定め是れに基き研究 

を試むるものとす。

I!産地別ヒノキ材の解剖學的調あ要項

I,年輸(Annual ring)
溫帶に於ける材木の肥大生長が定期的休止を爲す歸結として年愉を描成するは當然の現象 

なり。而して年輪構成の原因に就きては諸說紛え未だ定說なき狀態なるも,林木の肥大生長 

中直接間接に影響を及ぼせる外因は當該年愉中に遺带するを以て,年輪iの性狀を調査するの

必要を認め次の要項に分ちて觀察せり〇

(1)年輪の聘訓及び不整調の程度

年輪の聪調及び不鑿調は亦木材の物理的性蚀に影響する所甚大にして,斯る差異を生ずる 

原因は多岐多様なDと雖も,氣候林況地況等の生態的條件の影簪も亦習しかるべしと思惟さ 

る。年輪の整調不難調の判定に際しては可及的大なる奏料例へば岡盤に就きて全年輪の狀況 

を觀るは最も望ましきことなれど本調香は資料をプレパラート標木に限りたる關係上該標本 

に現れたる僅か數年乃至十數年の年輪の狀態により判別したるを以て果して全隘としての性 

質なるや多少疑問を有するものなり。故に補正として木材强度試驗材に就き調査せし年輪の 

狀況を參照せ\)〇

(2)年輪幅及年輪密度
年輪帽の廣狹も亦林木の生育せし環境に依りて支配せらるゝこと多大なるを以て是れが測 

定も肝耍なる要素となす。本調在に於てはプレパラート資料に就き各年輪の幅を測定し全年 

輪の平均竝に最大最小年輪の値を求むるものとす。平均年輪幅の逆數は即ち年輪密度に該當 

するものにして年輪密度は特に物理的性質とは密接なる關係を有する所頗る多きものにして 

本調住に於ては次式に依り算出するものとす。

年愉密度=試材年輪に帝石放射万嗣全長(min.) *10
尙年愉幅を共放射方向に配列する細胞數(假導管)に依りても現はさるゝを以て,此處には 

各年輪中比較的正常なる配列を示す部分を撰定し,共の數を實測し全年愉に於ける平均値を 

求め以て年愉細咆數とせり。

(3 )横斷而に於ける假導管の春材部より秋材部への移行

林木の肥大生長は生長開始期に於ては急速なるも漸次に衰へ遂に極めて徐々に秋材を形成

するものにして,一般に秋材部への移行は樹瓯に依りて異るは勿論,同一・樹離の各個體に於 

ても,亦時には同一個問に於ける異る年愉にも屬i變化を生する場合あるを觀る。而して其の 

移行は樹匪個有の性質を表徴するのみならず秋材・形成の際の生態的條件とは密接なる關係を 

右するを以て共の性質を比較するは肝要なる事項にして,本調包に於ては下記の種類に類別 

し是れを記載するものとす。

a•急激(abrupt) b•稍急激(more or less abrupt)
c,稍縁徐(more or less gradual) d.綏 徐(gradual)

然れども本分類は多少主觀的なるを免れずして實際に於ては各項相万間を嚴密に識別する
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事の困難なる場合ありて,就中兩者の屮間に該當するときは殊に然りとす。若し各年輪に就 

き假導管の內卻を放射方向に順次測定し其の測定値を以て曲線を選けば,祥材・部より秋材部 

への移行を明瞭に認知し得らるゝと同時に移行類別のー•助と為し得べきも,全年輪に於て共 

の成績を求むるは徒らに繁雜を來すを以て本訓!査に於ては共測定を省略せり〇

(4) 秋 材 率

秋材の並は林木の生長期間と關聯L ,氣溫,雨星等の氣候因T-と密接なる關係を冇するが 

故に本調査に於ては各年輪の秋材部を測定し以て供試材相互に是れを比較する必要あり〇玆 

に各年輪每の秋材・に就きMicrometerを以てその放射方向に於ける幅を測定し秋材姑:の平均 

値を求むるものとす。然れども春材より秋材・への移行緩徐なる場合は兩者の境界明傕ならざ

るを以て特に甚しき場合は秋材・川:の測定を省略せしものあり。

次に年輪幅に對する秋材の割合即ち秋材率は次式に依り算出するものとす。

址甘空ー全秋材筮合計(單位//) 乂 100
秋材牛一全年輪幅合計(mm.) X1000

(5) 僞年輪率

僞年輪は一般に正常なる生長を保續せし場合には是れを生すること少きも,外的原因によ 

り生長に影響を蒙りたる際に發生すること多し。其發現率は生長期間の長短とも關係する所 

あるべきを以て,木調査にありては試材中の僞年愉數を算出し全年輪數に對する割合を求め 

僞年輪率とせり。

II•假導管

假導管は术材要素中の主耍部分に該當し共の性質の如何は材•質と極めて密接なる關係を冇 

するものにして,ヒノキに於ては共の形狀略土 一定し產地に依る形態學的の差異を認むるが 

困難なるが故に,本調在に於ては專ら數•最的調査試驗を行ひ各供試材・相互間に於ける性状の 

差異を次ぎに示す各項に就き測定し是れを比較するものとす。

(1) 假導管の長さ

供試材は長さ十數耗の棒狀となしSchulze氏液に浸漬し置き柔軟となるを待ちて娜く加熱 

分離せしめ,水洗の後Safraninを以て染色し然る後に脫水しBalsam にて封じ測定に供せ 

り〇各供試材に就き250本の假導管を測定するを基準となし,共の成紀iに依りて變異多角柱 

を说き250K 宛の階級に類別しMeanを算出するものとす。

(2) 假縛铮の大きさ(横斷面祐)

假綽管の大きさは前者と相供ちて材質比較調査上UI:要なる要素なれば足れが測定を必要と

する所以なり。共の測定の方法としては放射方向及び切線方向に於ける長さに依り求め得ベ 

きも,横斷面に於ける是等の數値は變化著しくして極めて多數の統計値に依るにあらざれば 

共の性質を比較する事は困難なりと考へらる。故に本調査に於ては單位面強中に含まるゝ假 

導管の數を•算出し以て一個當リの横斷面仙を求め共の數値を以て相互の比較に資せんとす。

測定に當リては横斷面を鏡下に檢し可及的配列の•正しく且太き部分を撰び(假導管の兩端 

を計らざる爲)全視野巾の假導管數を航み之れを各十回就みて共の測定數値を合計平均する 

ものとす。而して全視野は0.308 nun.•に該當するを以て假導管の太さは次式に依り算出し 

得べし。

假導管横斷面積(單位び•宀|瀏體編(

而して共の肌目(Texture)は年輪密度,秋材虽竝に假導管數等によりて表示し得るを以っ 

て,一年輪中の任意の部分(春秋材とも)のー•定面積中の假導管數を測定し,以って單位面 

積(1mm.2)中の數に換算したる成換によれり。

(2 )横斷面に於ける假導管の配列及び形狀

假導管の横斷面に於ける形狀及び配列は木村の一般的性質就中物理的性質に影轡する所比 

較的大なるもヒノキ優良材に於ては共の變化顯著ならざる場合多く,共の形狀は一般に正四 

角形,不正匹!为形,正及び不正五角形,多角形等にして稀に丸味を帶び細胞間隙著しきこと 

あり。配列は一般に規則正しくして材質劣等なる材に於てのみ不規則なるを認むが故に本調 

在に於ては是等の特性に關し共の槪略を記載するに止むるものとす。

(4)假導管の壁厚

假導管の壁厚は共の大さ,配列,形狀に伴ひ木材の强度に關係すること多大にして各產地 

別供試材の强度に差異あるは種々なる原因に基くものなれど,共の壁厚の變化も亦重:要なる 

關係因子•と考へられ,輕視し得べからざる性質なり。故に本調在に於ては可及的に誤盖を僅 

少ならしむるため,水煮沸材に於てのみ其の春材及び秋材假導管の壁厚をMicrometerにて 

測定し,各供試材に就き十回の測定を状み其の平均値を求めたり。因に旣往に焚ける成績を 

參照すれば春材.,秋材假導管壁厚の差は各樹!!に於て顯著なるのみならす.同一樹種の產地 

をも決定し得る要素と見做さる'を以て,本調?径に於ても其の數値を測定し以て材質比較上 

のー據點となすものとす。

(5)徑 隙 比

木材の的I度と解剖學的性貿との關係を表示する方法は種マあれど,兼次忠藏氏の提唱せる
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Mode (Mo),等を算出するものとす。

因に試材の測定上刑!測數500箇に滿たざる場合は500箇に換算せし成績を以て示し,猶目• 

つ誤差著しき場合は更に他のブレパラートに依りて檢測せリ〇

(3 )髄線の單位面桁に於ける分布數

肱線の分布效は切線縱斷荷に於ける単位而析中の數を數回測定し共の平均値を以て示すも 

のとす。測定に當りては一定せるObjective及びOcularを使用し,共の全視野中の髄線數 

を算ふるものにして,・該視野は面机3mm『ありたるを以て各供試:材に就き任意に5箇所を 

選びて共の數を測定平均し以て垠位面枚1mm.2に該當する數を求むるものとす。

(4)髓線間隔
髄線I川隔は横’斷而に於て留線相互間に挾まるゝ假導管の數を一端より他端へ順次に數へ各 

供試材に就き毎30回測定せし數値を平均し共の成績を以て示すものとせり。

一般に髄糸泉の間隔は同一圈亜と雖も多少の盖異を示すは旣往の成績に依り明かなるも,髄

線分布數とは相互比例すること著しからざるは 假令該密度小なるも圖線細胞高の大にして 

比絞的並行せるもの多き場合は,徹線間隔は反って狄くなるものと考へらる'が故なり。斯 

くの如き性’直を有するを以て本調査に於ても亦是れが測定を行ひ,材質比較上の參考に奏す

るものとす。

(5)髄 線 M
歸線弱の測定に就きては寫眞印選紙によるDESMIDT氏の方法あれど,測定數の僅少な

る缺球あれば採用せず。本調如に於ては上記せし方法に依り求めたる髄線細咆高及び髓線分

布數の各平均値の秋を®g線邦:となし,試村の切線面に於ける單位面積(1mm.2)中の全髄線 

細胞數を表はすものとせり。

IV.樹脂細胞

樹脂細胞は髄線細咆以外に常在する柔細胞にして共の多穿,配列は供試村に依り多少の變

化あり〇是れが測定に當りては次の項目に依り考察するものとす。

(1)樹脂細胞の形狀

樹脂細胞は四的形又は多角形の柱状を爲し假導管に並行して縱列に長く連續し槻脂様物質

を多址に含有す。横斷面に於ける春材部にては切線方向竝に放射方向にも略、等長なれど,

秋材邢中に於ては槪して切線方向に長きこと多し。樹脂細胞の水平ネ黄斷壁には强き隆起肥厚

(Harzparenchymquerwiiiideverdiekiingen)を有し共數は1乃至5箇あり,切線壁には若干の
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半車孔紋或は單孔紋を有す。此等・の形狀は產地を異にする場合の差異を認め難きを以って本

調査に於ては特に考慮せざるものとす。

(2)樹脂細咆の配列

樹脂細胞は槪して春材末部より秋材・徳に散在するものなれど共の他種々なる配列を示す場

合を生じ,產地別に或は立地的條件の差異に關係を有する傾向あるを以て,本調査に於ては

次の如き配列の種類を定め是れに準據して供試材•相互の性質の比較に資するものとせり。

a・春材部散在狀……春材始部より巾部に亘り平等に散在するもの。

b・春材部切線狀……春材始部より中部に於て一.ニ細胞列の切線狀を呈するもの。

c・春材末都散在狀……春材末部より秋村都へ移行する部分に於て散在するもの, 

d・秋材部散在狀……秋材部に散在するもの。

e・秋材部切線狀……秋材部に於て切線狀に配列するもの,特に秋材都狹小なる場合 

は,秋材部散在狀の場合との區別稍i困難なるを以て本項を置 

<〇

£僞年愉端切線狀……僞年輪に關聯し切線狀に現はるゝもの。

g・年 愉 狀……秋材•都の終端に切線狀に配列するもの。

11•集 合 狀……年輪中に於て多姒集合し帶狀を呈して切線方向に長く配列する

もの。

(3)樹脂細胞の數

樹脂細胞の數は各產地により或は環推的條件に依 ！;て差異を生する場合を有するも同一產

地の個體を異にする場合,乃至は同一一個體巾異る部分に於ても亦差異を認め得る場合砂から 

ずして,薇:小部分の測定を以てしては全貌を極め難し。本調査に於ては横斷面(ブレパラー 

卜)に現はれたる全樹脂細胞數を算へ單位面積1に於ける平均數を計算するものとす。

娜細胞數=建謡濫レ分布數 j
3.外觀的竝物理的性質に關する調在試驗方法

供試材に關する外觀的性質中樹冠の形態,樹幹Q］山直,枝條の多少等は何れも供試木援定

に際し調査すると同時に樹髙,枝下高,年齡誓の測定を行ふものと爲せしも供試木採取に當 

リ丸木造材•を得たる場合或は參考材として圓盤を採取せし場合等は共の實測を缺くものを生 

じたり。各供試材に關する年輪の廣狹,生長址の測定,邊材心材の配分率,樹皮の形態,年

輪密度の绽異,僞年輪の有無等は主として胸高直径に該當する回盤を基準として測定するも

のとなし材・の色訓,光澤の有無,木理の精机 肌目の優劣,杏氣の程立等は枉板材に就き觀 

察するものとす。

强度に關する誠径試・瞼は第二冋森林協議會に於て協定せられたる規定に基くものと定め, 

抗里强試驗材は5楓立方となし,負擔强供試村は斷面を5縄平方,長さ75梅となす。抗張 

强に關しては未だ協定せられざるが爲,當場に於て使用せし形状,大さを便宜上襲用するも 

のとし,比如:,含水洗,年輪密度は各供試村に就き實測し每供試材個體に平均値を求むるも 

のとす。但し特種なる調査資村として特頹なる形狀,大さを有するものを使用せし場合は其 

の都度肥載するものとなす。

疵傷のF垂類,程度竝に材・質に及ぼす影秘調査に要する供試材は其性質上桢々なる場合に亘 

リ探究する必耍あるを以て主としてオ票準材・に依るも,猶適當なる參考材の蒐集に努むると同 

時にヒノキ天然生林に混淆する有用針葉樹材に關し參考材を採集し樹亜相互間の性質を比較 

せし場合あり〇

本報古の主眼となす解剖學的性質の調査試材は可及的に强度に關する試驗に供用せし供試 

村片を直接使用し相互の關係を密接ならしむるものとなす。然れども外觀的性質に關聯する 

綢査には,可及的多數の供試材を要せしを以て强度試驗供試村以外の資材を利用せし場合あ
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II•供 試 材

各個的相互間に於ける材質の比較に當りては共の性質の差異比較的顯著なる場合多きため 

僅少なる供試材の範圍內に於ても其の相違を認め得べきも,同一樹種相互間に於ける材・質の 

比較調査に際しては適當なる供試材を可及的多數蒐集する事を肝耍となすべし。如何となれ 

ば材木一個弛に就きて共の性質を觀るに木材耍素は樹齡に依りて變化を生じ又供試村片を採 

取せし位冠に因りても亦差異を生する傾向を示すは旣往における調在成績に徴し窺知し得ベ 

き現象にして,從って之に關聯し共の理化學的性質竝に外觀的性質も亦各個牒相互I加こ志異 

懸隔を生するものと思慮せらるゝも,同一樹種相互間に於ては共差異極めて避少なるべきは 

明かなり〇從って供試材・の採集は極めて重要なる關係を有するものにして可及的廣汎なる範 

園に亘りて蒐集すると同時に各地方に於ける立地的特異性を充分にあ究し是に適應する標準 

材の採取に努むるを肝耍となすべし。特に木曾御阡地を屮心とせる中部地方の如くヒノキ天 

然生林は集團的に分布し猶且つ共の垂直的林況の變移を考察するに最適當する地域に於ては, 

單に材質の比較に止らずして極所的環境因子の異なる地域に於て參考材の蒐集に努むるは貴 

重なる個牘の増加を期し街・べし。

更に本調在研究に當り鄒視し得ざる要素はヒノキ天然生林を構成する混淆樹種の變移狀況 

にして旣に著者の調査成績に基き明かなるが如く,木曾御料地を中心とせる本邦中部地方に 

參照すればヒノキに混淆する有用針葉樹種はヒノキ上部限界と見做さる,海拔高1,600 m.に 

於てはシラベ,タウヒ類に依りて形成せらるゝ寒帶林の下部限界に接し,海拔高1,300 m.よ 
り!,600 m. ©間(c於てはサハラ,ネズコを混淆し,海拔高1,500m•より以下に於てアスナロ 

の出現する傾向を有す。海拔高1,300 m.に降ればサハラ,アスナロ,力ウヤマキの混淆林に 

變移し,海拔高1,200 m.に達§-れば,更にスギを加へ,サハラ,アスナロ,カウヤマキ,スギ 

等の混淆林を形成し,海拔高700 m.に降ればアカマツの分布を増加すると同時にサハラ,ア 

スナロ,力ウヤマキ等性其の跡を絕ちアカマツ,スギの混淆•林に變する事を觀る。

斯くの如くヒノキ天然生林に混淆する有用針葉樹種は主として氣候的因子に因り各特異性 

を表徵し其の變移は海拔高(】n.)の高低に依り類別し得らるる狀況を示すものにして,(ヒノ 

キ,サハラは局所的には立地の異なる地域に生育するも大勢に於ては兩者相拥へて是等混活 

樹秘の分布地域を副し垂直的に生育する性質を有す。故に單に天然生林に關する林況を參照 

するに止らず,是等有用針葉樹種に關する材質の特性を考究しヒノキ材に關する性質に對し

近似性の有無,特異性の程度竝に立地的環寛因子に因る材質の變化を調在するは本調査の詹 

密に資せらるゝ所勘からざるものあり。

斯くの如き見地に基き供試村の選定に努めたるも尚採染に際しては綿密なる注意を肝耍と

なすを以て,次の督邮要項を指示し是に壅摭するものと爲せり〇

1供試材は標準材と參考材ーとに大別す。

11標準材はヒノキ天然生林の分布現況に基き水平的分布範圍に於ては南部限界に該當す

る地或より北部限界に達する地域に豆りて比較的ヒノキの集團せる御料地竝に國有林

より採集し,主として地方的に異るべき材質の盖異に關する供試材となし,垂直的分

布胞圍內に於ける供試材・は主として木何御料地を中心とする木邦中部地方より採集し

海拔高の高低に基く環境因子の差異の村質に及ぼす關係調香に資するものとす。

而して水平的竝に垂直的分布に因る供試材・の採集は著者の調赤せしヒノキ等氣溫因子 

曲線(,,MINOKI^^ Iso-Temperature Factor Line)に塞き類別せし環境區を參照し

’てヒノキ氣候因子に因る類別(Class) Ai,A2, B, C,竝にヒノキ雨虽因子に因る 

類別(Class) “(乾燥),適濕),丁(多濕)に該當する環境に生育せし供試材の採 

集に努む。

111木材・要素の午齡に因る變化竝に樹高に因る變化に關する供試材は胸高直徑30cm.以 

上にして可及的疵傷を包蔵せざる優良材となす。

IV參者ー材は比較的多數の個開に就きて觀察し,共の諭據を適確ならしむるを目的となす 

ものなるを以て採集に當りては前述せしヒノキ環境區類別を參照せしも局所的環毙因 

了を君・察し適材を選定せり。從って共の數最は可及的多數に及べり。

v 參あ材は便宜上次の三種に類別せり。

(1.)標準材に該當するヒノキ林木より採集せし供試材片とす。

(2 )ヒノキ材に生する疵傷の種類,原因竝に材質に及ぼす影醫調如に供する供試材片 

とす。 ,

(3)ヒノキ天然生林に混淆する有用針葉圈材・より採集せし供試材片にして主としてサ 

ハラ,アスナロ,力ウヤマキ,ネズコ,イチヰ,モミ,ツガ,タウヒ,シラペ, 

スギ,アカマツと為す。

尙是等參考材として試驗に供せし資材中には旣に試驗に使用せし供試材の殘材を利用 

せし場合融からす。

效に標準材として本調在に供せし試驗木36本に關し共の產地,性質竝に林況,地況の槪耍 

を記述すれば第一表の如し。
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弟ー表 供・試 村 の ホ 地

番號 試験地名
ヒノキ分布肉子

族 地 彳S 海拔gI：'飯温肉子1雨揪肉子

3 45G

li!高 枝下高

12

Qn.、 (m.)

78

1 小林 宮崎蘇西諸縣郡小林町 1,100 Ai(3.4)v(ll) 27.70 16.40

(No.2)

2 熊本

高原小業旭夷守國有林,林班11匸

300 B (6.7)111.7) 24.15 13.60

CNo.3)

3 高知(I)

熊本縣飽託郡芳野村大字獄

金峰山國有林,林班37は

高知縣幡多那大正村大字折合 320 B (6.0)vr(i3) 28.70 16.40

(N0.14)

4 高知(II)

拂川山國有林,林班68い

高知喋幡多郡大正村大字折合 550 B (5.7)vr(i3) 20.50 5.90

(No.14)

5 木m

拂川南平山國有林,林班68ロ

高知縣畏岡郡吉野村大字セ戶 1,200 A, (3.3 V(12) 22.32 8.37

(No.30)

■

6 高野(I)

字國白斐

木山事衆區林班22い

利歌山一縣伊都郡高野吋大宇高野|1| 900 A2 (4.5)IVCio)
28.40 15.50

<No.78)

7 高野g

高野山國有林林班38

同 上 900 A2C4.5), IV(10) 23.90 11.20
(No.78)

8 大杉(I) 三氾縣多氣郡大杉谷村 1,230 Ai (3.3) V1IC24? 18.48 9.09 :

(No.88) 大杉谷御料地,尴割班,54イ

竝 に 林 況 地 況 の 槪 耍

枝の多少映4高血徑年酔

(cm.)

林 況 地 況 の 槪 要 伐採月日

9 1 10 11 12 13

多］ 54 '
190 ヒノキを侵占種となす天然生林にして,モミ,ツガ,アカ 

マッ,パラモミ,竝に派!葉圈を混ず。

林相佳良にして生YT£!也Tなり〇

大勢束南に而する倾斛地にして土痕课く軟にして沮洲なU 〇 

供:式木は中股小尼筋に生育せy 〇

7.12.15.

申 44 86 木小班は試驗林にして,スギ,ヒノキ,サハラ,アカマツ 

答の混淆木なy 〇林齢SO年にして平均樹高21m.に達す。

涉木アヲキ,ヒサカキ,ヤブニクケイ,ムラサキシキブ其

他を右す。

大勢東北に而する緩傾斛地にして土壊深く,軟にして濕in

なり〇

供;弍木は中腹傾靜地に生おせしものなy 〇

7.12.2〇•

中 42 198 モミ,ツガ,ヒノキを主林木となす密林にして僅かに淮木 

を混ず。

大勢南而する綏倾料地にして土壞课く軟にして沮洲なy〇

4. 8.17.

多

1

44 84 針濶混淆林にして林齢7〇〜200年に及ぶi閏葉糊を主林木と 

なす。

疎味なy大勢南而する綏傾お地にして土坝课度中,軟にし

て濕鶴なy 〇

4. 8.17.

中 52 214 ヒノキ,モミ,ツガを主林木となす天然生林にして平均樹 

高2〇〜30m.胸髙克徑4〇～70cm.に達する驼林なy ,下木 

にはシャクナゲ, アセビ, シキミ, サカキ,ヒヒラ ギ等の 

灌木を生ず。

大勢南而する摺曲多き傾斜地にして絕检地あyて結品片岩 

に周する岩石露出し從って土壤淺し〇

7. 8. 4.

中 52 268 ヒノキ,カウヤマキ,モミを主林木となす天然生林にして

密林をなし,カウヤマキ最も多し。大勢南而する緩傾斜地

にして土壤深く肥沃なり〇
供試:木は尼根通yに生育せしものなy 〇

5. 8. 3.

•1' 48 286 同上 5・ 8. 3.

■|>
；4。

232 ヒノキ•カウヤマキ,モミ,ツガを手林木とする天然生林 

にして,あ林をなす。

大勢東北に而する急傾金tにして岩石漆HIする所多く 土壞淺

し〇
供試木は中腹足根通yに生Trせしものなy 〇

4. 7.2〇.
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番號

1

9.

10

試驗地名

2

大杉谷(U)

(No.88)

七宗

(No.700)

產 地 名

3

三遂縣多気郡大杉谷村

大杉谷御料地區割班,54p

岐己縣武儀郡神淵村

七宗山御料地,區割班,301

海拔高

Cm.)

4

1,109

600

ヒノキ分布因子 

気温因子［雨JitIMT
樹商

Cm.)

7

23.33

29.05

枝下髙

(m.)

8

10.C0

17.35

5

A2C3.9)

B (6.1)

6

vir(24)

IV(9)

11 中Hi 

(No.114)

岐阜解土岐郡稻潭村字小里

城山御料ナ也

700 B(5.2) IV (9) 24.00 7.50

12 下R

(No.144)

岐阜縣益IH郡下呂町大字小川

小川畏洞御料地,林相班no

330 B C6.5) IV(10) 19.40 3.94

13 小坂

CNo.154)

岐章鮮益H!郡小坂町

大洞御料地,林相班97

1,730 Ai(l.7) IV (9) 19.81 9.70

14* 湯舟澤 

(No.248)

長野縣四筑摩郡神坂村

湯舟澤御料地,區割班28

709 B (5.7) IV C9) 27.30 12.40

15 妻籠 

(No.249)

長野縣西筑庠郡吾妻二村

男墟卽料地,區割班187

782 B (5.7) IV (9) 30.90 9.10

16 阿寺 

(N0.275)

長野縣四筑廢郡大桑村大字野尻

阿寺復料地,區剧班69

532 B ¢5.8) IV (9) 21.80 3.00

17 上松由川 

(No.276)

長野縣西筑摩郡上松mr

小川入御料地,艇小班76

1,600 Ai(l.6) IV (9) 21.00 12.00

枝の多少狀高直徑 F附’ 林 況 地 況 の 槪 要 伐採月n

9 1
(cm.)

101 11 12 13

■1' 42 227 ヒノキ,カウヤマキ,モミ,ツガを主林木となす灭然生林

にして丕れに溜葉囲を沮沽する疎林なり〇

大勢北而する急傾余+J也にして岩石の闆Hを見る。土埃淺し。

4. 7.21.

'1> 46 285 ヒノキ,モミ,ツガ,アカマツを主林木とする天然林にし 

て下木にはサカキ,アセビを生.ず,林齢118年にLて密林 

をなす。大勢北而する急陟辨地にして,供国木は峰通りに 

生育せしものなり。

7. 8. 4・

多 -18 111 ヒノキ,モミ,ツガ,アカマツを主林木となす犬然林にし

て林齢5〇〜150年にして密林をなす。

大勢北東に而する綏傾斜地にして土壤深く濕度中なり。

供忒木は綬倾诳地中腹に生育したるものなり。

7. 7.18.

多 49 180 ヒノキ,モミ,ツガを主林木となし,クリ,ブナ,ナラ共

他濶葉樹を由沁する疎林なり。

大勢西北にする急傾斜地にして益川川沿岸に逹す。岩石

Kinし:上壊淺し。供次木は峰通りに生育せり。

8. 7.25.

中 41 260 ヒノキ,サハラ,タウヒ,ツガ,ヒメコマツ,蚊にウダイ

カンパ尋を混淆する天然生林にして樹下には是®林木の稚

樹稀に發生するも,此地一帶に直り・マガリダケ叢生す。

大勢西南する綏倾斜地にして土填淺く地位中に屬す。

7. 8.2〇,

中 55 113 ヒノキ,サハラ,モミを主林木となす犬然林にしてケヤキ 

の大木を旋対!す。

大勢西に而する綏傾斜地にして俗にケヤキ平と稱せ五るゝ

平垣1也を右す。砂質壤土にして土壊课く軟なり。

13. 2.29.

稍多 49 125 ヒノキ,サハラを主林木となす天然生林にしてMftlifljり及

び最下部にはアスナロを混淆す〇

大勢西北に面する急斛乃至!檢岷地にして磔質填土,深度中 

なり〇

13. 2.19.

少 55 116 ヒノキ,サハラ,モミ,ツガを主林木となす天然生林にして

雑木を混ず。峰通りにヒメコマツあり澤洒りにアノ;マッを

見る。大勢西南に甫し急斜乃至絶驗地なり。阿寺川の木付川

木流に注ぐ分岐點に位i役し,木竹川に而する處弟岩露出す。

13. 2.25.

中 38 205 ヒノキ•モミ,ツガ,夕,ンヒ,シラべをホ林木となす天然 

林にしで密林をなす。

大勢南而する倾料地にして處々基一?;•の露出を見る,土填淺

く滋潤なり。

6. 5.10.
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番號

1

18

試驗地名

2

上松赤漂 

(No.276)

産 地 名

3

長野縣西筑摩郡駒ケ根村

小川入御料地,旭割班231

ヒノキ分布因子
枝下高

(m.)

8

20.00

海拔高

Cm.*)

4

1,318

氣温肉孑雨成因子
1曲高

| 7〇・)

30.60

5

1
AK2.8)

6「

IV <9)

19 上松 
ツメク澤 
(No.276)

長野縣西筑縻郡駒ケ根村

小川入御料地,區勘班256

1,200 Ai(2.8) IV C9) 30.30 13.90

20 上松黑渾

(No.276)

長野縣西筑麼郡駒ケ根村

小川入御料地,旭割班65

1,416 *2.1ゝ IV (9) 30.00 21.80 !

21 王 海

(No.302)

長野聯西筑摩郡王溫村

隊川御料地,區物班293

1,000 」项4.1) IV <9) 29.20 6.40 |

22 潮戶川

(No.30〇)

長野聯西筑摩郡王制村

瀬戶川御料地,區劉班14 f

l,C00 AK4.1) IV (9) 23.60
1 

10.00

23

24

藪 原

(No.316)

済 松

(No.365)

長野麻西筑降郡大和村大字小木曾

祜尼澤御料地,區割班52い

帝岡縣引佐郡伊平村

觀音山御料地,林相班95p

1,500

500

AK2.9)

B (5.5)

IV (9)

111(8)

23. C0

24.10

7.30

19.20

25 千 頭

(No.372)

帝岡縣椿原郡上川根村

千頭山御料地,林相班250〇

1,620 A 1(2.4) V(12) 18.76 5.51

26 富 士 (I) 

(No.373)

都岡縣駿朿郡須山村 
當士ポ業恤淺木塚御料地,

林相班213い

1,500 AiCl.8) IV(IO) 14.00 10.00 '

27 當 士(ロ) 
(No.373) 同 上 1,500 AiO,8) 1VC10) 15.00 | 9.00

枝の多少胸髙直徑 年齡 

(cm.)

林況地況の槪要 伐採月日

9 10 11 12 13

少 49 212 ヒノキ,サハラ,アスナHを主林木とする天然生林にして,

磐咛に於ける探伐跡地なり南部は主として東に向ひ,北部

は主として北に向ふ急傾魁地なるも,間々級魁地を有す。

砂質狼土にして深度中南濕潤なり〇

13. 2.19.

•1' 55 219 ヒノキ,サハラを主林木となす天然生林にしてアスナロ, 

ネズコを混淆する密林なり。4仰5探伐せし跡地なるも林相 

優良なU 〇

大缪西而する綏傾邳也にして砂質壤土の深度中用濕潤なり〇

14.12. 3.

•1' 44 215 ヒノキを・林木となす天然生林にしてネズコ,モミ,ツガ

タウヒを混沽する花林なり〇

大勢南而する傾斜地にして處々に基岩を露出す。砂質塊土

にして深座中MfSilvjなり〇

11.7.2〇•

多 52 246 ヒノキ,サハラ,モミを主林木となす天然生林にして中腹

に凋葉树を右し,林相秘疎関す,上部尼根沛リはヒノキ林

和良好なり。

大勢束南する急斜地にして卸！川に接す。砂質壤土にして深

度中冊なり〇

13. 3.1.

少 54 233 ヒノキ,サハラ,カウヤマキを主林木となす天然生林にし

て密林をなす。役旳探伐を行ひたる形跡を右し,主林木の

天然生稚曲の發生良^Tーなり〇

大勢西南に面する緩傾斛地にして王瀧川支流に接す。砂質

壊土にして深度中庸沮潤なり〇

11.7.2〇,

多 45 165 ヒノキ,サハラ,ネズコ;モミ,ツガを主林木となす天然

生林にして稲疎怵をなす。
,大龄束而する綏斜地にして砂質壊土,深度中なり〇

13. 2.28.

中 51 140 ヒノキ,スギ,モミ,・アカマツを主林木となす天然生林に

して密度中なり,下木にはカシ類其他の灌木を生ず。

大笏四而する綏倾お地にして土塊深し。供※木は中腹に生 

育せしものなり〇

7. 8.10.

•1' 48 230 ヒノキ,ッガを主林木となす犬然生林にして濶葉曲を混淆 

す,密度中なり。
大勢南而する急傾斜地にして土塊深く適洲なり母岩は秩父

古生層なり〇

7. 7.31.

24 171 ヒノキを主林木となす犬然生林にして考證林に厩す。密林

にして大徑木少し,ヒノキ丸尼上に分布するものにて平地
地をなす.,富士州出躁岩地帶なるため土痍少し〇

4. 9.2〇,

少 21 180 同 上 4. 9.2〇,
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番號

1

28

試驗地名

2

愛鷹 

(No.374)

產 地 名

3

靜岡野駿來郡須山村

愛膳御料地,林相班43い

ヒノキ分布因子
枝下高

〇.)

8

10.00

海拔高

(m.：

4

1,200

)条(温囚子雨Jitia-r
樹高

C»>.'

7

17.80

5

A1C2.9)

1 6
1

IVC10)

29 河?it 

(No.375)

铮岡縣加茂郡仁科肘大滓里

天城山仁科御料地,匾剳班82

900 AK4.2) IV (9) 20.60 6.10

30 火城(I)

(No.377)

山梨縣南巨摩郡驟岡村

大城御料地,區割班50

1,600 A/1.8) 1VQ0) 15.60 6.30

31 大城(1L

(No.377)

同 上 1,600 Ai<1.8) IV(10) 21.70 8.90

32 東澤(D

(No.381)

山梨縣東山梨郡三富,村

笛吹川事業區東深御料地

1,400 A1C2.1) IV (9) —

33 東澤(II)

(No.381)

山梨梨柬山梨郡三當村

笛吹)il:が業區東深御料地’

1,400 A i(2.1) IV (9) — 一

34 笠間

(No.396 う

茨城縣茨城郡扬間噸大字笠間

城山國有林,林相班27

150 B (6.2) II ¢6) 27.95 16.55

35 水戶

(Nu.397)

茨城縣東茨城郡潭Til村大字赤漂

御前山國冇林,林相班62は

150 B (5.9) If (6) 23.84 7.90

36 日光今市

(N<>.395)

析木骄上郝賀郡洛合村

矢島武雄氏所有林

300 B(6.8； V(n) 21.37 4.50

備考;第二㈱(,故喩地名)の括弧内數字は天然生林分布番號とす,(林業,:式驗淨•勺;•第二卷第一號厚:照).

枝の多少k网

(cm.)

年齡 林 況 地 況 の 槪 要 伐採月日

9 1 10 11 12 13

中 37 100 ヒノキ,モミ,ツガ,スギ及ぴブナ,ナラ,・カへデ其他泅,

葉曲を混沽する天然生林にして疎林なり,樹齡L3〇〜270年

にして老木少し。

大歩束而する急領斜地にして共の南牛は檢虹なり,土填淺 

く岩石俸山せリ。

6.11.1〇,

中 38 75 ヒノキ,アカマツを主林木となし,下木にカシ,シヒ,力 

ヘデ,サハラ,サカキ,シキミ領の繁茂する天然生林にして, 

湖木にはウンゼンツツジ,ヒヒラギ等畋任す。

大勢南而する急:倾魁地にして中腹地帶は鹼虹にして岩石露 

出す。

供状木は峰汹！Jに生育せしものなり。

6.11.12.

中 32 325 ヒノキ,ッガ,クウヒ,ブナ等のセ齡針潤洗沽林にして林

齢200年に達す°共他一帶に宜りクマザサ叢生す。
大勢南而する急峻吨にして處々にう’;・石饵山し土壊淺し。

6. 6.21.

供試!木は中腹に生育せしものなり。

中 36 180 供,式木は大旅.I:に近接して採集せしを以て紀截を同じく 

す。
6. 6.21.

— —• 匕ノキ,ネズコ,カラマツ,タウヒ,シラベを主林木とな 

す天然生林にして疎怀をなす。

大勢東南に而する急使斛地にして河川沿择地は絕壁をなし 

交通極めて困難なり。

供試木は拂-ド材中より採J反せしため實測を缺く。

6. 8.一

一 — — 供試木は東潭と共に拂下村中より採収せしものなるを以っ 

て祀載を同じくす。

6. 8.—

中 42 113 ヒノキ,アカマツの混淆林にして疎密度中廊なり。

大勢北而せる綏傾余+地にして佐白山中腹に位i役し土坝軟に

して濕度中なり〇爲岩は花崗岩に屬す。

俱：忒木は中腹小尼根に生育せリ。

7.1.13.

中 43 110 ヒノキを主林木となしモミ,クリ,シラカシ,ウバメカ 
シ,ケヤキを泌淆する天然生林にして沸木にはヒサカキ, 
ヒヒラギ,アッキ,ツバキを生ず。
大勢束南に而する綏傾斜地にして土填は城質壊土にして腐 
植質に富み地味上なり基岩は古生帽に屬す。
供试木は峰通りに生冇せしものなり。

7.1.12.

中 34 90 ヒノキ,アカマツ,スギ,モミ等の混沽林にして密林をな 6.10.2〇.

驛の北部にある丘陵地にて觀音山と稱す。急倾斜地にして
芋:・石始HIす,土壊淺し。
供試木は中腹に生1vせしものなり〇

•
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因に參考材に就きて樹傷別に個谜數300以上の多數に及ぶ關係上達地名,性質鷲；の記載表

は是れを省略し,特に重要なる性質の比較研究を行ひたる埸合は共の都度解說を阳するもの 

とす。

III•試驗成績

(1)解剖學的調査試驗成績
ヒノキ材を構成する木材要素たる假導管,射出組緇(將線),柔細胞,樹脂細胞は生長期間

中に於ける氣候の變化に從ひて共の増殖を計り以て生長を保績するは周知の事實にして,從

って一箇年間を周期となす生長大期の成果たる年輪竝に一年輪を構成する春材,秋村•(夏材)

の廣狭,移行狀況も亦生長期間中に於ける条候の變化とは極めて密接なる關係を有するもの

と認めらる。是れを换宜すればヒノキ材を構成する要素の發達は主として外界の氣候的因子

に依りて支配せらる'關係上共の發達の相違も亦主として氣候的因子とは終始相離るべから

ざる相關關係を持績するものと認めらる。

從って此處に論究せんとする同一梱租相互に就きて林木各個懼の生育せる環境を異にする 

ために依って生する材質の差異を比較せんとするに當りては各個體の表徴する木材要素の數 

値的調径を行ひ以て性質比較の據點を適確ならしむるは最も肝要なる事項なりとす。

本調査に於ては著者の調査に係るヒノキ天然生林分布現況セ參照して査定せるヒノキ分布 

因子仙線(“HINOK1” Distribution Factor)に基きて類別せし各環境區に該當する地方よ 

り標準材36個躍を採集し解剖學的要素を敍上せし試驗方法に基きて調査せしものにして鼓 

に共の性質を產地別に記述すれば成績次の如し。

供試材後號!,產地名小林。

年輪:稍不雅訓にして年輪密度は6～13平均9.4( 一年輪中の細胞數は20-90平均48-1あ 

り。僞年愉の出現は著しく17〜100%平均47 %に達し,春材より秋材・への移行は槪して稍急 

なれど,僞年輪の出現により稍綏となること,或は秋材部厚きため極めて急激となることあ 

り,秋材部は10細胞幅內外,時として20以上に及び,從って秋材业も甚だ多く 99-415^, 
平均150〃,秋材率は著しく大にして10.7～19丄 平均13.7%を示す。

假導铮:一般に長く平均3.631mm.,その大さは1150～1450伊,平均1315バを有し稍 

大なり,肌目は1,275,配列は稍正「稀に不正,横斷面四角形乃至多角形をなす。春材■壁収は 

L7〜2.9,平均2.2",秋材壁厚は3.2～5.1,平均4.20"にして甚だ厚く,兩者の差2.0“を示 

し,徑隙比t8.1-81.2,平均79.5にして符しく小なり。

歸線：・通常一列,丿嫉:i部分的2列のもの現はれ,牖線細胞は斷面丸味ある四角形,時に回 

形又は义は形をなし,大小稍不醴,高さは稍小にして1〜16細胞高,Mo・は2j多くは3,
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平均値は3.94〜!.62,平均4.26にして,略よ年輪密度に對して適位に在り〇分布數は47～54, 

平均49.1にして稍多く,髓線咒は186〜251,平均210を示すを以て比皎的多虽なり。 

間隔は1～47,平均9～10細胞にして中廊。

樹麻細胞:一般に甚だ多Mにして春材•末部及び秋材部巾に散在又は切線状に配列し僞年 

輪著しきため後点の埸合特に徭著なり。分布數は單位而昌當り8.3〜16.1,平均11.1,一年輪 

當り8.4-24.8,平均12.8個あり。(第二圖版,第5—8圖)

供試番號2,產地名 熊本。

年輪:稍不醪,部分的には醴調,幅は1～5 mm.に互り,槪して廣きを以て•利命密度は

2.2～6.7に變化し平均4.1,細胞數は5〇〜170,平均110。偽年輪著しく現はれ平均80%弱の 

率を示す。春材より秋材への移行は稍緩徐なれど秋材•廣き爲,時として梢急なることもあり, 

秋材部は甚だ廣く 5〜18細胞幅,90-270/A平均192〃,秋材率は小にして年愉幅大なる爲 

僅かに5.0-8 7,平均6.9%に適ぎず。

假導管:假導管の長さは平均3.567 nun,ありて稍長く,その大きさは1232～1413,平均 

1329がありて稍大。肌目は1181,配列は稍驱にして横斷面四邊形,時に多角形をなす。壁 

J卓は乔材・部假導管に於て!-4-2.5,平均1.9/ん 秋材.部に於て3.6～5.4,平均3.8〃 にして巾庸, 

その差1.9とあり,彳堡隙比は79.8-83.2,平均81.8なれば槪して小なり。

髓線：1列稀に都分的2列,細胞の斷面は稍圓形に近し。高さは年愉狹き場合は1〜15細 

胞,M = 4.2內外なれど,なき場合はコ〜28, M = 6.38に及ぶ。然れども平均5.25なれば年輪 

密度との關係に於て.は低位に在り。分布數は稍少くして約4〇〜45,平均43.7。髄線量は多く 

して!36-288«平均229を示す。間隔は］〜29,平均9.6細胞にして中庸なり。

樹脂細胞：一般に多並なれど年輪祖大なるが爲,革位面積中の分布數は中庸にして5.4〜 

7.0平均6個に過ぎず。多くは春材末部に散在するか秋材・部屮にあれど時に春材部に散在 

又は僞根輪端に切線狀配列をなし,稀に年輪狀を呈す。然れども-•年輪當りは甚だ多くして 

9.1〜31.8,平均I8.9個を示す。

供試材番號3,産地名 髙知(I )。

年輪:稍整調なれど幅廣く年輪密度は平均4.5,細胞數平均76,偽年輪の發現は著しくし 

て約68%あり。春材より秋材への移行は一般に緩徐なれども又稍急なることあり。時とし 

て僞年愉の存在或は幅廣き秋材部により急激なる移行を示すことあり。秋材・部は細胞效 

412,秋材址133〃の多きに及び秋材率は年輪廣き爲少く僅か平均5.9%なり。

假導管:假導管の長さは平均3.656 mm.にして稍長けれどもその大さは1306 P2なれば 

略I中庸。肌目は1,1S7,配列稍正。壁厚は春材部に於て1.Sびを示し普通なれど秋材部は可 

なり厚くして4.1〃あり,從って兩者・の後に2.2卩に及ぶ,徑隙比は82.80

髓線:1列時として2列。細胞の斷面は稍丸味を帶ぶ。高さは一般に中庸にして1〜25細 

胞高。Mo.は2又は3, Mは4.74〜6.10,平均5.36あれど年輪密度の小なるに對比すれば稽低 

し〇分布數は平均47.3ありて稍多き方なれば圖線觉も著しく多くして平均254に逹す。間 

隔は1〜31,平均9.3細胞にして稍狭し。

樹旅細胞:稍少けれども先づ中庸にして單位面積中4.6個,一年輪中にては年輪廣きによ 

り多くして!0.3箇あり。多くは秋材•部に散在するか或は春材・末部に散在,又は稍切線狀の配 

列をとる。時として僞年愉端に切線狀をなし稀に春材都中に散在す。

供試材號洗4.產地名 高知(II)。

年輪:不驻調にして幅の廣狹差著しく,細胞數21〜跻,平均42.3,年榆密度平均8.9。僞 

年輪の出現强｛ くしT,時として一年愉中2箇を生することありt共出現率は平均69.4%に達 

す。春材より秋材・への侈行は極めて綏又は綏徐なれど時に急激なるか稀に稍急なることもあ 

り。秋材部は廣くして細胞,數5〜15,秋材最平均160〃,その率も甚だ大にして約14%强を 

示す。

假導管:假導管の長さは平均3.322 mm.,その大さは1172伊 にして稍小なり。肌目は 

1400«配列は稍正,部分によりて稍亂る。壁Jいは何れも叩くして春材部に於ては平均2.1“, 

秋材部4.2〃,兩者の差2.1〃に及び,徑隙比は小にして平均30.0を示す。

談線：1.列稀に部分的2歹U。高さは1～15細胞髙,Mo.は3又は4, Mは4.55にして幾 

分低き傾向を示すも年輪密度に對比すれば唯よ正常なり。分布败は花だ少くして平均33.0に 

過ぎざれば髄線M：は極めて少く僅か15」强なり。間隔は1-45,平均11細胞にして可なり 

廣し。

樹脂細胞：中庸にして單位面隨當り平均6.3個なれども時に!0以上の多數を有するもの 

もあり。一年輪當りは稍多くして平均8個,多くは春材末部に散在し往々切線狀に集合(僞年 

愉を伴ふ)し,時に秋村部に散在又は切線狀配列をなし,稀に春材中に切線狀又は散在す。 

(第二圖版,第7-8圖)

供試材・番號5,產地名高知本山。

年愉:稍整調なれど廣狹著しく部分によりて不整訓なることあり。年輪密度平均8.1,細
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胞數22〜111,平均45.7,僞乍临は可なり屡上出現し,その率42%に達す。春材•より秋材・へ 

の移行は～般には急激なるか稍急なれど,年倫我き埸合は極めて緩徐となる。秋材•部は大約 

細胞數5〜10或はそれ以上にして秋材/平均ms”,秋材・率7.9%を示し,共に稍大なり。

假導管：假禅管の長さは3.495 nnn.,その大さは屮庸にして平均1.374だあり。配列は稍 

正,横斷面四角形乃至多角形をなす。肌目1277,壁淳は春材部に於て平均2.0/ん秋村都に 

て4.1/ん共に著しく大にして兩者の差も從って大となり2.1/あり。徑隙比は稍小にして平 

均 81.1。

髓線:!列屡、 2列,細抱の斷面は料徊形又は丸味ある四的形をなす。髙さは1〜19細胞 

高,Mo.は2又は3, Mは平均4.66,略中庸なり。分布數は稍多くして50.1に達し,髓線址 

も大となり平均234に及ぶ。間隔は1〜48,平均10.0細胞にして中庸なり〇

樹脂細胞:分布數は中折にして單位面即卩にては半均6.5あれどー年輪中にては稍多く 

9.0に及ぶ,時として14以上なることあり。多くはオ祖オ末都及秋材中に存在すれども稀に春 

材中に存在することあり。秋材中に於ては著しく切線狀に配列することありて质よ僞年输端 

にも集合す。(第三圖版,第9-10圖)

供試材番號6,產地名 高野(I)。

年輪:稍不整調にして狭く年輪密度約1〇,細施数18〜30,平均35,僞年輪は稀に現はれ 

發現率約4.3%。春材より秋材への移行は槪ね稍緩なれども時に稍急激。秋材部は比較的多 

く細咆數3〜10,秋材:址は平均73〃,秋材率は7.7%にして殆ど普通の値なり。

假導管:假導管の長さは平均3.489 mm.ありて略上中庸,その大さは1176～1419,平均 

1321/なありて長さと稍正しき割合をなす。横斷面四邊形,又は稍多角形。肌日は1271,配 

列は可なり正,壁妃は稍薄く春材部に於て！.4—2.4«平均1.8〃,秋村部2.9—4.8.平均3.7卩 

ありて兩者の爰は19〃,徑隙比は中庸にして約83.4。

皺線:殆ど常に1列。細胞は斷面丸味ある四的形。高さは稍低く1〜14細胞高,Moは凡 

て3, Mは3.83〜4.27にして年輪密度に對し適正の値を示す。分布數は細胞高の低き割合に 

少くして42.7-47.7,平均44.5.從って脇線抵も少く180內外,臓線間隔は1～32,平均10.2 
細胞にして中が。

樹脂細.咆:樹脂細胞は多からざるもその分布狀況不平等にして,ある年輪には甚だ多け 

れども或部分には數年輪を通じて備かに數個のこともあり,一般に祥材末部に多く散在又は 

稍切線狀に配列するも,時として秋材部に切線狀となる。分布數を平均すれば稍少く 2.4〜

7.0,平均4.3個,一年愉當り2.7～6.4,平均4.2個なり。(第三圖版,第11-12圖)。

供試材番號7.達地名 高野(II)。 .

年輪:梢骤調,比校的狄く,年輪皆渡は平均128僞年愉は之を缺くことあれど又稍著

しきこともあり,平均7%の發現率を有し,春材より秋材への移行は稍役なれど緩除なるこ 

ともあり,年輪狹き時は可なり急激なる傾向を示す。•秋材部は細胞數2〜20,秋材荒は稍i 
少く 3〇〜100,平均60〃,秋材率5～7,平均6.6%あり〇

假導管:假導管の長さは平均3.440 mm.あり,その大さは1240—1400 P2,平均1320“：
にして共に略i中庸。肌目は平均1236にして横斷面四邊形又は多角形なり。壁厚は幾分薄 

く春材部に於て！.4-2.6,平均1.9P,秋材部3.0～5.0,平均3.811,その差1.9びあり。徑隙比 

は中庸にして823〜83.1,平均82.6あり〇

髓線：多くは1列。細胞は斷面丸味ある四仙形又は回形,椅圖形に近し。高さは1〜13細 

胞高にして稍低く Moは凡て3, Mは平均4.3弱なれど年輪密度の大なるに對・比すれば寧ろ 

高き傾向あり。分布敷は約42にして比較的少ければ髓線量も僅か170-182,平均177の少 

妣に過ぎず。間隔は1～30,平均9.4細胞にして中庸なり。

樹脂細胞：比較的多％!にして單位面積中に約7.8個內外,-•年輪當り約6.9個を含む。多

くは・春材末部に散在し尙秋材部中にも散在狀又は切線狀をなし稀に狹き年輪に於ては春材部

に於ては多少切融&狀配列の傾向を示すことあり。

供試材番號8,產地名 大杉谷(I)。

年輪：熬調なれど解j幅狹く年輪密度平均9.0,細胞數約3〇〜50,平均37.7,僞年輪は時と

して發現Lその率約12%あり。春村より秋材への移行は稍急又は急激。秋材最は中麻なれ 

ど年愉の狹き割に多くして3～12細胞幅,秋材:玷72-88平均81.3〃 あり,從って秋材率は稍 

多くして6.7〜7.9%,平均7.3%を示す。

假導管：假導管の畏さは平均3.489 mm.,その大さは1200-1300〃痩,平均1263//•にし

て共に中廊。肌目は1226,配列は可なり正しく,横斷面は多く四邊形又は多他形。’壁厚は 

稍薄く春材部1.3-2.4,平均1.8〃 にして秋材部に於ては3.0-4.8,平均3.7 “を示しその差 

1.9〃 なり。彳蕖隙比平均82.7を有す。

懿線:通常1列。細胞の斷面は丸味ある卩めり形。高さは1～"細胞高なれば可なり低く,

Moは2, Nは平・均3.90にして年輪密度に對比するも尙著しく低位にあり。分布數は單位面

技當り48〜55,平均51.2にして可なり多く,從って髄線最も比較的多く平均200內外あり。
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間隔は1〜41,平均10細胞あり。

樹脂細胞：中等址にして,分布數は單位:面械當り6.2〜7.3,平均6.S個,一年輪當り6.9〜
8.4,平均7.7個にして多くは春材・末部に散在し稀に切線狀配列の傾向を示し,尙秋村・部中に 

も散在し極めて稀に春材中にも散在す。(第四圖版,第！3-14圖)。

供試材番號9,產地名 大杉谷(II)。

年輪:稍不整調にして幾分狭きも年輪密度平均11.8,細胞數13〜38,平均31.7,僞年輪 

は稀に現はれその出現率平均3.9%,春材より秋材への移行は年愉狹き爲稍急:激なれど,時 

に稍緩なることあり。秋材の幅は變化著しく細咆數2〜12,秋材龙 は35-135平均G9 5", 
秋材率は7.〇〜9.5%,平均8.2%ありて中庸なり。

假導管：假爵管の長さは平均3.302mm.,その大さ1264び內外にして共に稍小なる傾向 

を示し,肌目は1235,橫斷面四邊形又は多伯形,春材・壁愆は1.4〜2.4,平均1.8/ら秋村壁厚 

2.8〜48,平均3.6〃 にして共に稍薄く兩者の差1.8I あり。徑隙比は平均83.6にして略よ中 

庸なり。

髓線：普通1列にして低く1〜13細•胞髙,Moは3又は4, Mは平均4.15,年輪密度に比 

しても尙幾分低し。細胞の斷面は丸味ある四他,分布數は稍少く平均42.3なれば髓線•吊:は可 

なり僅少にして僅かに平均177に過ぎず。間隔は1〜33,平均9.2細胞にして中庸。

樹脂細胞：ー妝に少くして分布數平均3.5個,而して其の分布狀態は各年輪に平等にして 

一年當り3.0個なり。多くは春材・部中に存在するも厦:i秋材部にも散在す。

供試材番號10,產地名七宗。 ：

年輪:稍整調なれど幅狹きこと多く,年輪密度も平均13.2に達し,細胞數は平均31.8筒 

あり”僞年輪は時として出現し,その率11.5%を示し,春材より秋材への移行は稔急又は急: 

激なれど稍に緩徐の傾向を示すことあり。秋材部は中庸にして細胞數3～12,その幅は82.8〃 

にして年輪狭ぎ爲秋材率は比蛟白勺高率を示し平均10.4%に達す。

假導管:假導管の長さは3.571mm.,その大さは1,357度にして略上中庸。肌目1338,配
列は稍正しく,壁厚は春材•部にて稍厚く平均2.〇/ん秋材部にては中庸にして3.7“を示し兩 

者の差は稍少くして1.7〃,徑隙比は普通にして82.6なり。

肱線:槪して1列,細胞の斷面は丸味ある四角形,高さは1〜14細胞高,Moは3又は4, 
時に5, Mは4.27にして稍低く ,分布数は甚だ少く平均37.4に過ぎざれば協線宛も甚だ僅 

少にして159なり。間隔は1〜34,平均9.9細胞にして中庸なり〇

樹脂・細胞：分布數は比較的少くして單位面乱中3.7個,一年輪中2.8個に過ぎず,多くは 

春材末部に存在し,往々切線状に配列し尙秋材・中にも散在すれど,切線狀となる傾向强く, 

稀に年輪狀を呈す。(第四圖版,第15-16圖)。

供試材番號11,産地名 中津。

年輪：可なり整調にして,比較的幅廣く年輪密度は平均6.5を示し,細胞數は50.5,僞年 

輪は稍多く出現し,その出現率27%。春材より秋材・への移行は急:激又は稽急なれど時として 

緩徐なることありて,僞年輪の發生したる場合には特に然りとす。秋材部は細胞數2〜9, 
秋材並は中庸にして平均9T/なれど年輪稍廣き爲秋材率は少くなりて5.8%に過ぎず。

假導管:假導管の長さは平均3.588 mm.,大さ1430びありて稍大なり。肌目は1110,
配列稍正,斷面は多％形又は叫的形にして,壁厚春材部に於ては1.8“,秋材部3.6/ん共に 

稍沌話傾向を示し兩者の差1.8〃,徑隙比は82.8にして中庸なり。

腕線:槪して1列,細胞の斷面は回形又は椅似|形にして多少角張るか又は丸味ある四角 

形をなし,その高さは1～19細胞にしてMoは2又は3, Mは5.24にして略i中庸。分布數 

も又巾庸にして平均44.5,髄線・底は可なり多くして平均234に達す。間隔は1〜39,平均 

9・2細胞ありて幾分狹し。

樹脂細咆:比較的少くして單位面積中平均4.9個なれどー年輪中に於ては稍多く平均8.2 
個あり。一般に春材部又は秋材末部中に散在又は切線狀に配列するも稀に春材•部中に切線狀 

又は散在狀或は集合狀に配列し,時として僞年輪端にも現はる。

供試材番號12,產地名 下呂。

年輪:稍醺調,年輪幅中庸にしてその密度8.3あり〇細胞數:23〜76,平均36.9,僞年輪 

は時として出現し共の率16.9%に達す。春材より秋材への移行は稍緩なれど,秋材狭き時は 

稍急,廣き場合は比較的緩徐となる。秋材・部は4～11細胞幅,秋材贵は81〃,秋材•率も又中 

庸にしT 6.6%あり〇

假導管:假導管は稍長くして平均3.511mm.を示しその大さも中庸にして139§〃,肌目

は1198,配列は稍正しく四角形又は多他形,壁厚は春材部に於て1.9“,秋材・部にて3.8“あ 

リて殆ど中庸,兩者の差は1.9〃 にして稍大なり。徑隙比は83.1に達しiffi大。

髓線:1列稀に2列,細胞は同形又は槽回形にして角張り,高さは1〜22細胞,Moはり, 

稀に3, Mは4.86〜6.15,平均5.4にして稍高き倾向を有し ,分布數は稍少くして平均 “9 
に過ぎざるも,敖線•址は平均227の多きに及ぶ。間隔は1〜32,平均9.2細胞にして中廊・
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なり。

樹脂細胞:分布數は中庸にして單位面仙當り5.1個,一年輪當り6.8個,多くは春材部に散 

在又は稽切線狀に配列すれど,往々秋材部中に散在するか年輪狀,稀に集合狀の倾向を示す 

ことありて此の際は多く僞年輪を伴ふ〇 (第穴圖版,第！7-18圖)

供試材番號13,產地名小坂。

年輪：稽不整調なれども槪して狭く年輪密度は平均l5.5に及び細胞數は10～65,平均

28.2あり。僞年輪は稀に出現するを以ってその率1.4%に過ぎす。春材より秋材への移行は 

稍急激なれど,時に稍後,稀に甚だ緩徐なることあり。秋材.部は狭くして細胞數2～1〇,秋材 

並は少くして64.4" なれど年榆狹き爲秋材率は稽多くなりて8.2%に達す。

假導管:假導管の長さは3.154mm.,その大さは稍小にIて平均!232//-,肌目は1334,

配列は稽正なり。壁旧は春材部l.S/zにして中庸なれど秋材部は3.4〃 を示し著しく我けれ 

ば兩者の差も著しく小にして16“ に過ぎず。徑隙比は82.2にして中庸なり。

髄線:多くは1列,細胞は圓形又は将叮形にして時に著しく川張ることあり。高さと櫥 

は槪して等長,高さは1～15細泡高,AIoは3,時として4,Mは4.28にして稍低けれど分 

布數は稍多くして47.5あれば髓線量は中庸となりて203を示す。間隔は1～38,平・均S.7細 

胞にして稍狹し。

樹脂細胞：分布數は可なり多くして革位面狀中財,一年輪中7.1個を右す,多くは秋村 

中に散在し,往々幅廣き時は切線狀となり,共他春材部中に散在し,時として年輪狀に配列 

するものを生ず。

供試材番號14,產地名湯舟澤。

年輪:稽签調なれど幅貿く,年輪密度平均4.1.を示I ,細胞數90內外に及ぶ。僞年愉の

出現は稽著しく平均38%を有し,春材より秋材・への移行は一般に緩徐にして時に稍綏,秋材 

节は稍多く121ん5〜14細胞幅あれど年輪廣き爲め秋材率は小さなり平均5%を示す〇

假導管:假薜管の長さは平均3.466 mm•その大さ1294倬にして略士屮庸なり。朋L门は

1212,配列は稍規則正しく,斷面の多くは多伯形,時に四漫形を呈す。壁厚は多少薄き傾向 

ありて平均春村1.8 /ん 秋材3.7 ”,その差1.9 /A徑隙比は83.!にして中庸を示す〇

蘇線：I列時に2列,細胞の横斷面は丸味ある四川形又は補回形を示し,高さは槪して大 

にして1～22細胞,Moは4〜6, Mは6.52ありて年输密度に對比すれば適位乃至稍高し。分 

布數は少くして36.9なれど歸線说は可なり多くして240弱に及ぶ。間隔は1～吗,平均10.2

細胞にLて略土中南なり〇

樹脂細胞:甚だ僅少にして革位面技當リ1.9I 一年輪當り4.8個,多くは春材末部又は秋 

材部に散在するも前者の場合には多少切線狀に配列する傾向を示すことあり。(第五圖版, 

第19-20 圖)

供試材播號15,產地名妻範。

年輪：稍協調なれど部分的には狹く ,或は廣きことありて年輪密度は平均7.6,細胞數 

20-114,平均49を示せリ。僞年輪は稀に生じその出現率は8.8%なり。春材より秋村への 

移行は稽綏なれど時に祐急:なること,稀に甚だ急:或は緩徐なることあり。秋村部は細胞數4〜 

12を有し,秋材虽は中庸にして平均95“,秋材率は6.9%を示す。

假導管:假導管の長さは平均3.436 mm.,その大さは1303ぜありて略［中庸。肌目は 

1325,配列は稍正しく斷面に於ては四他形又は五角形を呈し往々多角形なる事あり。壁厚は 

春材部に於て平均1.9“,秋材・部に於て3.7〃,殆ど中庸なるを以って兩者の差も1.9“にし 

て普通の値を有す。徑隙比は中庸にして平均82.7を示す。

稿線:多くは1列,細胞の斷而は丸味ある四伯形をなし,高さは1〜22細胞,Moは2～3, 
Mは4〜5.5にして平均4.59となり稍低き傾向を有するも,分布數は多くして平均46.1を有 

するを以って髄線术は平均210を示し比較的多し。間隔は1～40,平均9.1細胞にして稍［ 

狭し。

樹脂細胞：中庸にして單位而積當り平均6.6個,一年輪當りは稍多くして10.7個を有し,

多くは秋材・部中又は春材・末部に散在すれど時として切線狀に近く配列し,稀に年輪狀,甚だ

稀には春材部中に稍切線狀をなすか姓度の集合狀を示すことあり。(第六圖版,第23-24圖) 

供試材番號!G;產地名阿寺。

年輪:稍整調なるも粗大にして年愉密度平均4.0を示せリ,從つて年輪細胞數も多く120 
以上に至ることありて平均72.2なり。僞年輪も著しく現はれその出現率約49%〇春材・よ

り秋材への移行は多くは緩徐乃至稍緩涂なれど稀に可なり急なることあり。秋材は、 細胞數

4〜12,秋材节稍多くして約100 n以上なれど移行緩徐なる場合はその境界判別し難く,秋材 

率は年輪廣き爲視iだ少にして4.3%に過ぎず。

假導管:假導管の長さは平均3.578mm.,その大さは1481/バにして共に大なり。配列稍

■I- ! く斷面の形狀は四邊形なり。肌目約1094,壁厚は比較的薄くして春材•1.8と,秋材3.9”, 
その差2.2/ん徑隙比は特に妃にして85.3を示せり。秋材に於ける切線面重緣孔紋は年輪界
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髄線：1列なれど往々部分的2列のものも現はる。細胞の斷面は丸味ある四的形を示し, 

高さは比較的大にして9細胞高,Noは3～4, Mは平均5.46あり。分布數は稍多くして 

平均45なるが爲,肱線並は可なり多虽となりて平均245に逹す。間隔は小にして2〜22, 

平均8.6細胞あり。

樹脂細胞:甚だ少宛にして單位面秋に於ては平均14 -•年蝙中に於ては3.7個,多くは 

春材末部より秋材部に亘りて散在し屢［僞年輪端に切線状に蜀:び稀に乔材部中に散在又は年 

輪狀をなすも一般に僞年輪なき場合は極めて少數なり。(第六圖版,第21-22圖)

供試材番號!7,產地名 上松白川〇

年輪:整調にして稍狹く年輪密度10內外,細胞數30-40,平均33.4にして,僞年輪の 

出現は極めて稀なり〇秋村部は狹けれど鮮鋭,2～8,平ー均4細胞幅あり〇秋村.虽は平均57" 

秋材率は5.9%にして共に少策なり。春材より秋材一への移行は稍綏或は稍急なれど秋村狄き 

時は多少急;激なる觀を呈す。

假導管:假導管の長さは平均3,66 mm..大さは1414ぜにして」七較的長く太し•。肌目は 

1326,配列は正しく放射方向に姉び斷面の多くは四仙形,時に多伯形をなす。壁厚は春秋材 

とも稍薄く前者は1・7〃,後者は36〃 にして共差1.9〃 を示す。徊隙比は83.8にして略々中 

庸なり。

牆線:1列。細胞の斷面は回形又は桥圖形にして多少角張り或は丸味ある四的形にして 

高さと幅とは略よ等長なるも時に前未大なることあり。高さは概して低く1～12細〕包高’M 
は平均4.3£なれどMoは大にして凡て4(分布數は約39內外にして比蛟的僅少なるを以て 

髓線最も亦著しく少く167に過ぎす。間隔は1～54,平均11.6細胞を示し比較的大なり。

樹旅細胞:少最にして單位面積中平均3.5個,一年輪當り3.4個に過ぎす。多くは秋材部 

巾に・散在するも幅狹き爲多少切線狀配列を呈す,其他は春材末部に散在し稀に年輪狀に配列 

す。(第七圖版,第25 —26圖)。

供試材番號18,産地名上松赤澤。

年輪:聲調にして年愉密度平均&9,細胞數!5-G1,平均38,僞年輪は僅かに存在し 

のm現率約5%に過ぎず。春材より秋材への移行は稍i急激な科ども阳に多少綏徐となるこ 

とあリ。秋材・部は狭くして3～9細胞幅,秋材虽平均72〃,秋材率は少くして6.5%を示す。

假導管:假導管の長さは平均3・672 mm•にして可なり長くその大さは平均1345 P'にI

て中庸なるも彳上々にして!500 "近きものあり。肌目1347,配列iE,壁既は春材部に於て 

L7 /ん秋;材部に於て3.7 /ん略土中席にして兩者の差は2.。 “あり。徑隙比は中庸にして83.6 

を示す。

髓線:多くは1列,細胞の斷面は間形又は梢圓形にして角張り,槪して高さは幅よりも 

大なり〇1〜20細胞高,Moは3,稀に4, Mは4.4〜4.4,平均4.5にして略i中庸なり〇分 

布數は稍多くして平均45.4あるを以って髄線策は205あり。間隔は!-43,平均9.0細胞に 

して狹し。

樹脂細胞:一般に少くして單位面析當り2.6, 一年輪中に就き2.8にして多くは秋材又は 

春材末部に散在し,前者の場合は切線状をなす倾向あり〇

供試材番號19,產地名 上松ツメタ澤。

年輪:雅訓.幅は中庸にして年輪密度平均9.0を示す。細胞數21〜5},平均31.6個あり〇 

伝材•より秋材への移行は急激或は稍急にして秋材・部は挾く 3〜8細’危幅,僞年輪は極めて稀 

に現はれ,共出現率1.8%,秋材黄は極めて少く平均66“なれば秋材率も從って僅少にして 

平均6.0%なり。

假愆管:假導管は著しく長くして平均3.693 mm•を有するもその大さは申庸にして！390 

仔 肌目は1198,配列は!Eし < ,斷面四川形又は多角形,壁厚は春材部(こ於てLS“秋材部に 

於て3.8〃,略女中庸にして兩者の差は2.0“あり。徑隙比は普通にして平均83.3あり〇

滥線:1列稀に部分的2列,細胞の斷面は丸味を帶び時に的張る。高さは1〜21細胞,Mo 
は3,時に4, Mは平均5.12を有し略［中庸なり。分布數は可なり少く,僅か40.2なれば髄 

線蛍も亦中庸にして平均205を示L ,間隔は1〜35,平均9.7細胞にして殆ど中庸なり〇

樹脂細胞：分布數は稍少くして單血面積中平均3.7, 一年輪中3.8箇あり,多くは春材末 

部と秋材・部中に散在するも秋材都中に於ては該部の狹きため切線狀の配列を示すことあり, 

時としては年輪狀のものも現はる。(第匕圖版,第27-28圖)

供試材番叫20,產地名上松黑澤。

年輪:’醴調,時として都分的に稍不聲調,比較的狹くして,年輪密度平均10.7;細胞數
約33を示し偽年輪の出現殆どなし。春材より秋材への移行は稍急なれど多少緩徐なる傾 

向を示す埸合もあり。秋材部は狹く細胞數3～1〇,秋材秋材・率共に稍少くして各々65.4“, 
6.5%の平均數を示す。

假導管:假導管は比較的長く して平均3.780 nnn•あれどその大さは特に大ならずして平
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なり〇春材より秋材への移行は稍怠:激なるも,年輪幅の大なる場合は多少緩徐なる傾向を示 

す。

假導管：假導管は極めて・長くして平均3.82 mm.に逹し,その大さも大にして1561/Zあ 

り。肌目1199(配列は布’JiEしく,四頂形又は多川形の横斷面を有す。壁怵は任材"部に於て 

は中尚にして1.8“なれど秋材部は溥くして平均3.6〃に過ぎず兩者の差も小にして1.8〃 を 

示せリ〇然れども候導管の大さ著しき爲徑隊比は中庸にして84.0を有す。

協繰:槪して1歹u,細胞の斷面は間形又は丸味ある四角形,高さと幅は等長又は前者に 

於て大なり〇その高さは1～22細胞,Moは2.稀に3, Mは3.7～5.7,平均4.31にして稍低 

けれど年・輪密座に對比すれば稍適正なり。分布數は平均43.1にして稍少き倾向を有し,髄線 

址も比較的少くして平均!85を示す。間隔は1-62j平均9-8細胞(こして略・中庸なり〇

樹脂細胞:稍少く單位面積中平均4.4箇,然れども多き場合は7-5,少き場合には0.8個
の如く變動す。一年輪中には6.6-0.6»平均4.2箇あり。多くは春材末部と秋材都中に散在 

し後者に於ては多少切線狀の配列を示すことあり。(第九圖版,第33-34圖)。

供R材番號23(產地名贩原。

年輪：蛙調なれど稍幅廣くして年輪密度は平均6.4,細胞數は平均4S弱あり。僞年輪は

極めて僅かに出現し,平均3.4%の出現率を示す。春材より秋材への移行は一般に綏徐にし

て年輪幅の大なる性質と相關!肺するもの'如し。秋材部は細胞數4〜9,秋材.筮は中庸にして

78.5 Pあれど秋材.率は年輪廣き爲少くして5.2%に過ぎす。

假導管:4殳導管の長さは稍長くして平均3.622 mm.,その大さは1469〃慮ありて共に大な

リ。肌目1141,配列は稍正しく橫斷面四伯形乃至多"」形を呈す。春材壁厚は1.8“,秋材部 

にては3.7〃 ありて共に略女中席なれば兩者の差はL9〃 にIて普通の値を示し,徑隙比は 

可なり大にして84.5に達す。•

留線:1列,時に部分的2列,細胞の斷面は回形又は桁回形にして多少伯張る。高さと 

幅は略i等長なるも前者に於ては大なり〇高さは著しく大にして1～26細胞,Mは平均7.53 
ありて年輪密度に對比すれば稍高き輙を示す。されば分布數は平・均35.8の少數を示すに拘 

らす髄線代は著しく大となりて平均270に達す。周］隔は1〜37,平均8.4細胞にして稍狭し。

樹脂細胞：少址にして單位面積中3.6 \\1,\なれど,一年輪中に於ては中席を示し平均5.0個
あり,多くは秋村部中に散在し尙春材.末部に散在し,時として年愉狀に配列す。(第九圖版, 

第 35-36 圖)。

供轼材番號24,產地名演松。

■ ・ 一. —■■
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年輪:整調なれど稍不整調なる傾向を有す。年輪密度は平均7.9,細胞數43にして殆ど

中庸なるも,僞年輪は多少出現しその率約20%に逹す。春材.より秋材・への移行は稍急,又 

は急激にして,秋材厚き場合も斯くの如き傾向を示す。稀に緩徐又は甚だしく緩なる場合も 

あり〇秋材一部は4〜13細胞幅,秋材・员は中庸にして平均93.3 ”,秋材・率7.0%ありO
假導管:假導管は比較的長くして平均3.656 mm.に達し,其の大さも著しくして平均 

1475/パを有す。肌目は1146J配列は稍正しく横斷面四角形又は多角形,壁妃は彳斜オ部に於 

て摩小き傾向を示し平均2.。 “,秋材.部は稍薄く 3.6" なるを以て兩者の差は少くして平均L7 
〃に過ぎず。徑隙比は中庸にして82.4を示す。

睑線：1列時に2列,細胞は回形又は桁卽形にして角張り,細胞間隙•顯著なり,髙さは 

1～21細弛高,Moは4-5, Mは平均5.63にして稍髙し。然るに分布數は甚だ僅少にして平 

均37.6に過き‘す。髓線站は212を有し略中庸なり。間隔は1〜38,平均9.7細胞にして普 

通なり。

樹脂細胞：稍多く分布し,單位面秋中？.2, 一年輪中9.3個の割合となり多くは春材末部 

に散在するも時として切線狀の配列に近き狀態を示すことあり。尙秋材中にも散在又は切線 

狀に現はれ,稀に僞年輪湍に集合す。(第十圖版,第37—38圖)。

供試材备號25,產地名千頭。

年輪:整調なれど局部的には著しく狭くして不整調なる狀態を示すことあり。年輪密度

8〜20,平均12-6,細胞數5〜63,平均30.2,僞年輪は極めて僅かに發現す。春材より秋材ーへ 

の移行は稍急なれど秋材狭き場合は急激なる傾向を示し,稀に稍緩徐となる。秋材部は一般 

に狭く 2〜9細胞幅,秋材・量は少量にして平均61.8〃,秋材率も稍少く,平均6.8%を示す。

假導’停:°繪管長さは稍長くして平均3.544 mm.,その大さは1396む にして稍大きく,肌 

目1162,配列正,斷面に於ける形狀は四角形叉は多角形,壁厚は春材部に於て平均1.7//, 
秋材部に於て3.3/ノ,共に薄く從って其の差も小となり1.6“を示す。徑隙比は84.1にして 

大なり〇

敵線:1列稀に部分的2列,細胞の斷而は丸味ある四川形,高さは略上中庸にして1～】9 
細胞,Moは3又は4, Mは3.9より5.0に至り平均46あり。分布數は平均42にし•て略屮庸, 

從って髓線量も亦中庸にして平均!96を示し,間隔は1-49.平均9.5細胞あり。

樹脂細胞：分布數は殆ど中庸にして罩位面積當り7.8, 一年輪i’當・り7.2個を有L ,多くは 

秋材部中に・故在又は切線狀をなし,往々年輪狀を示し,年輪狹小なる場合は特に此の傾向将

しくして,春材部中にも・散在する事あり〇

供試材番號26.產地名 富士( I )。

年輪:蛤凋なれど局部的には不燧調なる狀態を示す。年輸密度12.4,細胞數18～78,平 

均34,僞年輪は極めて稀に現はれ,春材より秋材.への移行は 急又は稍緩なれど年輪廣き場 

合は緩にして决き年輪には急激となる。秋材部は槪して狭く 2〜9細胞幅,秋材・掀平均59.2 
“にして僅少なるも秋材・率は年輪狹き爲中庸にして7.3%を示す。

假導管：假管導の長さは平均2,999 mm.にして甚だ短く大さに於ても亦僅少にして漸く 

1007 [rに過ぎず。肌目1,502,配列正,春材壁厚は1.7“,秋材壁厚は3.5び何れも甚だしく 

薄くして兩者の差は中庸となり1.8と を示す。徑隙比は82.7にして中庸なり〇

髓線:殆んど常に1列,細胞の斷面は®!形又は榕圓形なれど伯張る。高さは1～」3細咆高 

にして著しく低く Moは2又は3, Mは3.61,分布數は著しく大にして平均53.6を示し臆線 

黄は普通にして平均!94,間隔は1〜215,平均10.3細胞にして略中庸なり。

樹脂細胞：分布數は稍多くして單位面仙當り平均8.8個,一年輪に就き7.8個を冇し,多 

くは存材末部又は秋材部中に散在するも年輪竝に秋村部の狄小なるため多少切線狀を呈する 

こと多し。

供試材番號27,產地名富士(II)。

年輪:稍不骇調,槪して狹く,年輪密度平均15.1を示すも時に30以上を有する場合もあ 

り。細用數平均27.7,僞年輪は殆んど現はれず。芥材より秋材•への移行は稍急又は稍緩なれ 

ど秋材狭小なる時は急激なることあり。秋材部は甚だ狭く 2〜7,稀に！1細胞幅,秋材蛍は 

少くして僅かに平均58.2/ん 秋材率は中丿M・にして7.9%を示す。

皈導管：假導管は比帔的長くして平均3,421nun.を有するも共の大きさは稍小にして平 

均1132/Kに過ぎず。肌目1260,配列稍五。横斷面は四角又は多伯形。壁巾は春材部 

に於て1.8卩,秋材部に於て3.6 とを示し共に稍薄 < 兩者の差は1-7卩,徑隙比中庸にして82.5 

あり。

臆線:通常1列,細胞の斷而は丸味を帶び,高さは槪して低く1〜14細胞高,は2又 

は3, Mは平均3.80あり。分布數は平均49.7あれど時に甚だ多數なる求あり0臆線；“•・は稍 

少く187j間隙は1〜48,平均10.9細胞ありて稍廣し〇

樹脂細胞:分布數は中庸にして平均5.3個なれど,時に甚だ少くして1.0に滿たざることあ

り。一年！！侖當り平均4.1個なるも,多くは春材末部及び秋材.部中に散在し幾分切線状配列を
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示すことあり,時として年輪狀に配列す。

供試材番號28,產地名愛鷹。

年輪:稍不整調且疎大にして年輪密度は4.0,細胞數6〇〜130,平均8uぐ,僞年榆は样し

<出現する事ありて平均25%の發现率を示す。春材より秋材への移彳亍は甚だ緩徐なるも僞 

年輪の存する際は稍急となる事あり。秋材・部は細咆數約5〜1；5,秋材京は一般に多くして118 

“を角するも年輪狭きに依り共の率は僅か4.8%に過ぎす。

假導管:假爵管は甚だ短くして平均3,092 mm.,その大さは平均116Jだをイjし小な9 〇 

肌目はI378,配列稍不正,壁妃は春材部に於て1.9“を示し中庸なれど秋材都にては布言序く 

3.H/Zあるを以て其の差はI.9/7あり。徑隙比は小にして81.2なり。

盜線:多くは1列,時に2列,斷面は圓形又は杵j|U|形なるも形,’伏不等なる事あり。高さ 

は槪して高くして1～30細咆高,Moは3又は4, M平均6.18あり。分布數は極めて多<し 

て50～66,平均56.0に逹し,細胞高の高きと相俟って骸建泉量を多大ならしめ,その吊:は 

均344に逹し,間隔は1～22,平均?.4細胞にして著しく泱し。

樹脂細胞：分布數は甚だ多く單位面積當り平均16個,一年輪當り40.0に及ぶ,多くは春材 

末部に散在するも時に秋材中に散在L,或は多少切線狀をなすことあり,往々集合狀のもの 

も出現し,稀には春材部中にも多數・散在することあり。

供試材番號29,產地名河津。

年輪：稍不整調なれども疎大,年輪密度は平均4.0,細咆數95に及ぶ,僞年輪屬さ發生

L ,その出現率は63%以上に達す。养材より秋材への磅行は極めて緩徐,時として秋材部を 

明確に判別し難き事多し。大略182〃 の秋材•最有し甚だ多並なれど,年輪幅廣き爲その率僅 

か7.2%に過ぎす。

假導铮:假卸管の長さは平均3,246mm•ありて比較的短く,その大さも亦同樣に少にして 

平均1175" に過ぎすして肌目は1341,聪列稍iEなれど假導管わ横斷而多少丸味を帶ぶ 

壁厚は祢材部に於て1.8“ありて中庸,秋材部は稍厚くして3.9 Hを有す。從って兩茜の差 

は年較的大となり2.1卩に逹す。徑隙比は82.4にして略［中庸なり〇

秘線:1列,時として2列:,細胞の橫斷面は稍よ丸味を帶び,一般に尚くして!-20細庖髙, 

Moは4, Mは5 86を示し年輪密度に對しては略 件常。分布數は平均40.0.稍少き傾向を示 

「も飾線・杭多くして平均248を算す。間隔は1〜58,平均」(>.7細胞ありて稍廣I。

剛細胞：中庸にして單位面韻申平均5.8個あれども,1年輪中にては甚だ多數となり

平均15個に及び,多くはイト材末部にのみ分布すれど時:として任材部中及びイ・材始部共に散 

在,或は或切線狀に配列する事あり〇時に秋材屮に散在するも共の數少く集合狀のものも稀

に現る。

供試材番號30.宛地名甲灯大城(I )〇

年輪：稍不整調なれど幅廣く年輪密度平均6.1,細胞數は32～82,平均54.5,僞年輪稍屢

i現はれ平均28%の出現率を示す。春材より秋材への移行は急激又は稍急なれども時に緩 

徐なる傾向を示す事あり。卜火材は幅廣くして細胞數4～15,秋材量は平均127との多きに達 

し,秋材・率は中庸にして約7.7%あり。

假導管:假導管の長さ平均3.283 nun.(こして稍短かきも,太さは平均1374 /厂;こ逹L稍

よ大なり。肌目は1398,配列正しけれど部分的には稍不醴,橫斷面は四角形又は多角暦を呈

し壁库は春材部に於て1.9“,秋材都3.8/Zにして中庸,兩蓍の差はL9“ありて徑隙比は中 

庸にして83.0を示す。

髓線:1列時は部分的2列,細］包の斷面は略［間形又は椅圓•にして.角張る事少く高さと 

幅との荒も亦僅少なり。高さは1〜18細抱高,吊。は3又は4, Mは約5.0を有するも年輪 

密度の割合に比すれば稍低し。分布數は平均46.8にして稍多ければ髄線量も亦大となりて 

平均233を有す。間隔は］〜39,平均I0.6細胞にして殆ど中庸なり〇

樹附細胞:分布數は槪して甚だ多く單位面積中に平均10.3個,一年輪中には18.7個を有

す。多くは春材末部と秋材中に散在するも稀に年輪狀,僞年輪端切線狀に配列することもあ

り稀には集合狀をなす。

供試材一番號31,產地名 甲府大城(11)〇

年輪:稍紫・調なるも局部的に多少不難調なる傾向あり〇年輪廣狭の變化大にして年輪密

度平均8.7,細胞數45.6,僞年輪の出現は稍稀にして,其の出現率7.3%に過ぎ户。春材より 

材秋への移行は稍緩なるも多少急激なることもあり。秋材部は稍多くして細胞數4～12,秋 

材並F均103.1/7(秋材率は中庸にして平均8.3 %を示せり〇

假導管:假導管の長さは平均3.198 mm•にして稍短く大さは平均1146M にして比較的 

小なり.,肌LIは1,621•配列は稍正し < 横斷面は四伯形又は多伯形をなし壁厚は春材部に於 

ては1.3//,秋材都に於て3.6//,略土中庸にして兩者の龙は梅〃,徑隙比はふ>•1を右す,

髓線:1列,細胞の斷面は略圓形又は椅圆形にして稍、角張り威さと幅の弟は僅:少なり..

高さは1〜18細胞高,Noは3j稀に2, Mは3～5.5, 一般に低くして平均4.18«分布數は甚
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だ多くして平均52.8に達し髓線疏も從って大となり,平均217の大きをはる。間隔は1〜28, 
平均9.3細胞にして殆ど中庸なり。

樹脂細胞：分布數は比岐的多く單位面気中に9.1,一年輪中に11.7個を有す。多くは秋材 

中に存し往々切線；伏の配列をとる事あり,尙律材・末部にも散在し,稀に・保村都に散在或は集 

合狀をなすこともあり。

供試材・番號32,產地名 束澤(I )。

年輪:整調なれども幅狹く年輪密度平均14.8,細胞數8～70,平均28を右す。僞年輪は 

殆ど出現を見す,存材より秋材への核行は稍急激にして秋材部狹き場合には特に撕苫なり。

秋材部は甚だ狭く1〜5細胞幅,秋材電39.3“,秋村率は年輪狹き關係上比帔的大にして平均 

5.4%を示せり。

假導管:假導管の長さは平均3.401mm•にして稍中庸なるも大さは1412 /卢ありて稍大 

なり。肌目は1334,配列は正しく横斷面は叫均又は多內形,任材・部に於ては甚だ薄く平均 

1.7〃,秋材・都に於ては3.4〃 を有し兩者の差1.7〃,徑隙此は比帙的大にしてS4.7に逹す。

協線:多くは1列,細胞の斷面向形又は桁回形にして稍我る。商さは比帔的大に(て 

1〜19細咆髙,は2～4, Mは平均4.8リを有す。分布數は稍少くして平均：、なる關係上 

髓線量は中庸となり186を示す。間隔は1〜3(),平均1C.6細胞にして稍廣し。

樹脂細胞:分布數は中庸にして單位面技中に7.6個を有L, 一年愉當り5.8個となり多く 

は秋材・部中に,・在するも該部の狭き爲多少切線狀となる。尙屢は保材末部に散在し陆には年 

輪狀を呈する事あり。

供試"番號33,產地名 東澤(II)。

年輪:醪調なれども比蛟的狹 < ,從って年愉密度は,F均!5.2を第し,細胞數は8～し〇, 

平均27.1あり。僞年輪ば殆んどの發現を見す。春材より秋材への移行は急激乂は稍急な 

れど秋材•郭大なる時は多少緩となる傾向あり〇秋材一部稍狹く細胞數2〜12 ,秋村虽61.6〃 な 

れど年輪狹き爲,秋材率は稍多く 8.7%を示せり。

假尊管:假導管は中庸にして平均3.328 mm.の長さを右しその大さは!.116 〃2ありて比 

蛟的小なり。肌目136う,配列稍正しく橫斷面四角形又は多角形。壁厚咨材部に於ては1.8〃 

にして中庸,秋材都にては;3・6〃 にして稍薄きため兩者の差は1.7〃 となる。徑隙比は档小 

にして81.9を有せり。 ・

髓線:槪して1列,細胞の斷面四尸J形なれども丸味あり,一般に低くして1～16細胞苗〕。

Moは2又は3, Mは平均4.35を有し分布數は多く平均50.7,從って肱線址も多く 226あり, 

間隔は1〜35,平均9.8細胞あり略女中庸なり〇

樹帽細胞：分布數は少くして單位面紙當リ2.7個,-•年輪當り2.1個にして多くは春材末 

部と秋材部に散在するも秋材・中に於ては往iに切線狀の配列をとることありて稀に多少集合 

狀となる。

供試杜番號34,產地名笠間。

年輪：稍驟調なれど疎大にして年輪密度平均ふ9細如數平均6"を右す。僞年輪の出現 

稍・顯著にして」平均26%の發現率を示す。存材より秋材・への物行は年輪の疎なる場合は緩徐 

なれども,稍狹き場合は多少急激となる倾向を示す。秋材部は稍廣く 4〜12細胞幅,秋材抵 

平均125.4〃 の多きを示すも秋材・率は僅少にして8%なり。

假導管:假導管の長さは平均3.396mm.にして略［中庸,大さも亦平均!362むにして中 

庸,肌目は1287にして,配列稍正,保材部假導管の壁厚は稍大にして平均L9”に達し,秋 

村部も4.0〃 に及び兩乾-の差2.1〃あり。徑隙比は82.4を示せリ〇

髄線:多くは1列,細抱の斷而は丸味ある四角形にして高さは1〜13細胞高。Moは3, 
Mは平均4.01にして年徑密度の割合に比すれば著しく低し。分布數も"少く僅か平均42.0 
に過ぎざるを以て髄線蛍は平均168.4に過ぎずして著しく少虽なり。I用隔1～38,平均10.5 
細胞にして稍［廣し。

樹脂細胞:分布歟極めて少く單位面仙中1.1個,一年輪當り2.8個を示し,之等は偏在し

て數年乃至十數年間の年輪には殆ど是を有せざる場合あり。一般に春材末部及秋材中に散在

して時には春材部に切線狀の配列をなすカ、又は僞年輪端に集るを觀るC

供試材番號35(递地名水戶。

年輪:利雌調なれども極めて幅廣 <,年輪密度は平均3-9を示し,細胞數は約!00個に及 

ぶ,僞年輪の出現著しくして平均65%に達す。存村より秋材への移行は緩徐にして時には 

袍緩となり,秋材虽は比較的多Mにして平均132.7〃 なれど年輪比較的に廣き爲め秋材,率は 

小となり平均5.0%に過ぎす。

假導管:假導管の長さは稍短くして3.262 mm•ありて其の大さは1331"にして中庸。肌 

M1218«配列稍iE,壁窿は春材部に於て1.8〃 にして中庸,秋材.部稽I・ くして3.9〃 なるが 

爲め共の盏は比較的大となり2.0〃 を示す。徑隙比は83.！を冇し中庸なり。

髄線:I列なるも屢U 2列の場合を何しス列のものもあり,- ・般に高くして1〜37細
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胞高に達することあり,Moは2〜4, Mは6.4〜8.0,平均6.79を示す。分布數は比較的少く

Lて45以上なること稀にして,平均39,2を有す。新線屈は祛だ多くして平均278を示し間 

隔は1～21,平均約8.9細胞にして比較的狹し。

樹脂細胞:分布數は中庸にして單位面枚當り5.6個,一•年輪當り4.7個あり,多くは秋材 

部に散在するも屡々春材中に散在するか又は多少切線狀に配列することありて,時として集 

合狀配列を示す。

供試材番號36,產地名日光。

年輪:稍整調なれども幅廣くして,年輪密度平均6.0,細胞數59.2を冇す。僞年輪の出現 

著しくして平均5G%に達す。存材より秋材への移行は稍緩,時に幾分；急：激となるも僞年輪 

或は檔の存在する場合は彼だ緩徐となることあり。秋材部は6～18細胞幅,秋材电は平均約 

167〃 の多きを示し秋材率も亦大にして10.4%あり。

假導管:假導管の長さは平均3.216mm.,稍短か•く共の大さも相對應し僅少にして,平均 

1141を有す。肌目I417,配列稍瓶,横斷面は四向形又は多角形を呈す。壁〃：は祥材部に 

於て1.8〃,秋材部に於てM9/ん 略i ipJ,|f,兩者の差は2.1〃,徑隙比は中庸に屬し82.1を 

示す。

肘線：1列,往上2列,細胞は丸味を帶び時として大さ不等なる場合あり。高さは1〜20 
細胞高,は3,又は4, Mは5.35にして略!;中庸なり。分布數は平均44.1を示し,髄線 

审:は比校的多くして平均236を有す。間隔は1〜.54,平均10.1細胞にて略［中庸な！)。

樹脂樹細：拠めて多數にして單位面積當り12.9佃|, 一・年輪に就き21 .S個に逹す。多くは 

任村末部に散在するも将しく多數なる場合には祀j帶狀に配列し集合狀の觀を呈し,時とIて 

秋材部虫に散在して稀に雀村都中に散在す°

斜上せし成績はヒノキ天然生林分布の現況竝に著者の分類せし環魔區に塞きて蒐集せし供 

状材溯 伽を塞率材と見做U:各個粮に就き解剖學的性質を調仆せしものにし-C)主として 

年愉,假導管,骸f線竝に樹脂細.胞の特質形體を揭載せり。・

而して共の;調在に當りては先づ地上平均;M.の樹幹部より木材就度試驗材を採収木取りし 

て是れが試驗を行ひたる以後共の供川材の一部を本調査試驗資料に適用せし,ものにして各産 

地材毎に3個以I：1〇個內外の小片を使用せり,從って本成績は後日成績を取纏め發表之ん 

とする理化以的性質試驗の成績とは相互關聯するものなり,

玆に調布せし基华材成績を粕互に此較せんとデる便宜のため測定せし數値を總括,表示, 

れば次表の如くにして產地別ビノキ材に關する木材要表の性質を洒聽すろを得べ( „

第二表 年 輪(井準材)

加［年輪年脸 囘半均償年輪率时平均Z製迭 ［司 ［小巨均魏料並 同 同平均
'■,密度!制咆數 (弟小) 卜最大)(最小、同平均

!小

丨

林

2丨

9.4

3

22～8・1

4 I
48.1

5 16 17 8 9 | 10 _

19.1 12.0

12

13.717～ 100 47.1 201

2能 木 4.1 53 〜169 110.5 57—100 79.5 248 8.7 5.0 6.9

3高•知I 4.5 57～101 76.2 60-75 68.0 160 6.6 4.7 5.9

4高知II 8.9 21～80 42.3 6C~83 69.4 161 17.1 12.3 14.1
5看知本山 8.1 22～111 45.7 23～67 41.5 176 10.2 8.8 9.7

6髙野I 10.0 】8〜59 35.1 C〜7 4.3 76 8.8 6.0 7.7

7為野H 12.8 14～64 31.8 C~38 6.6 101 7.4 5.7 6.6

8大杉谷1 9.0 27 〜47 37.7 C~40 88 7.9 6.7 7.3

9大杉谷II 11.8 13〜58 31.7 〇〜7 3.9 73 65 69.5 9.5 7.0 8.2

10七 宗 13.2 1 1—64 31.8 C~15 11.5 110 75 82.8 14.6 7.3 10.4

1l中 泮 6.5 22—75 50.5 1C~6O 27.3 118 69 96.7 6.4 5.2 5.8

12下 呂 8.3 23～76 36.9 8～33 16.9 100 59 81.2 8.6 5.2 : 6.6

13小 坂 15.5 1 〇〜65 28.2 〇〜6 1.4 107 50 64.4 10.7 6.9 8.2

14湯舟滓 4.1 52～146 90.3 2C~57 38.1 144 96 121.3 8.3 3.7 5.0

15妻 施 7.6 2C~114 49.0 C~37 8.8 125 78 94.9 8.5 5.2 6.9
16阿 寺 4.0 54 〜120 72.2 40—50 46.7 103 106 106.7 4.8 3.6 4.3
>7上松白川 10.5 18～46 33.4 〇 〇 59 54 56.6 6.2 56.」6 5.9

18上松赤澤 8.9 15～61 38.3 C~20 5.1 81 57 71.9 6.9
6」

6.5

19 1•松ワメタ密 21〜53 31.6 〇～7 1.8 74 62 66.3 7.6 5.0 6.0

2〇上松黑潭 18～71 32.7 〇 〇 )00 45 65.4 7.0 5.7 6.5

21王 湖 8.4 22～64 39.4 C~14 2.9 74 62 69.4 7.0 3.9 5.9

22 IU笊沼戸川 10.8 22～48 30.9 C~7 4.0 80 67 69.6 8.6 6.2 ?.5

23藪 原 6.4 33 〜67 47.6 C~12 3.4 65 71 78.5 5.1 5.4 5.2

24済 松 7.9 23～92 43.4 9~3B 19.6 138 74 93.3 8.9 6.2 7.0

25千 頭 12.6 5〜63 30.2 〇8 1.2 84 28 61.8 8.2 5.4 6.8
26 富 士 ！ 12.4 18〜78 34.2 〇～10 1.5 67 54 i 59.2 8.3 5.3 7.3

27 富 士II 15.1 8〜62 27.7 〇 〇 72 31 58.2 9.7 6.4 7.9

28愛 鷹 4.0 6C 〜129 88.8 C~50 25.0 125 1C8 117.7 5.2 3.7 4.8

29河 津 4.0 7C~124 95.0 33~E〇 63.3 272 144 182.0 9.6 5.6 7.2

30大 城 6.1 32 〜82 54.5 2C~37 28.1 144 117 126.9 9.7 &5 7.7
3I大 城 8.7 18〜103 45.6 C~33 7.3 121 72 103.1 10.1 1 5.0 8.3
32東 郷 14.8 8～7〇 28.2 〇 〇 54 31 39.3 5.9 '4.8 5.4
33東 滓 152 8～60 27.1 〇 〇 83 50 61.9 10.8 7.6 8.7
34笠 ［用 5.9 25 〜94 64.6 10~50 25.7 128 123 125.4 9.3 6.9 1 8.0
35水 戶 3.9 91 ～ 139 106.C 57~80 64.7 152 115 1 132.7

6.0 j 3.9 5.0
36 I ! 光 6.0 31 — 83 59.2 43—83 55.6 182 150 166.5 11.6 1 9.3 10.4
平 均 8.86 48.47 22.0 97.22 7.35
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第三表 假 導 管(塞準材)

產 地
假導管ノ長サ(單位mm.) 侈導管 ノ大サ(單位〃)

j'li 大 散 小 平 均 大 !最 小 I平 均
1 2 3 4 5 6 7

!小 林 4.850 2.350 3.631 1,452 1,150 1,315

2備 木 5.050 2.400 3.567 1,413 1,232 1,329

3高知I 4.800 2.400 3.656 1,328 1,283 1,306

4 ?.；j知 II 4.650 2.300 3.322 1,311 1,085 1,172

5高知木山 4.900 2.150 3.495 1,517 1,232 1,374

6高野I 5.050 2.300 3.489 1,419 1,176 1,32!

7 ?.'.•j野 II 4.650 2.300 3.440 1,394 1,242 1,320

8大杉谷! 5.050 2.300 3.489 1,305 1,208 1,263

9大杉谷!I 4.600 2.150 3.302 1,283 1,252 1,264

10七 宗 5.025 2.200 3.571 1,439 1,252 1,358

1i屮 i|t 4.900 2.300 3.583 1,460 1,394 1,429

12下 呂 5.100 2.200 3.511 1,488 1,280 1,393

13小 坂 4.025 2.050 3.154 1,339 1,100 1,232

14湯舟澤 5.150 2.100 3.466 1,316 1,273 1,294

15夹 籠 4.850 2.250 3.436 1,460 1,203 1,303

】6阿 寺 5.200 2.250 3.578 J ,556 1,419 1,481

17上松白川 5.150 2.350 3.665 1,487 1,375 1,414

18上松赤澤 5.050 2.350 3.672 1,460 1,034 1,345

心上松ツメ
巧タ 澤 5.600 2.200 3.693 1,517 1,203 1,390

20上松黑漂 5.250 2.550 3.780 1,389 1,283 1,339

21王 瀧 5.150 2.450 3.703 1,571 1,407 1,515

22瀨戶川 5.800 2.400 3.842 1,604 1,520 1,561

23 藪 Ki 5.150 2.400 j 3.622 1,488 1,453 1,469

24濱 松 5.200 2.000 3.656 1,548 1,375 1,475

25千 頭 5.150 2.150 3.544 1,474 1,339 1,396

26 當 士 I 4.350 2.050 2.999 1,087 878 1,007

27 當 士 ！1 4.880 2.240 | 3.421 1,305 880 1,132

28愛 鷹 4.550 2. C00 3.092 1,294 1,081 1,163

29 河 f|t 4.650 2.050 3 246 1,277 1,068 1,175

30大城I 5.100 2.150 3.283 1,400 1,328 1,374

31火城II 4.750 2.200 3.198 1,242 1,007 1,146

32束浮I 4.900 2.150 3.401 1,446 1,363 1,412

33束滓11 4.800 2.150 3.328 1,185 959 1,116

34笠 間 4.900 2.150 3.396 1,446 1,149 1,362

35水 戶 4.660 2.100 1 3.262 1,460 1,213 1,331

36 FI 光 4.650 2.ICO 3.216 1,208 1,073 1,141

乎 灼 • 3.464 1,315

第四表 假導管<暴準材)(續)

床

1

地 壁 

在2村

だ 

秋村 
13

(め

蓬
4 1

;徑

最大
5

隙

妃小
6

比

平均
7

肌目lnun.2
中 ノ 數

8

肌 F1
平均

9

!小 林 2.2 4.2 2.0 80.5 78.3 79.5 1,425～1,116 1,275

2熊 本 1.9 3.8 1.9 83.2 80.5 81.8 1,231～1,068 1,181

3 ?：$ 如 I 1.8 4.1 2.2 83.1 82.5 82.8 1,290-1,078 1,187

4 ?〇5 知II 2.1 4.2 2.1 81.0 79.0 80.0 1,451 ～ 1,334 1,400

5 ?：：1知木山 2.0 4.1 2.1 82.0 80.8 81.1 1,390～ 1,205 1,277

6 K：i 野 ! 二 3.7 1.9 83.9 82.8 83.4 1,412～ 1,195 1,271

7 高 1111 3.8 1.9 83.1 82.3 82.6 1,26〇〜］,214 1,236

8大杉谷I 1.8 3.7 1.9 83.4 82.0 82.7 1,27〇〜1,146 1,226

9大杉谷II 1.8 3.6 1.8 82.8 82.4 82.6 1,321～1,192 1,235

!〇七 宗 2.0 3.7 1.7 82.7 82.5 82.6 1,448～ 1,237 1,338

11中 j|t 1.8 3.6 1.8 83.3 82.3 82.8 1,276〜971 1,110

>2下 R 1.9 3.8 1.9 84.1 82.0 83.1 1,221～1,179 1,198

13小 坂 1.8 3.4 1.6 83.2 81.3 82.2 1,623〜1,088 1,334

14湯舟潭 1.8 3.7 1.9 83.8 82.7 83.1 1,276～1,117 1,212

15妻 範 1.9 3.7 1.9 83.7 81.1 82.7 1,364～］,302 1,325
16阿 寺 1.8 3.9 2.2 85.6 84.9 85.3 1；175 〜1,019 1,094
17白 川 1.7 3.6 1.9 84.4 83.2 83.8 1,549～ 1,188 1,326
18赤 澤 1.7 3.7 2.0 84.3 82.8 83.6 1,542～ 1,058 1,347
19ツメク潭 1.8 3.8 2.0 84.3 82.3 83.3 1,325～1,065 1,198
2〇黒 澤 1.9 3.5 1.7 83.0 82.4 82.7 1,260～1,162 1,224

21王 湖 1.8 3.6 1.7 84.1 83.3 83.8 1,227～ 1,013 1,098
22溜戸川 1.8 3.6 1.8 84.2 83.7 84.0 1,318 〜1,130 1,199

23 魂 Ki 1.8 3.7 1.9 85.0 84.1 84.5 1,179 〜1,107 1,141
24濱 松 2.0 3.6 1.7 82.7 82.0 82.4 1,299～ 1,058 1,146
25千 m 1.7 3.3 1.6 84.6 83.7 84.】 1,279—1,052 1,162
26富 士【 1.7 ；3.5 1.8 83.2 82.3 82.7 1,938～ 1,351 1,502
27 富 士II 1.8 3.6 1.7 82.7 82.2 82.5 1,318 〜1,172 1,260
28愛 鷹 1.9 i 3.8 1.9 81.6 80.8 81.2 1,529—1,422 1,378
29 河 f 1.8 3.9 2.1 82.7 82.1 82.4 1,386—1,263 1,341

3〇 大 M I 1.9 3.8 1.9 83.8 82.3 83.0 1,451 — 1,351 1,398
31大 城II 1.8 3.6 1.8 82.4 82.0 82.1 】,665〜1,594 1,621
32東 潭! 1.7 3.4 1.7 85.0 84.3 84.7 1,597〜1,208 1,334
33 J|［ 商 II 1.8 3.6 1.7 82.5 81.2 81.9 1,545—1,286 1,365
34笠 間 1.9 4.0 2.1 83.1 81.0 82.4 1,399～ 1,201 1,287
35水 戶 1.8 3.9 2.0 83.3 82.8 83.1 1,231～1,166 1,218
36 I I 光 1.8 39 2.1 82.2 82.0 82.1 1.455～ 1,354 1,417

1.8 3.7 1.9 , 82.8
1,274
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第五表 髓 線(基準材) 第六表 樹脂細胞(基準材)

産 地
ea 線 ノ 髙 サ |時線分布敷(imnf ) 線 杲1 III!隔 地l ー平方耗中 ノ 平均數 i一年輸屮ノ平均數(1mm)

細胞i:j! M同o !同M
1 M大

!同M
1技小

!同M 
平均

做大數最小％ 乎功杉顷大 ［妝小 平均 平均 床 散 大1 最 小 平 均 衆 大 飛 小・ 平 均

I 2 3 1 4 1 5 6 1 7 8 9 1 10 !】1 1 12 1 1 2 3 . 5 6 7
5)2—3 1 186

1 小 林 J〜1 4.62 3.94 4.26 54.4 45.5 49.1 251 209.9 9.1 !小 林 16.1 8.3 11.4 24.8 8.4 12.8

2 熊 木 】〜28, 3〜4 6.38 4.18 5.25 45.2 40.2 43.7 288 186 228.5 9.6 2熊 木 7.0 5.4 :6.1 31.8 9.1 18.9

3 高知I 1~2S 2～3 6.10 4.74 5.36 51.3 42.8 47.3 263 261 254.0 9.3 3 知［ 6.2 3.5 4.6 15.1 7.5 10.3

4 高知11 1～代 3〜4 4.77 4.13 4.55 36.8 31.9 33.0 164 148 154.4 11.0 4商 知II 9.9 3.6 6.3 10.6 4.0 8.0

5 高知本山 1～1£ 2～3 5.27 4.04 4.66 52.0 45.4 50.1 271 183 234.0 10.0 5高知本1山 9.8 3.6 6.5 14.5 3.3 9.0

6 高野I 1～14 3 4.27 3.83 4.06 47.6 ‘42.7 44.5 182 176 180.3 10.2 6商 野I 7.0 2.4 4.3 6.4 2.7 4.2

7 高野II 1～1こ 3 4.40 4.08 4.26 42.1 41.3 41.7 182 172 177.4 9.4 7高 野II 8.6 7.2 7.8 11.4 5.0 6.9

8 大杉谷！ 1〜］/ 2 3.95 3.79 3.90 54.7 48.5 51.2 207 192 199.2 10.0 8大杉 谷I 7.3 6.1 .6.8 8.4 6.9 7.7

9 大杉谷!！ 1～1： 3～4 4.25 4.06 4.15 44.1 39.8 42.3 183 169 177.0 9.2 9大杉枷 3.7 3.3 3.5 3.4 2.6 3.0

10 七 宗 1～14,3～5 4.87 3.69 4.27 43.5 32.4 37.4 190 138 158.7 9.9 10 -L 6.7 2.1 3.7 4.3 1.9 2.8

11 中 津 1~1G 2～3 5.41 4.95 5.24 46.7 42.1 44.5 250 203 233.7 9.2 11中 淨 5.8 3.8 4.9 11.6 6.2 8.2

12 下 呂 1〜22 2～3 6.15 4.73 5.40 46.0 37.6 41.9 265 190 226.6 9.2 12下 呂 7.1 3.6 5.1 7.0 4.3 6.8

13 小 坂 1〜15 3～4 4.76 3.60 4.28 52.7 43.2 47.5 251 178 2C3.4 8.9 13小 坂 14.3 6.1 9.7 14.3 3.2 7.1

14 湯舟渾 1～22 4～6 7.16 5.50 6.52 42.9 34.2 36.9 257 225 238.6 10.2 14湯舟渾 2.4 1.2 1.9 6.7 2.9 4.8

15 妻 籠 1—22 2～3 5.49 3.96 4.59 51.3 43.7 46.1 272 178 210.0 9.1 15妻 籠 7.6 5.7 6.6 21.8 5.2 10.7

16 阿 寺 1～19 3～4 5.51 5.39 5.46 47.7 42.0 44.9 263 226 245.2 8.6 16阿 寺 1.6 1.3 1.4 4.7 3.0 3.7

17 白 川 1～12 4 4.61 4.16 4.34 39.6 36.6 38.5 183 152 167.2 11.6 17白 川 5.8 1.9 3.5 6.0 1.9 3.4

18 赤 潭 1~2C 3～4 5.39 4.06 4.53 48.9 37.3 45.4 221 191 204.6 9.0 18赤 潭 4.9 1.1 2.9 6.1 1.2 72.8
19 ツメタ澤 1〜2】 3〜4 5.67 4.13 5.12 42.1 38.6 40.2 219 174 205.0 9.7 19ツ メ ク潭 5.2 2.3 3.7 5.4 2.5 3.8
20 黑 澤 ！〜15 2～3 5.25 3.90 4.26 47.9 43.9 46.1 240 171 196.1 8.9 20黑 漂 8.3 6.1 7.1 11.6 4.5 6.9
21 王 漁 】〜24 2～5 6.71 4.80 5.61 46.9 C0.6 40.7 238 205 223.5 8.3 21王 浏 7.1 2.7 4.9 7.8 4.7 5.7
22 瀨戶川 1～22 2 5.27 3.66 4.31 47.5 38.9 43.1 213 162 184.5 9.8 22瀬 司川 7.4 0.8 4.4 6.6 0.6 4.2
23 藪 原 1～26 4 7.85 7.15 7.53 36.6 35.2 35.8 257 225 269.6 8.4 23藪 原 4.8 2.9 3.6 6.7 2.9 5.0
24 濱 松 】〜21 4～5 5.83 5.39 5.63 40.9 34.0 37.6 238 184 212.1 9.7 24濱 松 9.8 6.2 7.2 12.7 7.1 9.3
25 千 頭 1～19 2〜4 4.96 3.90 4.60 45.0 39.0 42.5 223 174 195.6 9.5 25千 頭 8.4 6.7 7.8 9.5 3.5 7.2
26 K 士 ！ 1～13 2〜3 3.65 3.56 3.61 55.5 51.4 53.6 203 187 193.6 10.3 26富 -1:1 12.6 5.8 8.8 14.8 4.2 7.8
27 富士 II 114 2～3 4.12 3.37 3.80 62.2 40.2 49.7 226 164 186.8 10.9 27富 士 II 10.5 1.0 5.3 11.5 0.6 4.1
28 愛 W 1〜27 3〜4 -6.88 5.63 6.18 65.7 • 49.5 56.0 370 323 343.6 7.4 28愛 20.7 11.2 16.0 51.8 31.1 39-7
29 河 fit 1~2C 4 6.65 5.32 5.86 44.7 36.9 40.0 328 223 248.3 10.7 29河 津 8.6 2.3 5.8 23.9 4.6 15.0
30 大城I 1～】8 34 5.47 4.63 4.99 48.7 44.5 46.8 252 206 233.4 10.6 30火 城I 13.0 4.7 10.3 26.0 5.7 18.7
31 大城II 1〜18 2〜3 5.50 1.01 4.18 57.3 42.3 52.8 247 163 217.3 9.3 31大 城［I 10.9 6.1 9.1 14.5 7.5 11.7*
32 東滓! 1～19 2〜4 5.38 4.56 4.89 39.1 37.0 38.0 200 177 185.8 10.6 32柬 澤I 9.1 6.9 7.6 ］0.2 3.7 5.8
33 束滓11 1～16 2 5.17 3.97 4.35 52.7 48.1 50.7 285 206 226.1 9.8 33東 潭 4.4 2.2 2.7 4.0 1.1 2.1
34 鸵 間 1〜13 3 4.18 3.65 4.01 45.1 38.3 1 42.0 184 140 168.4 10.5 34蛟 間 2.1 0.3 1.1 5.1 1.5 2.8
35 水 戶 1～35 2～4 7.98 6.40 6.79 44.8 36.6 39.2 292 251, 278.1 8.7 35水 戶 8.2 2.4 4.7 21.6 8.4 14.0
36 f！ 光1 ］～20 3～4 5.48 5.28 5.35 44.5 43.8 44.1 244 232 236.1 10.1 36 II 光 15.5 8.4 12.9 26.3 13.6 21.8

4.89
1

44.0 214.1 9.6 6.2 8.8
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1
2 本

3 知I
4高 知II
5 知本山

6 野I
7 ST-II
86七大杉杉谷 谷IH

0中宗津

坂
澤範

1112
1132小

1145湯舟
15妻

20
21 制

3345水 戶

86日 光

第七表 樹脂細胞配列の型

春村部 春村部 淋村末部 秋村部 秋村部 年愉狀 集合
散在 切線狀 放在狀 收在狀 切線狀 切線狀

5 6 7 8 9

1
+

+ + + + + + + + +十+

1 + + + + + + + +(0 —

6 + + + + + + + + CO
1.
6.3 + +++ + + + ++
4.
6.0 ++ + + ■1 + + + +

94.. 3

67.. 8 

33.8

+ + + + + -

++ + + + +

+++ + + +(f)
5 

45..7 

91.9

+ +

+++

+ + +

+ +

一 

+ ——

+ + + + + + +
-

.9
61

17

3

+ + + + + 一 —

++ +++ + 十 十

+ + + + -co
2..69

.4

+ + + + + + +
+

+ 十 -(り 一
3.5.9

+ + 十十 一

+ + + + 十
.7

+ + + + +

9 
4.

+ + + + + 一

+ + + + + 一
43.4
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(2 )樹髙に依る木材要素の變化

木材要素中假導管竝に木質繊維の樹高に依る變化は目・てSANIO氏(1872)のPinns sil- 
vestrisに就て調在研究せられ所謂「サ=才」の法則を發表せられたるは周知にして,共の第二 

法則に依れば同一年代に於ける假導皆細胞の長さは地上よりの高さに依りて異り樹底(Stem - 
base)より樹梢に向って増加するも,或る高さ(地上5.4m.)に達すればそれ以上は次第に減少 

するものなりと謂ふ。Bailey, Shepai{D(1915)©兩氏も該法則の適合を認められ,重松義則 

氏(1925〜26)も亦和樹に於て第二法則の略i該當すると述べられたり,小倉謙氏(1920)の 

測定に依れば假導作の長さはスギ,ヒノキに於ては地上の或る點(3〜11m.)に於て坡大を示 

し是を界として上方竝に下方に進むに從ひて次第に減少する性質を有するものなりと謂ふ。

髓線の樹高に依る變化に就きては旣にESSNER氏(1S82)に依りて研究せられ氏はPinus 
strobusの材に於て革位面秋中の監f線數は地上2m.の位置に於て最大數を示L,地上2~12m.

第 八 表 中殳導管の長さの樹高に依る變化

25

叽顶也じ
假 導 瞥 ノ 長 サ (單位mni.)

冋C m)Ti
小 林 高知本山! 七 宗！ 小 坂 瀬戶川

1 2 3 4 5 6

〇 3,081 3,098 3,382 3,059 3,551

1 3,509 3,632 3,219 3,696

3 3,504 3,575 3,747 3,283 3,780

5 3,684 3,638 3,784 3,302 3,887

7 3,871 3,566 3,655 3,184 3,946

9 3,706 3,470 3,681 3,016 3,830

11 3,733 3,526 3,610 2,968 3,897

13 3,655 3,323 3,572 2,711 3,761

15 3,492 3,105 3,430 2,537 3,810

17 3,386 2,731 3,220 1,983 3,789 '

19 3,168 2,101 3,114 3,723

21 3,074 3,546

23 2,490 3,270

2,835

++++箍多 ++初多一稀缶在 
備考 +++ 多 + 存在

27 2,460



第 九 表 假導管の大さの樹高に依る變化

尿・產地 假 爵 矛 ノ 大 サ (單 位 )
的 土・名

Eヽ 小林 高知本山

I 3

•

七宗 小坂 i下呂 泡戶川 濱松 ’河 rlt i水戸

1 2 4 5 6 6 7 18 6

〇 1,363 1,278 1,375 1,176 1,363 1,621 1,526 1,273 1,453

1 1,381 — 1,439 1,289 1,400 1,540 1,548 1,301 1,460

3 1,480 1,405 1,339 1,273 1,417 1,556 1,571 1,277 1,488

5 1,447 1,249 1,381 1,302 1,345 1,532 1,540 1,250 1,419

7 1,405 1,310 1,369 1,258 1,350 1,540 1,467 1,213 1,387

9 1,362 1,271 1,322 1,203 1,280 1,520 1,478 1,228 1,364

11 1,278 1,283 1,294 1,176 1,198 1,510 1,502 1,082 1,289

13 1,273 1,223 1,289 1,148 975 1,481 1,457 925 1,092

15 1,238 1,058 1,252 946 1,426 1,321 836

17 1,198 880 1,058 728 1,330 1,213 670

19 978 647 968 1,267 972 420

21 910 1,103

23 851 1,015

*5を増加するに從ひて次第に長さを増大し5~llm.に至りて共の最大値に達I ,更に圈高を 

增加すれば再び減少するも共の變化は初めに於て徐々にして樹槍部に近づくに從ひて甚しく 

急激となる倾向を示すを觀る。

假導管の大さに於ける變化も亦略同様にして,第九表第二圖に示す如く地上部は一般に横

第一圖樹高に依る假導管の・長さの變化

25
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斷咬の面積小なれど樹高を増加するに伴ひてその大さを増大し地上1〜5 m.の位從に於てそ 

の最：大値を示し,更に圈高を増加すれば再び小となり,共の變化は初に於ては比恢的緩徐な 

〇と雖も樹梢部に近づくに從ひ急激なる減少を示す。是等の成結に依ればヒノキ村に於ても 

第十表 脸線の樹高に依る變化(I )

樹嘔名 小 林 高知木 (II 七 宗

高 
Cm.)

年輪 
密废

1做糅卸 
咆

線分 
1布数 
1 4 |

年愉 
密废
細線商胞布 隘 線數分髄&约琳., 年愉 

密皮
限線髄豺 
細胞高;分

協蹄止

1 2 3 5 6 1 7
I

8 | 9 10 1 1! 1 12 13

〇 11.5 4.19 55.8 234 9.0 ! 4.54 52.0
1

236 8.0 3.95 46.2 182

1 8.3 4.28 51.3 220 — - — 9.2 4.09 42.6 174

3 10.8 3.93 50.5 J99 12.2 4.04 45.4 183 10.0 4.37 37.2 163

5 10.8 3.94 49.0 193 10.7 4.71 40.0 183 11.5 4W5 34.0 151

7 12.0 3.70 51.3 190 11.3 4.18 45.8 191 12.3 4.54 : 32.6 148

9 13.8 3.78 49.1 186 13.3 4.41 48.2 213 13.1 4.62 1 32.6 151

11 14.1 3.70 49.3 186 12.5 4.50 47.0 212 123 4.51 、34.8 157

13 10.9 4.25 50.6 215 11.7 4.74 46.4 220 12.7 4.60 34.6 159

15 11.7 4.09 58.2 238 8.7 4.76 50.5 240 17.5 -1.87 32.4 158

17 10.4 4.62 54.4 251 14.1 4.18 55.6 232 13.3 5,28 | 35.2 186

19 10.4 4.48 1 56.2 252 7.7 4.30 59.2 255 14.3 5.70 38.3 218

21 12.7 4.39 66.3 291

23 10.0 4.37 69.9 305 1 丨!

第十表 敞線の樹高に依る變化(II)

樹 地空 小 坂 下 呂
王澀商戶川

高 
〇・)

年輪 
密度

髓線却 
咆?■':

髄線分 
布舞 曲線ガ

•年愉
•密族

:胞做線高細布髄・線分數, ,项 年輪 
密度

細胞線高分陟布數辟髄級絲爪

1 2 1 3 4 5 1 6 ； 7 , 8 9 10 1 11 12 1 13
\.9 1

〇 12.5 | 4.59 54.0 248 5.93 143.71 259 6.4 4.14 47.8 198

1 13.3 4.54 45.9 208 6.5 6.15 41.0 252 9.3 3.78 47.5 180

3 17.5 4.05 46.4 188 9.8 5.78 39.1 226 11.2 3.60 45.4 163

5 15.8 4.13 43.2 178 8.9 5.86 41.01 240 12.5 3.66 44.3 162

7 08 4.19 47.2 198 9.7 5.92 40.4 239 12.7 3.85 46.0 177

9 12.3 3.94 46.7 184 9.5 5.75 46.0 265 11.7 3.81 46.2 176

1J 22.5 4.50 52.1 234 9.1 5.61 49.4 277 11.7 3.68 42.1 155

13 12.5 4.69 55.9 264 9.1 5.37 52.0 279 13.0 3.73 44.1 165

15 12.1 4.41 64.2 283 12.8 3.87 46.7 181

17 14.1 4.58 72.7 333 10.6 3.96 45.0 178

19 9.6 3.99 46.3 185

21 1 8.5 4.04 51.7 1C9

23 • 9.1 3.84 56.0 215

25 9.0 3.92 57.1 224

27 1 1 10.0 4.34 59.4 258

第十表 臆線の樹高に依る變化(IH)

—1 河 iK 水 戶

年枪 划線細t 丑線分 年枪B 曲細 5S線
密度 !2商 (\i数贅祢れ 密度 測Q闵分布必: 籃掠M

6 7 18 19 10 111 112 13
5

掛地名 濱 松

〇・)ゝ 
1

年治岱掬！削 
密废胞？.'：； 
23

瞄芬］ 
布4激 1

〇
I

10.4 5.91 39.6

1 7.7 5.66 37.1

3 7.7 5.61 33.4

5 10.0 5.39 34.0

7 11.4 5.53 33.0

9 13.6 5.44 32.9

11 10.5 5.85 30.6

13 10.7 5.97 3-1.1

15 10.0 5.10 36.2

17 10.2 ! 5.43 43.8

19 16.7 4.58 48.6

234 3.5 5.32 44.7

210 4.8 5.79 4T9

187 4.2 5.64 41.7

183 5.0 5.58 43.5

184 5.4 5.4540.8

179 5.0 5.55 42.2

179 5.2 6.04 44.2

204 4.3 5.47 45.1

221 4.7 5.87 49.5

238J 4.5 5.10 56.3

223 4.4 4.26;70.0

238 6.7 5.15 48.6 250

243 4.2 6.48 44.8 290

235 5.8 6.01 41.3 248

243 5.2 6.40 39.2 251

222 3.6 6.22 41.0 255

234 4.3 6.76 37.8 256

267 4.2 6.79 40.0 272

247 4.2 7.15 40.6 290

291

2871

298r

第十一表•樹脂細胞數の樹高に依る變化

樹命地"
小林

高(m)

2

〇

1

5 

'3

7

9

11

13

15

17 
'!2119 
; 23

L__

19.3

14.4

11.4

10.3

7.2

6.4

5.8

5.3

5.4

8.7

14.0

20.3

25.9

1.1

3.1

4.3

10.6

,3知本山 七宗 小坂 下 M 瀬戶川 濱松 河淨 水・戶

3 4 |5 6 7 8 1 9 10

9.8 5.6 14.5 8.4 2.7 9.7 10.7

一 3.1 12.8 7.1 4.0 9.8 7.3 8.2

3.6 3.3 9.6 4.6 1.7 3.8 4.4 5.3

4.3 2.6 5.1 3.7 0.8 7.2 4.1 4.9

3.1 1.3 7.9 3.3 0.7 6.6 3.3 4.5

5.4 2.7 6.5 3.6 2.7 7.7 2.3 5.0

2.7 2.9 6.9 6.8 1.6 3.1 4.1 6.2

4.5 2.0 8.0 5.3 0.7 2.6 7.6 3.8

4.6 3.3 10.0 1.8 6.0 4,2

9.0 2.4 16.2 1.3 6.3 10.2
*

18.9 4.4 1.3 18.2 20.5
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第十圖 樹髙に依る樹脂細胞伪の變化

亦「サニオ」の第二法則に略・よ適合する性質をイjするものと謂ふを得べく,假導管の長さ

の最大値を示す位置と大さの最大値を示す位故とは必すとも一致するものに非ざるを知る〇

髓線中共の細胞高平均値の變化は極めて區々にしてその間に一定の倾向を認め難きも,本

成績に依れば第十表第三圖に示す如く地上部より上方Im.迄は或は増加し或は減少する狀

態を示すも3〜9m.の間に於ては稍よ低下する場合多くして,更に樹高を増加すれば再び高

くなり樹梢部に至りて再び诚少する傾向あり。然れども樹梢部に於て却って高くなるもの或

は地上5 m.附近の高さに於て最高値を示すもの等ありーこー様ならざるを觀る’

然るに單位面钻中に於ける將孫泉細胞數は略i 一定の傾向を有するは成績弟十表第叫圖に示

寸如くにして,地上部に於ては既して多數なれ

ども樹高を増加するに從ひ次第に诚少L •地1-.
3~9m.或は稀に地上!I m.に於て批少値,,こ達

し,次いで再び増加し樹•都に至りて技大値を

示すを・知るも115:と!て共の蜓化に多少の増诚セ

觀る場合おれど常に地上爲竝に樹椚部に於て比

较的多數にして共の中間部に於て坡低の數値を

示す位罔を右する倾向あり〇

髓線中:の變化は瞳線分布數の變化と略i 一定
する傾向を行するは成績第十表第九圖に示す如

くにして地上部に於ては稍多く樹高を増加する

に從ひて次弟に诚枇し地上3〜1111】.に於て最

少となり再び樹高の増加に伴ひて増加し岫部

に至りて•遂に破火吊：を示すを剤iる〇然れども稀

には斯くの如き一般的傾向に從はざる邪無きに

非-タして從って共の間多少の變動を嬉れざるも

のとす。

単位面笛巾に於ける樹脂細胞數の樹高別の變

化は顯著なるものありて:JI、の調査成績に依れば

见十一表第I岡に示す如く 一般に地上部及び地

1-.1m.迄は比較的多數出現すれども更に樹高

エーテル可溶成分)
を増加するに伴ひて次第に減少する倾向を有し

地I淌3〜11 ni.の位置に於て坡少數を示し梱冠に於て再び増加し初めは徐ななるも樹梢都

に近づくに從ひ急激に共の數を増加する叩多し。然れども地上高竝に樹梢部に於て樹脂細宛

の數を増加せざる例證を觀ることあり。或は地上の懺粗に於て稍多數となり地上附近に於て

初めて苗:少となるものも認められるも,槪して地上部立立に樹鳩部に於て最多數にしてその間

に岭て坡少侦・を示す位置の有するもの 、如し。

斯くの如く木材を構成する要素の樹高の茬異に依って變化を生する狀態は敍上せし成績を

以て窺知し得べき事實にして猶此等木材要素の樹高に依る變化の要素相互間の關係を閘明な



65

る樹根,樹幹,樹冠等の關係を參照すれば共の間に何等かの關係の存在するを認、むべし。是
第十二表 樹高に依る抗瘀强の差異

等の調衣成績を以て觀るも同一楹械相互間の材・質比較,就巾解剖學的要素の關係を求むるに

樹高 1年輪密皮 !比 JK 抗曄强 樹高 比 7E ：抗雁强

Cnn (X 10〇) kg/cm2
年輪密度

Cm) (X 100)
k"cnJ は単に樹幹部に於ける一部分を供試材として採集し以て共の性質を驗するは誤りを生ずる場

例 證II 濱 松 例 慈1 高知本山 合勘からざるを知るのみなら・ず,後日成績を取纏め報吿せんとする理化學的性質調在試驗に

於ても相互比較上極めて肝・要たるべきなり〇玆に共の例證を掲載すれば木材・强度(抗壓抛)も
〇 , 4.8 49 448 〇 7.1 53 500

1 5.6 46 492 1 9.0 50 540 亦樹髙に依りて變化を誘起し比泪に於ても差異を生ずるは第十二表に示す成績に徵し明かな

3 5.7 46 492 3 8.3 49 544 るべし。更に化學的性質の例證としてエ1テル可溶成分に依る樹脂属の變化を示せば成績第

5 6.6 46 520 ； 5 8.2 48 548 十一圖の如くにして解剖學的性質に示せし樹脂細胞の樹高に依る變化とは極めて密接なる關

7 6.3 46 508 7 7.5 50 540
係の祥在することを認、めらる。

9 6.6 46 5C8 9 7.7 52 532

11 6.9 48 508 11 8.2 49 516

13 7.1 49 540 13 9.8 52 548 備旁自第六圖至第九圖凡例は次の如し。

15 6.8 49 528 15 10.3 51 560

17 5.7 54 540 17 凡 例

例 證111 小 林 例 證IV 潮戶 川
------------------------ 年、怜密度

〇 6.6 50 496 〇 10.0 39
388 ------------------------- 龍綵細胞髙

------------------------ 简综今布數
1 7.3 51 520 1 10.8 37 4G8

------------------------ 髄綵量
3 8.2 49 532 3 1 1.4 39 408

------------------------ 拘脂細此牧
5 8.6 49 536 5 11.8 38 408

7 8.7 49 516 7 12.6 36 396

9 8.1 49 536 9 12.3 38 420

11 8.9 49 548 11 11.6 36 392

13 8.1 50 552 13 12.1 37 420

15 8.3 50 528 15 11.3 37 380

17 7.0 52 536 11.0 38 428

19 9.9 54 564 】9 10.0 44 448

21 7.5 55 584 21 11.3 43 484

23 8.5 47 523

1 25 9.5 48 560

らしむる爲め此處に例證としてNo. 5(高知本山),No.10 (七宗),No.13(小坂',竝にNo. 24

(濱松)等の供試材に就き共の成緒を圖示すれば自第六圖至第九圖の如くにして林木を橘成す
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(3)樹齢に依る木材・要素の變化

木材を構成する各要素は決して一定不變に非すして生長狀徙,生育地の環境竝に樹齢,樹 

に依りても變化するものにして K. SANIO氏(1872)はFinns silvestrisの材・に就き木材 

高要素の變化を調赤し,共の假導管の長さに關し次の性質を認めたり。即ち

(1) 幹及び枝に於ける各年輪わ假導铮の長さは樹心より外周に向ひ樹木の年齡と共に増 

加し,或る一定の年齡(年輪)に至ればそれ以後は一定の長さを保つ。

(2) 此の一定の長さは地上よりの高さに依って異るものにして下方より上方に向ひて增 

大し或る高さに至りて最大となりそれ以上は再び漸诚す。

(3) 枝に於ける一定の値は幹よりも小にして,幹の大なる假導管を有するものより出で 

たる枝の假痢管は小なる部より出でたるものよりも大なり。

(4) 各枝に於ては其の基部より・先端に向ひて増大し或る點に至れば:其れ以上は再び減少 

す。

(5 )根に於ては不規叫の變化を示し一定の原則を有せず。

是れ一般に「サ=オ」の法則として知られたるは旣に敍上せし處なるも,以後多くの學昔 

に依りて其の適否を檢討せられたるに,第二法則は略よ容認、せられたるも第一法則は紺議諭

を免れざるものゝ如し。

SCHURZE氏(1882)は數十種の針潤葉樹種］に就き,K. HARTIG氏(1888)はRotbuche 
其の他に就き,C. D. MELL氏(1911)はPseudotsuga taxifoliaに就き,それぞれ共の性質 

を研究し略［同様なる結果を得られ,H.N.Lee, E.INI.Smith兩氏(1916)の兩氏は同じく 

Pseudotsuga taxifoliaの假導管は樹齡顷)年迄は共の長さを咯加し共れ以後は一定の長さを 

保績荘す變動するものなりと報ぜられたり〇是れと同時にBAILEY氏(1915,1916.1917)を 

始め H. B. Shepard 氏(1915), P. Pritiiard 氏(1916), E. Gerry 氏(1916)等は北米 

産針葉樹竝に潤葉樹種を調夜せられたる結果,針葉樹に於ては假導管の長さは一定に達する 

ことなく,一般に假導管の長さは樹鈴2〇〜60年迄は増加し共れ以後は增滅兩方向に變動I, 
I.oiigleaf-pincに於ては樹齡160年にして最大長に達する事實を見出し,「サ=オ」の法則 

は一般に適用し難きものなりと述べられたり。本邦に於ても小倉謙氏(1920)はスギ共他の 

樹木に就き其性質を耕j在され次の結論を得られたり。即ち(1)スギの假導管長は樹整と共 

に變化し,始めは,色:に,次第に緩となり,遂に150年代にて最大に達し,其後は再•び漸減厂

るも,ヒノキに於ては減少せずして同長を保持す。(2)スギ,ヒノキにては各同一樹齡の年 

輪の假導管長は地上爲によりて亦變じ地上の或點(3〜11m.)にて最大にして上下兩方向に進 

むに從びて次第に減少す。(3)スギの或る年愉屮に於ける假導管橫斷面に於ける放射方向の 

直徑は春材・の當初より或る距離に於て最大にして內外に向ひ漸減す。(4)スギ,ヒノキ其他 

の松柏類の假導管長及び横斷面桁は年齡地上高によりて平行して變化するものなるが故その 

容Hi・も亦同則を以って變化するものと云ふべし。(5)双子葉樹に於てはその木質部要素は年 

輪によりてその大さを變するも松柏類より著しからず。

近松莪则氏(1924-1925)は椎樹の繊維長を測定せられ「サニオ」の法則に從ふものなり 

と決定されたるも,金平宛三氏(1926)は多くの針葉掛に於て假導管の反さは樹齢2〇〜60年 

の間は急にその長さを増加するもその以後は數百年の後に至るも一定の大きさとなる能はす 

と論ぜられたり。

次に髓線(射出紐織)の變化に就きても種々議論せられ,ESSNER氏(1882)は盟i線の分布數 

なるものは最初の年輪に於て最大にして外方に向ひ次第に減少し ,或る部分に於て一定とな 

り,遂に分布數は再び増加し完成狀態(Mature state)に達す。

BA1LE Y氏(1917)も髄線の高さの變化は略I假導管の如く變化するものなりと述べられ, 

小倉謙氏は松柏類の放射組織の高さに於ける細］せ數も亦假導管に於ける如く變化するものな 

れど時には顯若ならざることありと述べられたり。

斯くの如く木材要素の變イ匕する事實は旣に諸氏に依り認められたる所にして,ヒノキ材を 

構成する主要耍素たる假導管,髄線も亦林木生育の狀態に依りて變化するは旣に著者の研究 

發表せし成緻i (1934)に略報せる所なり。玆に本調査中樹齡に依る木材・要素の變化に就き要 

素別に成紐を捣般すれば次の如し。

I・假導管

(1)假導管の長さの變化

ヒノキ材に於ける假導管の長さは樹齢1〇〜2()年間は極めて急激に増加し,次いで樹齢

2〇年より5〇〜60年間は稍急激に,•樹齡60-70年より以後は徐なに増長し梱齢i00年乃

至120年以後となれば増減の變動は著しからずして,見方に依りては略よ一定とも考へ 

らる、も數的には決して一定することなきは本調在に於ける成績第十三表竝に第・トニ圖 

に依りて明かなる處なり。而して樹齡の若き時に於て肥大成長の•顯著なる場合は,此の 

時期に生長遲かりしに比較し極めて急激に共の大さを増加する傾向あるは次の成績に依 

りても知るを得べし。
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第十三表 假導管の長さの樹齡に依る變化

第十四表I 假導管の大さの樹齢に依る變化 單位"'

1

例 No.1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5

飾 樹、 (熊 本) (上 松) (瀬戶川) (小 坂)
［師殿 nu

(植栽木)

6

例 No.1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 N。. 7 No. 8

1 2 3 4 . 5

樹齢 (柿 Jい 
(參朝.)

(上松) (上松) (凋戶川) (王湖)
(三浦)|(藏 原:
(岌歩村)i (毋那村)

(藪原)
(參考材)

mm. nnn. mm. min. 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1～ 2 1.42 1.21 1.38 1.25 ―‘-
い〜2 1

5 1.82 一 1.81 — -

1
190 ーー 198 348 — 180 193 —

10 2.45 1.85 2.34 2.15 2.09
5 371 521 j 487 450 -i 330 380 408

20 3.03 2.47 2.67 2.52 2.64 1〇 500 605 ； 574 583 370 450 470 516

30 3.25 2.95 2.79 2.96 3.00 2〇 684 794 775 697 568 658 477 705

39 837 885 968 792 686 810 698 858

40 3.40 3.08 3.08 3.11 3.15

50 3.50 3.18 3.24 3.26 40 ! 963 990 | 1,116 868 895 871 787 957

60 3.61 3.23 3.29 — 3.41 50 978 1,085 | 1,202 977 987 958 918 1,069

7〇 3.78 — 3.32 3.38 3.35
( 60 1,069 1.189 | 1,237 1,120 1,088 1,023 1,062 1,132

80 3.40 3.39 3.44 3.48
' 70 1,132 1,289 1 1,363 ),172 1,177 1,088 1,100 1,273

80 1,120 1,351 1,388 1,267 1,223 1,072 1,146 1,316

90 3.43 3.45 —

100 3.47 . 3.50 3.52
i 90

I 1C0

1,222 1,375 1,467 1,328 1,256 1,168 1,232 1,357

110 3.48 3.44 3.50
1,149 1,413 1,446 1,361 1,300 1,147 1,361 1,419

120 3.45 3.56 3.62
no 1,217 1,433 1,494 1,339 1,322 1,203 1,442 1,460

130 3.40 3.52 3.64
丨 120 1,062 1,470 1,517 1,413 1,216 1,164 1,394 1,474

130 1,041 1,467 1,460 1,453 1.288 1,222 1,422 1,467

140 3.51 3.48 —

150 3.54 3.66 3.60
1 140 1.017 1,487 1,532 1,510 1,273 1,287 1,470

160 3.47 3.61 3.58
; 150 981 1,446 1,547 1,532 1,340 1,316 1,521

170 3.52 3.76 3.59
160 1,158 1,502 1,563 1,510 1,387 1,289 1,488

180 3.71 3.63 3.61
170

! 180

1,242 1,419 1,596 1,488 1,351 1,381

1,381 1,453 1,554 1,495 1,369 1,294

190 3.67 3.60
'190

1

200 3.51
1,406 1,510 1,604 1,460 1,387 1,322

210 3.54
200 ；1,495 1,655 1,525 1,334 1,419

220 3.66
210 1,525 1,613 1,517 1,308 1,369

230 3.54
i 220 1,540 1,406 1,446

240 3.70
230

1
1,560 1,369 1,426

3.56
240 1 1,530 1,380 1,336

250
250 1

1.560
i
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第十四表M假導管の大さの樹齡に依る變化 單位ぜ

250

例 No.1 ,No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 No. 7 No. 8

樹齡、 ’、小 坂: 〔小 坂)(小 坂) CJ: 松) (藪 康, (愛 •4め(御殿山) cn 光)
(參考材) (參形材) (參考村) (被康木) (被腋木) (被膜木) ’柚栽木) (異常材)

1 2 3 5 6 7 8 9 10

1～ 2 — — 220 273 215 253 — 291

5 — 463 317 321 334 464 462 527

10 566 501 420 389 534 603 558 780

20 698 648 635 474 681 715 906 1,289

30 868 788 730 548 780 632 1,077 1,387

40 1,017 960 788 540 870 648 1,100 1.433

50 1,112 1,048 880 570 945 653 1,124

60 1,203 1,149 969 694 994 730 1,158

70 1,247 1,222 l,C00 647 1,038 7C8 1,305

80 1,311 1,289 1,108 639 1,055 655 1,316

90 1,339 1.322 1,208 647 638

100 1,333 1,369 1,242 661 774

110 1,316 1,328 1,262 653

120 1,357 1,351 1,345 641

130 1,369 1,394 1,311. 678

140 1,400 1,375 1,351 713

150 1,375 - 1,426 1,375 704

160 1,419 1,413 1,365 755

170 1,364 1,381 713.

180 1,433 733

—
190 737

200 828

210 790 4

220 786

230

240

第十三圖 イ役導管の大さの樹齢に依る變化



73

(2)假導管の大さの變化

假導管の横斷面甜の變化は大隅に於て長さの變化に一致す。即ち旭初の數十年間は極め 

て急速に,次の數十年(7〇〜80)は稍急:激に珀加するも共れ以後に於ては徐々に増加する 

か或は多少増減兩者に變動するは本調査成績に徴し明かにして,第十四表蜀:に第十三圖 

に示す如し。即ち斯くの如き場合にも大腰は一定の範圍に達するものなれど決して同大 

とはならざる性質を有す。樹齡の若き時期に生育良好なるものは:大さの蛇加も亦急激な 

れど百數十年以後に於ける故大値は,初め徐々に生長し以後驱調に進みたるものに於て 

殊に大なる傾向を示す。而して被座木の場合の如きは奴初の年輪を除けば甚しく小にI 
て,百數十年に至るも正常材の如き値に達せ・す。然るに初邛の年愉密にして後疎大とな 

りたる場合は,衆初の増大は稍劣れども年輪面］大となりたる以後は急激に増加して遂に

正常材と同等の値に達するを觀る。

II. 線(射出組織)

(1)髓線細胞高の變化

新線細胞高の平均値の變化は極めて不均等なれど,一般に正’常材に於ては最初の年愉に 

於て甚しく低くして樹齡1〇～2〇年內外迄は増加すれど共れ以後は減少厂ることあり, 

或は然らざることもありて一定せず栖齢20-30年以後に至れば 其の増減は略女生長成 

の大小と相關聯するを見るは本調査成績第十五表にせし如くにして,即ち年輪密なる時 

はMは低下L,是れに反し年愉粗.となればMも高くなる.,從って樹心部の數十年間 

に於て年愉密にして外周に及んで年輪疎大なる場合は初期は髄線細胞高のMは低くし 

-C,斯くの如き狀態は數十年間續くも後疎大の年輪に至れば次第に增加して,遂に芯だ 

髙き平均位を有するに至ることあり 之れに反して樹心年輪疎にして外周密なる年輪全 

有する場合は初期には小なるに10年以後に至るも低ドすることなく數十年後に於て最： 

大に達し以後年输密なる部分に至りて怠:激に減少するを觀る。即ち髄線の爾さの變化は 

從來の說の如く梱齡に伴ひて多少の變化を為すものならんも,尙生長一代に依りても亦變 

化し樹鼬を増加するに從って高くなるとは限らざるべし。

(2)髓線分彳j數の變化

•粗位面積內に於ける髄線敷は林木の幼齡期の年・愉に於て最:大にして,初めの!0年間は急 

激に減じ後10年乃至20年愉頃までは稍徐よに减少するも,其の後は一定の變化を現は 

さざる傾向あるは本調在成紐第十五表に依り明かなり。槪して副へば腕線細抱高の大な

る埸合は少く,小なる場合は多き傾向を示し且つ圈齢の増加に從ひ稍］減少する傾向あ

り。要するに髄線分布數は梱怖竝に生長Mに依りて變化しEssner氏の調在成績中に

見る一定値の帶はヒノキの蜷調材・の場合に於て現はるゝことも現はれざることもあり。

(3)留線川:の變化

髄線並は髄線細咆尚及び分布數の相乘枷こて現はしたるを以て共の變化も亦是等の性質

に從ふ。即ち最初は恨i線・數莫大なるため並も亦最大にして,梱齢10乃至20年に於ては

急激に減少するは本調如成績第十五表に依りて明かなり。然るに共れ以後の變化は増減

一定せすして花し年輪醴調にして正常なる生長を保續する場合は樹齡20乃至30年以後

よりは著大なる變動を示さざるも,樹心の年輪密にして外周に疎なる場合は初期の部分

は帽線N：も僅少なるも後には怠:激或は徐々に増加し,樹心の年輪疎にして外周密なる場

合に於ては初期は甚だ多並なれど後次第に減少し遂に甚しく少き値を示すことあり。斯

くの如く留線量は初期に於ては著しく梱附により増減し,後は漸次生長筮に依りても増 

減の變化をなすものと謂ふを得ベL。

(4)脇線間隔の變化

臓線間隔は1〜よ〇細胞內外に及ぶ變動を示すも,各年輪に於ける平均値を上L較する時は

著しき變化を認め難く,槪して間隔は8〜12細胞の腌團內に往來するを觀る。

斯くの如く木材・要素の耦飾に依る變化は稍顯著なるものありて各要素の間の相互的關

係は自第十四圖至第二十一圖に依り明かに知るを得べし。即ち第十四圖及び第十五圖は

生長TE常なる場合にして,木材耍素の變化も亦之に伴ふを示す。第十六圖は全生一長期間

中に样しき生長の減衰を來せる場合,第十七圖及び第二！—b"dは初期に於ける生長【圧盛

なるも後次第に减衰せる場合,第十八,十九及び二十圖は乏に反し初期に於ける生長弱

くして後次第に旺盛となりたる場合にして,木材•要素も各女之に伴ひて變化するを認む。

111.秋材か:及び秋村率の變化

秋材ヤ:及び秋村率の變化は一律に論じ難きも正常村に於ては次の如き關係を有するもの、

如し。即ち秋村珀の絕到値は幼齢期に於て人にして樹齢30-40年迄は急激に減少L,以後

は樹齡の進むに從ひて多少の増減をなす。若し樹幹の外周に於て年愉大となれば秋材星も再

び増加し,樹幹タト關の年輪密となれば秋材量も亦減する倾向あるは第十六表に示す成績の如

! 〇然るに秋村率は初期に少く,梱齡と共に次第に増加し後再び滅少することもあり,又初

期のみ大にして以後漸減する場合もありて,寧ろ梱齡よりも年愉密度の影響大なるを知る。
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第十五表I.協線の樹齡による變化

樹齡

______1__

生&細
磁 線 S3 線

髄線M
盛線 慟 線

生長衆 ®線抵
IHTB. 細胞高 分布數 細胞為 分布數

2_____ 3 4 ________5_______ 23 4____ 5

例證 1.(上 松) 例恣 2.(洵戶川)

4.22 79.6 336
11.8 3.47 59.2 205 9.0 4.94 56.6 280
10.9 3.89 47.1 183 13.7 3.93 49.4 197
9.1 3.98 44.5 177 9.3 3.57 50.2 179

13.2 4.56 41.9 191 7.3 3.61 50.4 182

13.7 4.61 40.6 187 9.3 54.8 167
11.6 4.46 39.8 178 9.0 49.9 154
11.4 4.43 39.3 174 10.4 47.9 151
11.0 4.48 40.7 182 11.6 50.6 157
10.7 4.67 40.4 189 8.7 48.4 J52

11.0 4.46 42.2 188 8.2 3.33 49.9 166
10.6 4.48 38.9 174 7.0 3.35 46.0 154
9.7 4.42 • 39.8 176 9.2 3.87 45.7 177
7.9 4.54 39.7 180 9.6 3.96 45.4 180
7.8 4.61 39.6 183 8.3 4.10 45.2 185

7.1 4.58 40.9 187 9.7 4.02 46.3 186
6.5 4.45 41.1 183 9.6 3.87 46.8 181
8.4 4.31 41.3 178 8.8 3.88 47.0 178
7.? 4.26 42.6 182 8.6 3.81 47.0 179
5.7 4.20 41.7 175 9.8 3.90 46.2 180

7.9 3.78 47.4 179
8.6 4.05 45.6 185
8.1 .4.38 45.1 198

例證 3.(小 坂) 例證 4.(小 坂)

第十五表II•週線の樹齢に依る變化

例證 6.(上 松)

丨 i卩 線］fせ 線 lifi 線 拖 纏
樹齢生長M ifi線狼 生長jft 迎線飛

mm. I 祥5I！胞高 布敏 nnn. 細胞高 分布數

112 1 3 1 4 1 5 23 45

例SJ 5.(柿 30

5 

］〇 
20 
30 
40 

50
60 
70 
80 
90 

ICO 
110 
120

- 13.43
9.8 3.94
16.5 4.46

ITOi 4.52
11.1 4.27

7.2 3.91
4.4 3.72
5.0 3.51
3.2 3.25
3.8 3.49

3.71 3.34
2.2 3.21
2.4 3.05

96.3
59.7
47.9
45.8
42.8

40.3
37.6
37.4
37.5
37.2

37.7
36.6
37.8

4.C6 
5.02 
7.32 
6.80 
7.01

6.52
6.23 
6.25 
6.04 
5.61

5.32 
5.36 
5 18 
5.10 
5.26

5.02 
4.74 
4.80 
4.96 
5.08

5.20 
5.46

63.6
46.4
43.7
42.5
39.4

38.1
36.8
35.8 
33.0 
32.4

32.4
35.3
33.6
36.1
33.7

34.1 
35.0 
34.5
34.9
34.3

31.6
31.1

例證 7.(王 湖) 例證 8.(三 浦)

5 一 4.84 69.8 338
10 8.6 9.5 5.43 55.0 299
20 16.2 4.56 49.2 215 13.3 5.63 52.8 297
30 26.1 5.53 47.3 262 20.8 7.28 47.6 347
40 24.6 6.28 36.8 231 20.4 7.18 42.3 304

50 23.7 5.90 37.6 222 14.2 7.06 38.7 273
60 12.7 5.51 40.8 225 9.3 6.84 39.2 268
70 6.5 4.67 • 41.7 195 9.3 6.14 38.8 233
80 7.9 4.91 37.2 183 6.3 5.99 36.9 221
90 7.1 4.72 35.2 166 5.1 5.32 35.9 191

100 7.2 4.43 ! 37.4 166 8.0 5.50 196
110 6.0 4.44 36.8 163 6.5 5.91 232
120 4.7 4.20 40.2 169 8.6 5.72 228
130 5.0 4.23 40.4 171 6.5 5.12 -208
140 4.8 4.21 39.6 167 6.0 5.01 202

150 3.6 3.85 38.1 147 6.4 4.92 .185
160 4.1 3.81 38.8 148 6.8 5.04 195
170 3.9 3.74 40.1 150 6.6 5.06

195
188

180 3.6 3.70 39.5 146 4.8 4.65
188

190 4.7 3.58 42.0 150 3.6 4.77
166
164

2C0 3.0 3.42 43.2 148 3.6 4.48
210 2 8 3.22 43.4 140 4.0 4.39

152

220 3.1 3.13 41.3 129 3.9 4.43
153

230 2.8 3.20 39.3 126 2.4 4.26
152

240 2.6 3.08 41.0 126 2.2 4.10 148
140

25
92
90
 

6
5
 
9
7
6

221
1
 

16
 
16
16
16|

1

19818
9
17815
9
148
14
5
158
17
6
17
8
181
197
17
0
162
156

155
173
168

1

・一 

1
 

6
9
5

8

2
2
0
 

1
 

5.35.2
4.9

4.8
4.
7
5.3
5.
6
6.
0
6.05.95.
7
5.85.
7
5.55.
6
5.25.1

|
•
 

15.61.71
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第十五表!II.協線の樹齡に依る變化

髄 線 髄 線 1( 麻 終 做 耕1
樹 齢生長7>t 剛線なJ生U :h； 岡線掀

mm. 細胞高 分布・& 1 nuめ 側施ft分布數一ー
1 i 2 3 4 5 II1 nuめ2 3 4 一ー 5

例證 9. 域 原) 例旋!0. (薮 W!)

5 — 3.19 79.8 255 一 4.00 52.4 210

10 5.8 3.61 62.0 224 6.6 4.37 44.1 193

20 10.7 3.46 59.3 ； 205 7.7 4.02 42.0 169

20 12.3 4.08 53.8 220 8.4 5.07 42.6 216

40 11.4 3.71 54.7 203 12.6 5.03 37.9 191

50 9.9 3.81 52.0 198 9.7 4.95 38.6 191

60 9.8 4.02 51.4 207 13.8 5.09 37.6 191

70 21.5 5.25 54.2 285 13.2 5.79 39.4 228

80 15.1 5.61 46.7 262 12.9 4.96 38.6 192

90 17.8 5.54 .47.8 265 15,5 5.48 37.0 203

1C0 14.3 5.69 46.1 262 16*5 5.65 36.0 203

110 18.6 5.84 46.0 269 13.5 6.32 36.8 233

120 19.0 5.67 42.4 240 13.6 6.19 33.9 210

120 17.4 5.33 40.6 218 14.4 5.78 35.4 205

140 13.4 5.46 41.0 224 10.2 5.40 38.5 208

150 12.8 5.40 38.3 207

例 證11. ぐ小 坂) 例 證12・ (愛 «号)

5 4.40 56.0 246 3.77 44.2 167

10 9.0 4.60 45.1 207 12.0 3.42 43.7 160

20 7.2 4.50 38.2 172 10.3 3.02 46.7 141

30 6.2 4.38 34.2 150 5.4 2.61 41.5 108

40 ' 6.4 5.20 32.3 170 3.1 2.59 47.4 123

50 8.。 5.51 32.9 181 2.9 2.48 47.9 1 19

60 7.4 5.52 32.0 177 6.0 2.76 47.8 132

70 7.8 6.04 31.0 187 5.6 2.68 48.9 131

80 12.4 6.73 27.8 187 4.2 2.56 44.4 114

90 13.6 7.22 30.9 223 1.5 2.63 44.7 118

100 12.2 7.46 29.2 218 2.1 2.80 45.7 128

110 ”・8 7.40 27.9 207

120 18.0 8.00 30.1 223

130 20.8 8.64 29.2 252

140 16.0 8.42 27.8 234

150 21.0 7.96 29.6 236

第十五表IV•髓線の梱齡に依る變化

髄 線 髄 線 髄 線 髄 線
樹齡 生 Ji fit 倒線な 虫 & Jit 髄線飛

mm. 細胞高 分布數 mni. 細胞商 分帽數

1 23 4 5 1 23 45

例 誰13. 、御殿Hl) 例 證14. (薮 原、

5 — 3.34 77.0 257 一— 54.0 —

10 16.5 4.43 49.0 217 11.6 3.85 48.6 187

20 27.7 4.51 39.8 180 13.2 4.21 42.6 179

30 25.5 4.89 39.4 193 11.3 4.66 40.1 187

40 10.2 3.78 46.2 175 13.1 4.92 41.1 202

50 8.2 3.35 49.0 164 U.3 4.48 37.4 168

60 12.0 3.51 46.1 162 7.0 4.34 37.6 163

70 11.8 3.51 44.7 157 5.3 4.07 36.7 •149

80 12.1 | 3.33 46.0 153 5.5 4.03 39.2 158

例 S3 15. (日 尤)

5 2.35 76.4 179

10 3.90 64.0 250

20 5.76 45.0 259

30 5.65 44.5 251

40 1 5.67 46.1 262



第十四圖 樹齢に依る牋線の變化

例證 !上松白川

凡 例

---------------------- 髄線細胞高
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從って年輪整調なる場合は幼齢部を除けば殆んど一定の秋材率を示すこと多し。

敍上せし成績は本調在試驗に供せし試驗材竝に參考村とし回盤に就き倂究せしものにして 

從って供試木は何れも現在ヒノキ天然生材內に生育する巾庸木たる關係上梱齡三百年以上に 

及ぶもの少し。然るにヒノキ材を構成する要素の樹齡に依る變化は梱齡10-30年間に於て 

急:激なるを示し樹齡！20-150年に至りては稍緩徐となり,200年以降に達するに及び著し 

き増減を見ざる傾向あるを知るも果して樹齡300年以後に於ては梱齡に依る耍素の變化は共 

性質を持續するや否やは知るに難きものなり。此處に於て名古屋支局管內付知出張所部內に 

於て採集せしヒノキ參考材中梱齡800年を有する胸高直徑回盤に就き柳齡に依る要素の變化 

を調在し樹齢竝に生長蛍との關係を求めたるに成績次の如くにして,木謳！査に對して極めて 

貴重なる例證に屬するを知る。

本調在は便宜上每十年を單位となし樹心より外周に向ひて放射方向に供試材片を採取し, 

木材構成要素の測定を行ひたるものにして共成績は第十七表に示す如くにして足等要素の變 

化を圖示すれば第卄二圖の如し。

共成績に依れば生長虽は初期100年間は敘上せし成績に於て滅る生育狀態を示せしも樹炯 

100-200年間に於ては稍生長衰へ190年には最低の生長虽を示すに至れり。然るに2〇〇年以 

降は再び生長旺盛となり就中400年前後に於ては共最大を現はせしものにして,4,50年に及 

びて多少減衰を示せしも著しき變化を認めすして生長を保續し,終にI鈴樹700年以降に至り 

て桁漸減の傾向を保績しつ、800年に達するを觀る。斯くの如き生長狀態を示せし供試村に 

於て木材耍素の變化を對照する時は,假導管の大さは初期G0-70年は極めて急速なる増加 

を示すはヒノキ正常材に於て観る經過と全く 一致するものにして,樹|齡120-150年附近に 

達すれば其發達甚だしく緩徐となる。然して樹齢300年に及ぶ迄は猶増大する傾向を持續す 

るも共以後は多少の増減を現はしつ、進み樹齡700年を過ぐるに及び稍減少するを觀る。

歸線細胞高の變化は殆んど常に生長掀の大小に關聯して増減し,髄線分布數は髓線細胞高 

と・逆比例して變化するは一般に觀る現象と一致するも,時には生辰量大なるに係ら寸髓線細 

胞髙の増加著しからさることありて,斯くの如き場合は分布數に著しき期加を生するを見る。 

從って碗線蛍は殆んど常に生長量と比例する關係を有するものにして是等耍索の變イ匕と梱飾 

の増加とは大體に於て密接なる關係なきものゝ如し。

第十六表 秋材の樹齢に依る變化

樹附年韓•密度彳大村:fit >队村率i -户輪密度 秋村衆 秋村率年輪密度 秋村飛 秋村率

1 1 2

QO 
3

(%) 
-M " " II 2 3

(%)
4 H 2

(q 
3

(%) 
4

例設 i.3 川)
例 證2. (瀨戶川)|

例證 3.(柿 其)

1】～5 — — — 7.8 7.3 5.7 — — —

】。 6.9 9.9 7.2 9.0 6.6 5.8 7.1 99 7.1

20 11.9 7.5 8.1 9.1 9.0 8.0 6.5 89 5.8

1 40 7.1 7.7 5.7 10.2 6.2 6.4 11.9 54 6.4

60 10.6 6.4 6.0 21.3 3.3 7.2 20.0 37 7.5

80 9.1 6.0 6.2 16.3 3.6 5.8 40.0 27 10.9

100 10.8 5.9 6.0 12.5 4.1 6.3 35.7 22 7.7

120 12.5 5.5 6.8 14.8 3.4 5.0 44.5 19 8.4

140 10.9 6.8 7.6 12.2 3.6 4.3 21.1 44 9.3

1 160 13.5 4.6 7.4 12.5 3.7 4.7 12.9 76 9.7

180 13.8 4.4 6.0 9.7 4.0 4.1 7.4 66 4.9

200 11.3 4.1 4.6 9.3 50 4.6
I 220 9.1 4.8 4.1

240 9.5 4.8 4.6

例霊 4.(.三浦) 例證5.(藪 原) 例建6. (/J、坂)

1 5 1 - (一 6.7 6.7

1° 8.8 117 10.2 13.3 6.6 8.6 9.6 7.8 8.2

20 6.4 98 6.3 9.0 6.1 5.5 12.5 5.8 9.8

I 40 5.5 99 5.5 11.3 5.0 5.6 17.9 7.2 8.7

60 10.0 60 6.0 8.8 5.9 5.2 11.5 4.8 8.2

805 20.0 42 8.3 6.5 5.5 3.6 財 5.4 4.3

100 13.3 44 5.9 6.2 5.7 3.5 6.9 6.1 5.1

120 11.3 52 5.8 4.5 6.1 2.8 8.1 5.8 4.4

140 14.3 49 7.0 6.8 5.5 3.7 5.4 7.6 3.9

160 11.8 67 7.9 9.4 4.2 4.0 5.6 7.2 3.9

180 22.5 37 8.4

I 200 26.3 34 8.8

I 220 35.7 30 10.9

1 240 40.0 28 11.2
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第十七表 付知產八百年生ヒノキ材の解割學的性質測定表 第十七表(2 )樹齡800年生ヒノキの解剖學的性質調夜成績

十年間ノ
樹齡 生長果 生艮:a 假題管ノ大う 髄 線 同細胞商 分布數 留線址 樹齡 生長Jit •年間ノ生奴 &導管ノ大サ 磁 線 同細胞高 同分布數 曲線依

(nun.： (mm. W) (limn.2) (ノn un.ヽ)i (nnn.) (お (1mm.2)

1 2 3 4 5
'6

7 8 1 2 31 4 5 6 7 8

5 — —
|

209 — — 62.9 —
270 215.0 10.2 1,540 1 — 15(2) 4.72 38.6 182

10 3.4 3.4 345 】〜7〔3) 3.34 56.0 187 280 225.2 10.2 1,517 1 — 15(2) 5.35 35.3 189

20 13.5 10.1 630 1～ 8〔2) 3.14 50.3 158 290 236.1 10.9 1,588 1—1512) 5.60 33.4 187

30 22.9 9.0 684 1〜10(2) 3.25 64.0 208 300 248.8 12.7 1,638 1—17；2) 5.64 33.6 190

40 29.8 6.9 830 1〜7(2) 2.78 53 8 150 310 259.2 10.4 1,621 1 — 18(2) 5.58 31.4 175

50 38.7 8.9 934 1～ 8(2) 3.39 j 45.0 153 320 267.3 8.1 1,665 1—21(3) 5.53 31.4 174

60 48.5 9.8 1,090 1〜8(2) 3.61 39.4 142 330 278.3 11.0 1,711 1—20(2) 5.69 30.4 173

70 58.9 10.4 1,118 9(2) 3.98 37.6 150 340 290.2 11.9 1,692 1 — 19(2) 4.98 29.6 147

80 71.2 12.3 1,167 4.19 35.0 147 350 302.6 12.4 1,556 1～17(2) 5.48 32.1 176

90 79.8 8.6 1,283 1 — 11(2) 3.77 35.3 133 360 310.7 8.1 1,604 1 — 17(2) 5.56 34.9 194

100 85.9 6.1 1,322 1～】2〔2) 3.68 26.8 135
370 319.6 8.9 1,588 1 — 18(2) 5.20 33.2 173

110 92.4 6.5 1,340 1～11(2) 3.87 38.1 147 380 330.1 10.5 1,532 1 — 16(2) 5.00 33.7 169

120 99.4 7.0 1,413 1～10 2) 3.53 37.9 134 390 343.2 13.1 1,683 1 — 19C2) 5.42 32.0 174

130 105.3 5.9 1,481 1～ 9(2) 3.16 38.3 121 400 359.4 16.2 1,596 1 — 16(2) 5.48 35.3 193

140 110.9 6.6 1,420 1～】0(2) 3.50 40.1 140 410 373.0 13.6 1,532 1 — 17(2) 5.34 32.3 172

150 119.0 7.1 1,481 1～10(2) 3.62 39.0 141 420 388.8 15.8 1,596 1 — 15(2) 5.03 34.3 173

160 125.5 • 6.5 1,460 1～11(2) 3.26 42.2 138 430 403.1 14.3 1,630 1 — 16(2) 5.54 34.8 193

170 129.2 3.7 1,488 1～ 9、2) 3.50 37.9 133 440 413.7 10.6 1,604 1 — 18(3) 5.48 30.7 168

180 132.6 3.4 1,467 1 — 11(2) 3.62 35.0 127 450 423.0 9.3 1,647 1 — 18(3) 5.37 32.8 176

190 135.5 2.9 1,502 | 1〜13(2) 3.22 37.9 122 460 433.7 10.7 1,665 1 — 18(2) 5.63 29.9 168

200 139.6 4.1 1,548 ' 1〜11(2) 3.95 36.2 143 470 444.9 11.2 1,665 1 — 17(3) 5.33 31.9 178

210 151.8 12.2 1,510 1～10〔2) 4.15 46.4 193 480 450,7 5.8 1,674 1-17(3) 5.23 29.1 152

220 159.2 7.4 1,439 1〜11(2) 4.09 45.2 181 490 458.3 7.6 1,634 1 — 19(2) 5.05 31.6 "160

230 170.0 10.9 1,525 1 — 11(2) 4,18 42.9 179 500 468.0 9.7 1,711 1 — 13 ⑵ 4.76 32.0 - 152

240 182.4 12.4 1,548 1～12：2) 4.32 40.2 174 510 478.5 10.5 1,556 1 — 15(2) 4.94 34.4 170

250 195.0 12.6 1,579 1～16(2) 4.74 39.5 187 520 488.6 10.1 1,647 1 — 14(2) 4.49 40.9 184

260 204.8 9.7 1,554 1～14(2) 5.30 37.2 197 530 498.0 9.4 1,556 1 — 15(2) 4.26 42.0 179



第十七表(3 )梱齢800年生ヒノキの解剖學的性質調査成績

樹齢 生畏揪 十年間ノ生畏 假導铮ノ大サ 脸 線 同細胞高 同分布數 袖線批

(mm.) (mm.) 3) (limn.2)1 8

1 2 3 4 5 6 7

540 509.1 11.1 1,540 1 — 16(2) 4.30 47.4 204

550 522.9 13.8 1,517 1 — 17(2) 4.48 49.3 221

560 532.3 9.4 1,548 1 — 16(2) 4.44 46.0 204

570 543.3 11.0 1,488 4.49 42.1 189

580 551.6 8.3 1,563 1～15(2) 4.25 42.3 180

590 561.2 9.6 1,532 】〜15(2) 4.18 44.2 185

609 570.9 9.7 1,579 1—16〔2) 4.24 42.1 179

610 577.7 6.8 1,612 1 — 18(2) 4.28 44.9 192

620 587.7 10.0 1,621 1～19(2) 4.42 46.0 203

.630 596.4 8.7 1,705 1〜16(3) 4.72 41.6 196

640 606.8 10.4 1,711 1〜】8(2) 4.64 47.9 222

650 618.1 11.3 1,656 1—22：2 5創 46.8 236

660 625.9 7.8 1,665 1—20(2/ 4.34 41.8 181

670 633.4 7.5 1,638 1 — 16(2) 4.61 41.4 191

680 640.1 6 7 1,674 】～】9(2) 4.32 43.2 187

690 646.9 6.8 1,716 1—28(2) 4.64 40.8 189

709 654.1- 7.2 1,604 1—19〔2) 4.68 41.8 196

710 660.2 6.1 1,579 1 — 160) 4.57 43.4 198

720 _ 665.6 5.4 1,556 1〜16〔2) 4.43 40.2 178

720 670.7 5.1 1,612 1—16；2) 4.31 38.7 167

740 676.4 5・7～ 1,517 1～17(2) 4.20 40.4 )70

750 681.9 5.5 1,510 1〜16(2) 4.33 42.4 184

760 689.0 7.1 1,532 1〜J4、2) 4.06 40.6 165

770 696.1 7.1 1,488 1 — 19(2) 4.10 42.9 176

780 701.6 5.5 1,474 1 — 15 2 ゝ 4.13 45.6 188

790 707.6 6.0 1,596 1 〜14(2) 4.05 41.8 169

800 711.9 4.3 1,481 1 — 14(3) 4.12 40.7 163
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(4 )異常材に關する調在

1.被驱木の解剖學的性質

旣彳上の成績に依れば「ツンドラ」地帶に生育せる樹木が山通のものに比して假導管は共の長 

さを減じ強線は其の高さを減ずると謂ふ。FOKS1L1TI!氏は山頂に生ぜる二三のアルパイン 

植物に於ては臆線の單純化するを觀察せり。、V.B. Mac Millan氏(1925)がRed spruce 

(Picea rubens SARG.)に就きて村部の假導管の長さを測定せし成績に依れば,被壓木の埸合 

は短きもの多く,開放地に生ぜるものは一長きもの多しと謂ふ。斯くの如く同一樹種と雖も生 

育せし立地的環境を異にするに從ひ村質に變化を生ずる關係を有するを以て,林內に於て隣 

接せる立木に比較し生長の著しく阻害せられたる所謂『被題木』は正常材に比して解剖・學的 

の構造に於ても亦差異を生ずることあるべくして,玆に本一調査に於ても立地に關聯し生育狀 

態の優劣に依る木村要素の變化を研究せんとするに當りて,生長狀態の極めて優良竝に劣惡 

なる異常村に關する要素の變化を研究し正常材との相互的關係を閘明ならしむるは最も肝要 

なる要項となす。叡に木曾御料地共他より蒐集せし參者材・中ヒノキ被：坚木に就き調在せし成 

績を掲載すれば次の如し。

年輪は極めて狹隘にして僞年輪は全く出現を見ず,その細咆數も平均數個乃至十數個に過 

ぎざること多く,從って年輪密度は本調査の範圍內に於ては50以k 90に及べるを觀る。然 

れども年輪密度の英大なるものは總て被壓木に非すして,老大なる樹幹の外圍に於ては直徑 

生長甚だ僅少にして,年輪密度も被座木に於て觀る場合より以上に達するものあれど,その 

原因は必ずしも所謂被糜の狀態に有りと者へ得ざる事は後述せんとする共の他の性質に依り 

明かに認めらる。

一般に狭き年！！・侖中にも亦種々なる程度を有するものにして,比較的長期間被壓の狀態を保 

續せる埸合或は林內に於ける四圍の狀況に依り短期間生育を阻吿せらるゝ場合を實見し得ら 

る、も,妙:に便宜上I.數十年間連續して年輪內に內外の1〇年輪細咆を有する場含,II・年 

輪細胞數5內外を有する場合,HL年輪細胞數1乃至2個を有する場合の三種に大别するも 

のとす。然る時は共の秋材眾はI類に於ては平均28.5 “,11類に於ては平均21卩,111類に 

於ては平均13〃を示し,秋材率はI類に於て平均10%,U類に於て平均25%,111類に於 

て平均45%となる。是れを換言すれば・被曄狀態啣ナれば强き程秋材率を増加し,遂に極端 

なる程度に於ては一年輪は僅かに二細胞に依りて構成せられ共の-・細胞は春材,他のー細胞
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は秋村に該當する場合を生じ,更に著しき際は一年輪は一個の秋材•狀假導管を以て代表せら 

る' ものあり。(第十三圖版,第51圖)

假導管の形狀に於ては正常材・に比して變化僅少なれど,その長さは著しく小なり。仙)ち樹 

齡1.50年以上に達せる材部に於ける假導管長は〔町乃至42〇,平均2.60mm.內外にて正常 

材の70乃至80%に該當するを觀る。然るに梱齢200年以上に達し正常材なる生育をなせし 

供試材回盤の周圍に於て採取せし材•片中共の年輪密度•5つ以上に及ぶ都分の假導铮長は平均 

3.5 mm.內外を有し正常なる發達をなすものなり。被堡木の假導管の大さも亦甚だ小にして 

平均700乃至800舟を示し,正常材の約60乃至70%に該當す。壁厚は稍上薄き傾向あれ 

ど春材部に於ては著しからずして秋材・部に於ては共の增妃强からざるため稍顯著なり〇

猶敘上せし年輪細胞數に依る類別中III類に屬するものゝ屮の極端なる場合にして,一年 

輪唯一列の細胞數を示すものに於ては假導管上の匝緣孔紋は切線壁にのみ限られ,壁姐は稍 

［增加し幾分秋材の如き觀を呈す。

髄線は殆んど常に一列にして髄線細胞の形狀放射壁上の孔紋等に於ても若しき變化を認め 

難し。細胞高は常に著しく低下し！～!〇內外,Moは常に2にして而も2に屬する個數は極 

めて多く,平均値は2.6-3.1ありて正常材に比：校すれば殆んど半ばに過ぎざるを抑る。分布 

數は43〜51,即ち細胞高の著しく低き割合に多からざるは特異的現象にして,從って髓線量 

は甚だ少く12〇〜160,多くは130內外なり。然るに栖齡100年以上に達する正常材外周の材 

部に於て年輪密度50以上を示すものにありては細胞高のM 4.33,分布數29.4.髓線量!29 

にして,玆に兩者の成績を比較するも正常材と被壓木とは木材・要素の變化に差異あるを認め 

らる。(第十三圖版,第52圖)

樹脂胞細は被壓狀態に生育せし供試杜にも常在するものなれど,正常材•に比較しー年輪’當・ 

りの數に於ては甚だ僅少なる特異性を有す。

玆に被壓木に關する本材要素の調査成績を揭載すれば次表に示す如くにして,供試材は主 

として木曾御料地內に於て參考材・として胸高直徑附近より採取せし回盤中より選びたるもの 

なり。

H・異常生長昂進材

本調れに供せし試驗材・の範圍內に於ける年輪密度は2以h1()內外なる場合最:も多けれど, 

異常的には年輪密度極めて小なるもの,是を換言•すれば肥大生長硬めて艮好なる材・木を砚る。 

本調査に就ては敍上せし如き年輪密度極めて大なる所謂被壓木に關する研究に相酎し年輪粗

第十八表被壓木調花成績

年时 假 導 瞥 遇 粮
産 地 樹齢

密度1 長サ“ 同平均 平火均サ"-」 細胞高 Mo M 分布數熒線M
i 2 3 1

4 56 789 10 11

J: 松 220 91 1,600～3,650 ； 2,570±0.045 698 1〜9 2 2.69 50 7136.4

ク ク 83 1～ 9 2 3.01 43.4130.6

王 滞! 187 91 1,50C～4,150 2,623±0.059 749 1～ 7 2 2.61 45.6 119.0

愛 110 45 701 1〜7 2 2.72 46.3125.6

藪 麻 92 51 1,600—1,100* 2,696±0.040 868 1～11 2 3.12 50.7 153.1

(參衣)E常村 70 2,150—5,203'3,523±0.0681,316 1～12 3 4.33 29.4127.3

第十九表被壓木調査成績

產 地 年輪細胞數 同 平 均 秋材衆n 秋材率

1 23456

I 1王
湖 16～18 12.3 28 11.6

1 1戴 原 9～18 11.3 29 10.7

(上 松 2〜9 5.5 25 24.1
II 1王 湖 2～ 8 4.3 18 26.9

(上 松 】〜4 2.5 19 42.9
III 1王 制 1～ 3 1.6 7 53.1

大なる異常生長昂進材の性質を實驗するは比較對照上最も肝・耍なる事項と認め更に是れが供 

け材の採取に努めたるは東京支局管內宇都宮出張所部內日光小倉山御料地に於て樹齢35年 

胸高应徑20 cm.にして年輪密度L5を示し猶且最大年輪増幅實に10.4 mm•及ぶ供賦材を得 

たるを以て姓に斯る肥大生長の異常に昂進せし場合に於ける木材の構造を正常材に比較し如 

何なる差異を認め得らるべきやを調査せり。 -

年輪は上述せし如く極めて糧大にして,僞年愉の出現は著しく ,殆んど常に每年輪に是:れ 

を生じ,甚だI.き場合は一年輪中三以上に及ぶこともあり。乔材より秋材・への穆行は極めて 

綏徐にLて秋材部を明瞭に指示判別するに困難なれども,秋材最は比較的少きを以て從って 

飲材率は可なり小となる。
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假導管の長さは甚だ短くして35年輪の部分に於て1150〃 乃至3400 //j平均2227〃を冇 

す。然るに横斷腔の面技は关にして,壁妃は極めて小なるを以て前者の性質と相俟ちて內腔 

の增大を來せり。假導管の大さの變化を梱齡別に見るに初年に於ては正常材と著しき差異を 

認めざるも5乃至10年よりは急激に増大して,僅かに25年目に於て旣に正常材に於ける 

100年目に該當する材部の假導管の大さと殆んど同大に達す。然れども25年目以後の増大 

は極めて不顯著となり,更に著しく假導管の大さを増し續け得るや否やは疑問とす。

髓線は一列のもの多けれど屢土二列となり,その細胞の大さもネ行不揃の傾向あり〇細胞商 

は1乃至17, Moは2乃至5J平均値は2.3乃至3.9にして樹齡初期!0年間は甚だ低くして’ 

次いで徐々に高さを増し,樹齡35年目に於ては最大5.67に達し平均4.76を示す。斯くの如 

き數値は年輪密度の小なるに比較すれば甚だしく小なるものにして本供試材を採集せし位置 

に近接する基単材•(No.36日光)は年輪密度6.2なる時M5.48を示すに比較すれぱ如何に著 

しき差異を有するかを知る。髄線數は最初の數年間は極めて多けれど15年目より若しく減 

少し樹齡25年目に於て最小値43.7に至り平均53.0を示し比較的多きを知る。從って髄線曜 

は稍多くして180乃至260,平均240に及べり〇其の成績に依れば協線はだ常材・に比して共 

の高さを減じたるに反して其の數を増加したるものと謂ふを得べし。

樹脂細胞は槪して少く,殊に年輪初大なるがため單位面毡中に於ける平均値は僅少となり, 

幼齢部に於て春材竝に秋材中に切線狀に配列し或は僞年輪端に集合狀をなして現はる 、 埸合 

もありて其の以後の材’部に於ては僞年輪中に集合するか或は秋材中に"し,更に槌1齢を増す 

時は春材中に散在するものも認めらる。

斯くの如くして異常生長昂進材は正常材に於ける木材要素の變化に對し猶異常なる變化を 

なす現象を認め得たるものなり。

HI.連理材調査

木曾御料地に於て極めて稀に見るヒノキ,サハラの連理材に就き著者は共の謳j査成績を略 

報し,ヒノキ,サハラ材の顯微鏡A勺識別の困難なるを述べたり。然るにヒノキ,サハラネオの 

識別に關し研究を進めたるに兩者は或る程度までは顯微鏡的性質に依りて識別せらるゝに至 

り,旣に其の成績を發表せしを以て(林學會難誌16卷7號)玆に共の成績を參照し異常材の 

一例證として連理材に關する再檢討を必耍とするに至れり。

共の成績に依れば匕ノキ‘サハラ材の徊オ假導铮の壁以には多少の茬異あるを認められー 

般には前者に於て大なるを知る。連理材に於ても亦此の關係を現はlヒノキに該當する都分

は平均1.86 “なるに對しサハラ材・に該當tる部分は平均1-31卩を示し兩者に差異あるを知 

るも秋材假導管に於ては前^-3.75/a後者3.57〃 にして著しき差を認め難し。更にヒノキ, 

サハラ材の髄・泉にも亦多少の變化を示す傾向ありて,サハラ材はヒノキ材に比較して多數の 

髓線を含む場合多くして,此の性質を連理材.に就きて觀察すればヒノキ材の部分は40及び 

41なるに對しサハラ材・の部分は62及び64を有し兩者間には著しき差異を示せリ。然るに 

臨線細胞高にありてはヒノキは一般にサハラより高きを普通となすも,連理材に於てはヒノ 

キに該當する部分は却って低き値を示せり。

樹脂細胞の數及び分布に於てはヒノキ,サハラ材・相互間に差果:•著しからざるものにして,

連理材に於ても亦共傾向を認めらる。

(5)樹皮に關する性質調査試驗

樹皮に観る色調裕曲,竝に割目は各樹種に就き固有の性質を有する關係上外觀的要素に依 

る樹種の識別に於ては極めて有效なる據點とせらる'は周知の事實なり〇然るに同一樹種］相 

互間に於ても亦樹皮の形熊に差違を認めらるゝ場合ありて,秋HI杉の形態に關する考察には 

其樹皮の割目を禾耍なる論據とせられたるが如きは其一例證と見るべきものにして,ヒノキ 

に關する樹皮の形態に於ても外皮に現はる'色調の濃淡,割目の粗•密を基準となし以つて各 

產地別供試材・を比較すれば其間には自ら特異性を示す場合勘からず,樹皮の形態の差異は單 

に同一樹仙・相互間に於ける生育狀況の相違に因るものとなすも,著者はヒノキ天然生林內に 

於て観察せし林木竝に多數の供試材に就き調在せI成績に基き外皮の峠裂の狀熊に因り粗, 

巾,密の三碰に類別するを得たり〇 ・此處に於て主としてヒノキ犬然生林木に就き可及的廣汎 

なる範圍に亘り調査せし成績に依れば樹皮の峠裂密なるものに對し粗なるものは其數址に於 

て比較的僅少なるを認めたるも,樹皮の粗,中,密,なる三種の出現する狀況は林木の生育 

せし立地的環境に局限せらるゝこと少くして,寧ろ林木各個體刀生育の良否,森林辞閉の 

程度,效に林內に於ける關係濕度の多少に關係を有する傾向あり〇木曾御料地に於て實査せ 

し成績に依れば樹皮粗なるものは單純林にして適 ’當•なる爵閉度を保ち,猶且稽［淋潤な,る林 

內に生疗せし優良木に多くして,是れに反し樹皮密なる林木は前者・を中央に置き其左右に該 

常すべき立地的環境に生育せしものに多きを認めらるものにして,即ち後者・は比較的に粗林 

にして林內關係濕度は低く,比較的乾燥狀態を示す森林內に生一育せし埸合及び極めて惜閉せ 

る密林にIて林內は常に濕潤なる狀態を保續する森林內に生育する林木に多き傾向を仃す。 

然Lて樹皮,中なるものは兩者・の中間に該當すべき立地的環境に生育せしものに多くして,
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樹皮の形態に對rるー階梯と見做さるべきものなり。從って木會御料地內數箇所に於ける伐 

木作業地にて調査せし成紐に依れば朔度の三極別の出現率は各調在甌に就きて一異り,何等相 

關的關係を有せざるは畢竟する處,局所的環境の如何に影響せらるゝ場合砂きものと認めら 

る。更にヒノキ天然生林分布地域內に於て採集せし供試材に就き共成紐を比帔すれば期々な 

る例證を求め得らる\ものにして,就中氣候寒冷にして土壤肥沃ならざるがため林木の生育 

劣勢なる富士山御料地(N0.26)より採集せし供試材・の樹皮は極めて密なる形態を表はせし 

に反し,生育優良なる匕宗御料地(N。•10)產供試材の崩皮の形態は粗に順するを觀たるは 

何れも代表的例證に過ぎざるも,斯くの如く圈皮の形態に粗密なる和冽を誘起せしらたる原 

因を考察するに主として林木岡鬧の生長伏態とは密接なる關«系を有するものと認めらる。

此處に於て樹皮に關する性質を閥明ならしめ,且つ生態的見地より共形態の變化を知るに 

當りては先づ解剖學的性質の研究を肝基となすは叨かなり。效に木調在に關聯し研究せし成 

績に依れば全て樹木に生する樹皮は靱皮竝に外皮に類別せらるものにして,共發逹の狀態を 

觀るに初生分裂組織より第一期組縱の形成を終了すれば後生分裂組織のー租!なる形成肝の活 

働によりて第二期締部を生じ,次第に發逮して靱皮を構成するものなり。然るに第二期飾部 

は內側に向ひて累加せらるゝを以って木栓組織の形成によりて枯死し,樹皮はタト皮として仔 

在するも共外方の古き部分は次第に態裂を生じ漸次劉脫するは一般に觀る現象,なり。

是等樹皮の構造及び發逹に關する研究は旣に古く HANSTEIN氏(1853)によりて苗手せら 

れ,次いで de Bary氏(1877), Moeller氏(1882), Strasburger 氏(1861)等の祈究 

報吿を有し,近くはSINZ氏(1624),高松正彥氏(1928)等は樹皮の解剖に就き,小原籠太 

郞氏(1931.)は裸了一植物樹皮の灰像に就き各士貴重なる成績を示されたるも樹皮に關する調布 

成績は他の水材性質試驗に比蛟し極めて僅少なるは遣t感とする處なり。此等の成績に依れば 

針葉楓の靱皮は師管,締部柔組織,飾都纖維或は石細胞,射m組織等より成り,ヒノキ科, 

マキ科,ビャクシン科涉のものに於ては只に放射方向のみならず,、猶且切線方向にも可なリ

著しく規則正しき配列を示すを通例とす。

斯る場合締部繊制:と締部纖維の間に挾まれたる町膜細胞は原則として3列をなし,中火の 

!列は締部柔組織にしてその兩側の2列は締管なり。然れども時として二緇部繊維間に數列 

乃至數十列の:柔組・織を含むことあり。

斯くの如く靱皮に關する解剂學的構造立立に木栓組織の溝造に依り靱皮が外皮に變化する狀 

態に就きては餌に研究せられたる成績に依り明かなるも,靱皮の發達と年輪の關係に就きて

從來の說を參照すれば,即ち小倉謙氏はその近著に於て「被皮は年輪に相當するものを見 

すして各組織が略平等なる大さ,排列を示す案普通なり,而して都部は他の組織より大形に 

して他の要素の放射狀排列を亂す却：あれども導管の場合程顯著ならす。斯る埸合篩管の大さ 

が多少周期的に變化することあれども,そは年輪に該當せず。靱皮の各組織の排列上殊に著 

しきは松柏类nにして衞管,飾部柔組織,纖維が夫々切線力向に排列して年輪狀の•模様を示す。 

是れ年輪には無關係にして只同種の組織・が切線的に形成せらるゝがためなり〇」と述べ年輪と 

無關係なりと斷定され,田原正人氏も「.靱皮織組は屢［鞄皮中に於て他の薄膜の細胞と離れ, 

目立つところの帶狀の紅!織を作って居ることがある。一年間にこの様な組織の數居が生じそ 

の間に締管柔細胞を含む薄膜の細胞層が挾まり見事な縞を作ってゐることがよくある。」と述

ベ又「靱皮組•纖は靱皮部中に層・をなして存在することがよくあり,斯の様な屈・が一年間に只 

一つ出來るのではなく,二三層位生じその間に他の細胞が挾まって居る」と,末松直次氏は

「皮部に於ける組織の配列は村部に於けるものに似て居る。(巾略)形成居の作用は材部の方 

に於けるほど變化がなく從って年・輪樣のものはない。」等の記載に微し一般に.靱皮の發達は杜 

部の年愉と關係なきものと認めらる〇

然るに木調査試驗に供せし各產地別ヒノキ材に就き樹皮の構造,靱皮の性質を比較調査し 

旦又樹皮の〃さ著色の濃淡,割目の状態を參照すれば,林木個聘の生育とは或る關係の存す 

るを認めらる、を以て,裁:に當場に於て蒐集せし供試材中適當なるもの152個を選びヒノキ 

樹皮に關する調査硏究を行へり。

共の成績に依れば鞋皮をも含む樹皮の總厚は3～11mm.時として例外的に1Gmm,以上に 

及ぶものあり,平均6.3 mm.を有し,鞄皮の归さは氣：乾時に於てl.Q~3.7mm,多くは・〜 

2.5 mm.•平均］,91mm.を有し,濕潤狀態に於ては1.3～4.3 mm.平均2.28 mm•あり。然れど 

や回盤に於ける外皮は乾燥,剁脫共他の原因に依り變化あるを以って測定成績は直ちに立木 

に,核當せざるべし。依りて木曾支局上松出張所小川事業區より採集せし新鮮材料11個に就 

苦て測定したる成績を示せば樹皮總叩:平均1.3mm. (7〜19 mm.)»靱皮ツ1.〇〜3.6 mm ,平均 

2.35 mm,を有し,靱皮厚に於ては著しき差異を認めざるも樹皮總甲は著しく し〇

因に本調査に關聯し本邦產主耍針集樹建に就き樹皮パ竝に靱皮3を求むるはヒノキに關す 

る調在成績を相互比較する上に必耍なる事項となすも,特種なる樹飾の埸合は個験數を可及 

的多數求むる功稍i困難とせられ,從って共の成績も亦極めて狭き範圍に止る缺點を冇する

も參考のため此處に列舉すれば第二十表の如し。
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第二十表 有用旌!師に關する朔皮〃の比較

1

樹 種 年滴密度 仝物皮ル： 靱皮位 樹 柿
!年［愉密度

|仝所皮〃 靱皮厚
(mm.) C»HD.) 1 rnim.') (mm.l

1 2 3 4 1 1 2 3 4

イ テ フ 1.9 7.8 2.3 アカエゾ 7.0 3.8 1.7

イ ヌガヤ 8.3 3.7 2.1
匕メノヾラモ

6.1 9.2 3.2
1 ヤツガタケ

ナ ギ 20.0 3.4 2.2 クウヒ 3.6 4.2 2.6

イ チヰ 26.7 2.9 2.3 アカマツ 5.9 11.1 1.7

モ ミ 13.8 9.6 5.5 匕メコマツ 28.3 5.5 1.8

卜 ドマッ 11.2 7.2 2.1 ス ギ 7.1 3.3 1.3

ツ ガ 33.1 6.1 2.8
カウエフザ 

ン
2.9 2.0 2.2

力 ラマッ 10.6 6.9 1.9 力ウヤマキ 14.4 8.7 1.2

グ イマッ 32.5 13.3 1.8 サ ノ、ラ 15.3 7.1 1.8

夕 ウ ヒ 8.9 9.0 1.9 ネ ズ コ 33.7 3.0 2.0

ェ ゾマツ 9.4 8.0 2.2 アスナロ 12.5 5.2 3.3

荘 馭乾狀態に於ける〃さ,ヒノキに關しては第二十一表參!！仕

共成績に依れば靱皮以はモミ5.5 mm.に於て最大を示し,カウヤマキ1.2 mm.を以って最 

小となす範圍內にあり,ヒノキは和j薄きものに風するを知る。

更にヒノキは樹皮に離生起源の梱脂道を有するものにして,該梱脂道は切線狀に竝び數花 

乃至數楓或はそれ・以上遂續し,靱皮:中にては透明半流動狀の樹脂を含冇するも,外皮屮に於 

ては白色又は黑色(時として空虚なることあり)固狀の物質を充し佝眼にて白線として認めら 

るゝこと多L。本調査に供せし152個體！の試驗材に於ては1枫幅に換券せる數値は最:大L5, 
最小。,平均4.6本にして,上松出張所小川事業區より採集せる新衅村料に於ては1.7～7.7平

均3.92,1•槻’當り3.4木を有し洗(者と略・よ等しき數f直を示せり〇

斯くの如くヒノキに於ける靱皮は飾管,篩部柔組•織,締部繊継,樹脂道より構成せられ共 

要素は放射方向竝に切線方向に於て聽然と配列ずるを見るのみならす靱皮の序さは略i 一一定 
し本調査成績によれば從來靱皮の構造と年輪とは無關係なりと謂ふ定說とは相反し,ヒノキ 

は村部の年輪と靱皮の構造とに密接なる關係を有するものと認めらる。此處に於てヒノキ樹 

皮に就き篩部繊維を詳細に觀察するときは共の大さに大小ありて,共大なる靱皮繊維は多少

る小なる靱皮繊維にて區削せられたる柔細胞］洋(多くは3列,時に5列より成るもの)の數 

を算定し,是れと共の材•都に於ける年輪密度(最外1楓)とを對比する時は,共間に著しき 

一致を見たり。即ち年輪密度小なる場合は一周期間の柔細胞數は甚だ多 <,年輪密度の増加 

に從ひて漸減し,遂に年輪甚だ細くなれば3又は5列を以って一周期となすに至る。

此の大なる靱皮繊維の冽は供試材・を採集せ・し時期と對照して聊納すれば略よ六月頃,即ち

材の肥大生長：最も1压盛なる頃形成さるゝが如く 一年間唯一回なるが如し〇本推定にして誤り

無しとすれば,大なる靱皮繊維と次の大なる靱皮繊維との間は即ちー年輪に該當するものに

第二十三圖 年輪密度に依る•靱皮柔細胞の變化

皮「

胞11ZlzVlZlZl/レレVMZI/レレノ1

數 〇 小/1/1/jレ'レ！X1刁/jレレ1/レ1/ / レレ'レ1

；/ レ'レ!//^•レレレレ1

周期的に配列するを認む。玆に大なる二列の靱皮繊維間を一周期と見做いその間に存在す
形成層" 叔皮年輪 コルク眉"
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第二十一表 年輪密度に依る締部斐素の變化(ヒノキ)

年輪密度

1

密皮｝'/-

(mm.)

2

彼皮厚(乾)

(mm.)

3

級皮(泓)j樹脂道吸 靱皮年齢

6

靱皮柔細胞數

1 7
(mm.)

4 5

3～ 4 5.10 2.70 3.60 3.90 12.0 16.67

5～ 6 6.55 2.18 2.60 2.88 15.3 11.01

7〜8 6.29 2.41 2.96 5.07 16.6 10.22

9～10 7.08 2.26 2.83 4.01 16,2 9.74

11～12 6.06 1.90 2.58 4.73 16.6 9.09

13 〜14 6.83 2.13 2.63 5.33 18.3 8.52

15 〜16 5.38 2.06 2.72 4.64 18.7 8.31

17 〜18 6.70 2.06 2.33 4.12 18.2 7.52

19～20 6.55 1.98 2.40 3.84 18.1 7.51

21〜22 5.31 1.80 2.17 5.29 17.1 7.24

23～24 6.12 1.76 2.06 2.78 19.8 6.67

25～26 5.43 1.67 2.17 4.20 19.0 6.72

27～28 6.24 1.87 2.23 5.29 21.0 6.41

29—30 5.88 1.55 1.88 9.07 20.0 6.91

31—32 6.99 1.67 1.86 4.81 21.4 5.63

33—34 4.96 1.54 1.94 3.20 22.¢ 5.91

35—36 6.00 1.65 2.05 5.65 23.0 5.85

37—37 — — 一 — 一 一

39—40 7.55 1.60 1.85 5.30 20.5 5.46

41—42 — — 一 — 一 —

33—44 一 一 — — —

45—46 4.70 1.70 1.80 6.40 23.0 5.52

47—48 6.43 1.43 1.80 5.63 23.3 4.75

49—50 — — 一 — 一 —

51—52 6.20 1.20 1.30 5.60 18.0 4.17

53—54 5.67 1.57 1.80 3.83 23.7 4.90

55—56 6.60 1.50 1.70 5.30 29.0 5.00

57—58 3.40 1.60 1.60 8.80 27.0 4.63

59—60 — —■ — — — —

61以上 4.50 1.29 1.69 6.57 24.1 4.16

して少くともヒノキ靱皮部耍素の配列は年輪の廣狹と相一致して變化するものなり。

斯くの如き者察の下に靱皮の年輪を假定し,その柔細胞數を算定すれば最’大數値16.7個
(年輪’榕度3.6)にして最小數値は3.2個(年輪密度約70)を示し平均7.67個なり。又靱皮

の生存年數即ち形成層・より最內の木栓層までの間の年數を測定すれば11〜31年の範圍に及び
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共平均は18.1年を示せり。

敍上せL成績の示す如くヒノキ樹皮を構成する耍素は供試材の性質就中材部の生長の良否

を指示する年輪密度の大小に依り變化を誘起する傾向あるを認めらるゝを以って,玆に試驗

に供せし152個將に就き調査せし成績を綜合し,是れを材部に於ける年輪密度の順位に掲

載すれば第二十一表の如くにして樹皮厚は年輪密度大なる程共題さを減少する傾向を刁双”

共差著しからず。然るに極皮母は年輪密度の大なる程共叩さを減するは顯著なる事實にして‘

即ち生育狀態優勢なる林木に對し被曄木は共靱皮の序さ薄きを示すものなり。是れに關巒し

て倾皮年輪を構成する柔細胞數は類似の傾向を示すは當然の事實にして村部の年輪密度大な

る場合は是れに從ひて靱皮の年輪密度も亦大となる相對的性質を示すは第二十二表第二十三 

圖に依り明かなり。故に靱皮年I治は年愉密変の大なる程是れを加へ,年輪密度小なる程即ち 

林木生辰良好にLて年輪わ幅日廣き場合は靱皮の年齢は減少する侦向を示す。然れども敬度 

を構成する:柔細胞は靱皮繊維に依りて區•期せられつ、發達し材部の年輪と相互關聯して年輪 

を現はすは旣に敍上せし處なるを以って, 細胞數は年輪密度の大小に因り共數を増滅する 

性質を示すものにして是等年輪密度に依る皮部耍素の變化を圖示すれば第二十三圖の如き關

係を有するものなり〇

更に樹高に依る樹度耍素の變化を調査する目的を以って昭和九年十月當場附屬御殿山御料 

地より胸高直徑30槻,樹高14米を有するヒノキを供試材として伐倒し,胸高竝に地上高よ 

リ每2米に風］盤上採集し各要素を測定せし成績は第二十三表第二十四圖に示す如くにして, 

即ち临皮り:は地上部に於て稍商けれど胸高直徑匝置以上4m•附近に至る位置にて最大平均 

値6.5 mm.を示し,更に上昇するに從ひて減少し樹用部に至りて最小となる。靱皮のゆさは 

之に反して,地上部は薄く樹高6m•附近に至る間は同八にして稍薄けれども地8 m•以上に達

第二十丑圖 年輪密度に依る樹皮要素の變化

20 40 C0 而
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第二十三表 樹高に依る樹皮要素の變化

樹 高 年輪密度 樹皮厚 靱皮厚 1初皮百分率 樓脂道 掛脂道率

Cmm.) (mm.) % %
1 Cm.) 2 3 4 5 6 7

〇 10.5 8.36 2.54 30.3 6.8 8.】

1 8.9 8.66 2.64 30.4 5.6 6.5

3 9.4 9.34 2.78 29.8 6.4 6.8

5 8.7 9.62 2.68 27.9 6.2 6.7

7 9.8 8.80 2.80 35.0 4.8 6.0

9 9.9 8.16 2.82 34.5 4.0 4.9

11 9.9 7.88 2.92 37.1 4.6 5.8

13 10.6 7.42 2.88 39.4 3.8 5.1

15 8.7 7.38 2.92 39.6 3.0 4.1

17 . 7.5 7.08 3.32 46.9 3.2 4.5

19 5.9 6.58 , 3.52 53.5 1.8 2.7

21 4.5 5.92 3.14 53.0 1.0 1.7

23 4.4 3.80 2.30 60.5 1.0 2.3

25 3.9 2.10 1.46 69.5 0.4 1.9

すれば漸次増厚L樹高18m・に於て最大さなり,以後樹梢部に進むに從ひ再び減少す。樹脂 

道數は地上部に於て最大なれど樹高を增すに從ひて次第に減少し樹梢部に於ては極めて少き 

も胸高直徑附近より地上4m.までは大腸I：に於て同様なる傾向を示す。一年輪間の柔細胞立立 

に飾管數は地上部に於て稍少く,梢部に向ひて次第に増加するも地上8m・附近までは著しか 

らすして,地上10 m.に至りて急激に共數を増加し,樹梢部近くに於て最大に達す、’年輪數 

は地上より10 in•附近までは略よ均等なれども,其れ以上に依ては次第に減少し,梱梢に於 

て最小を示すものにして此等の變化は年輪密度の大小,樹皮發達の經過と相對照して考察す

る時は極めて當然なる事實と認めらる。

是れを要するに樹度は單に林木の外面を包む植物生理’I勺一要素として存在するに止らずし 

て,共發達は常に材部の構成と相俟って珀進するものにして,從って林木個懼が生育せし立 

地的環境に因って生長の優劣を誘起すると相關聯し靱皮の構成に於ても亦密接なる關係を有 

するを知る。ヒノキに就き研究せし成紐に依れば,材•部の生する年愉に從ひて靱皮に於ても 

明らかに年輪を楮成する現象を認めらる、のと同時に靱皮を構成する要素は年輪密度の大小 

に依りて變化を爲し,更に林木一個隅の隅高別に依る性質を觀るに靱皮を構成する要素は地 

上高より樹梢に至る範圍內に於ても年輪密度と相俟って變化するを知る。

斯くの如く樹皮は材部の生辰と相關聯して發達する關係上此處に同一林內に於て生育良好 

なる林木及び生育極めて劣勢なる被壓狀態の林木を以て樹皮の性質,形態,色調を比較すれ 

ば共間には若しき差違を認めらるべきものと者へらる〇著者は共一例證とし木曾支局管內小 

川入御料地より優勢木7L本竝に被壓狀態に達せる劣勢木江本に就き胸高直徑附近より樹度を 

採取し,直ちに共性質を比較せしに樹皮厚に於て優勢木は劣勢木に對し2倍妃く,靱皮の厚 

さも亦優勢木は劣勢木に比較し2,3倍大なるを觀る。而して優勢木の場合は樹皮の外觀的色 

調は帶褐色を呈し,踞裂粗にして剝落する外皮は粗大なるに反し,劣勢木は色調は灰黑色を 

なし割目密にして,剝脇せる外皮は薄小なる特異性を表はし,樹脂道の數は是に反し優勢木 

の樹度に少なく平均3.06本に對し劣勢木は平均4.8本を生じ,ー極當りに換算すれば約3倍 

に該富するを觀る。

然るに此虑に特筆すべきは極めて肥大生長旺盛にして寧ろ異常的發育をなせし林木に於て 

は樹皮を構成する要素は共配列を亂し,從って外皮の剝脫狀態は反って生育劣勢なる林木の 

場合と極めて類似する現象を示す事實なり〇猶靱皮外側面に仃・する木 ｛全層・は靱皮及び枯死せ 

る外皮とを生理的に境界する層壁となすも,其發達の範圍と外皮鍊裂とは著しき關係を有せ 

ざるものと認めらる。
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(6)考 察

1.年 輪

年輪密度:各產地別に採集せし基準材36個隘に就き調査せし成結・に依れば年輪幅は最大 

5.0 mm・より最小0.2 mm.に亘るを以て年輪密度も亦是れに關聯して最大22 (例No. 2熊本) 

より最小31.7 (例No. 26富士)に及び共の總平均は8.9となれり。然れども極端なる例證を 

求むれば敍上せし異常材•中の日光御料地產ヒノキ(參考材ー)の如きは年輪密度1.2を你せしが, 

是れに反し極小なるものを求むれば被座木或は老龄木の透材部に於ては5')以上100に及ぶ 

年輪密度を示すこと稀ならざるを觀る。斯くの如く著しき懸隔を有する例證を示し得ると司 

時に同一個磴に於ても樹齡地上高の差異に依り變化を生するは本調査成績に基き明かなるた 

め各個體を通じ其總平均値を求むるは稍困難なる場合あり。此處に於て本・謳MEは敍上せし試 

驗成紐に基きて可及的大,小,中庸の部分より數個の供試材・片を選定し共成績を求めたるを 

以て共数値は年輪密度平均値に近きものとなるべし。

此等の成績は第二表の如くにして,年輪密度2乃至5の範圍に屬するものはNo. 2 (熊 

本),No.3(高知 I), No.14 (湯舟澤),No.16 C 阿寺),No. 28 (愛鷹),No. 29 (河津), 

No.35(水戶)等,6乃至8に含まるゝものはNo. 5(高知本山),No.11(中津),No.12 (下 

呂),No.15 (妻範),No. 21(王瀧),No. 23 (薮原),No. 24 (濱松),No. 30 (大城1),No> 
34(笠間),No. 36 (日光)產等にして,9～11にはNo.l(小林),No.4(高知II),No.6 

(高野I ), No. 8 (大杉谷),No.17(白川),No.18 (赤澤),No.19 (上松ッメク澤),No- 20 

(上松黑澤),No. 22 (瀨戶川),No.31(大城II)等,12以上に達するものはNo.(商野【【・), 

No.10 (七宗),No.13 (小坂),No. 25 (千頭),No. 26 (富士),No. 32 (朿澤)等なり。

年輪密度と年輪;細胞數:年輪は主として一定範圍の大さを冇する假導管より構成せらる 

、關係上,年輪密度と,一年輪の放射力向に於ける細胞(4殳雲管)數との間には密接なる關係 

を何すべきは當然なりとす。本成績に依れば年.輪細胞數は8乃至170範圍に直•れどもその大 

小はよく年輪幅及び年輪密度の大小と一致するは第二十六圖に示す如くにして,即ち年輪密 

度小なる時は細胞數多くして年輪密度を増加するに從ひ急激に細胞數を減するも,年輪密度 

8〜9にては稍緩に猶共れ以上に至れば,年輪密度を増加するも細胞數の減少は比畅M勺徐々と 

なる傾向あり。此處に假薄管の大さの梱齢竝に樹高に依る變化より汚察すれば,年•輪俗度の 

小なるものは幼齡部の材に多く ,大なるものは老［鈴部の材に多き・一般的性質にも原囚する丿りi

第二十六圖
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年輪密度と年輪細胞數との關係

年 輪 密 度

あるべし。

各產地材の平均年輪細胞數と,總平均數とを比較すれば:No.1•(小林、,No.；2,(熊本),No.4 
(高知II),No. 5 (高知本山),No.14 (湯舟澤),No. 26 ChV±), No. 28(愛盼產等の材に 

於ては平均値よりも多數の細胞數を有するもNo.13(小坂),No.16(阿寺),No.22(瀨戶川), 

No. 23 (竅原),No. 35 (水戶)等は稍少數なり。然れども此の年輪細胞數は種［々なる原因に 

依りて變動著しきものなるを以て敘上せし傾I句は產地別による性質と見做すべからす。

年輪密度と氣溫因了・: 条溫因『の年輪密度に及ぼす關係を考察する便宜k年輪密度を
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2〜5, 6〜8, 9〜11,12以上の四頰に分ち,「ヒノキ」氣溫因子A” AらB, Cと比較封照せ 

しに,年輪密度2〜5に屬するものはBに於て71%以上存在するも,Ao及びA•に於ては 

何れも14%內外に過ぎずして,年輪密度6〜Sに屬するものはBに於て50%, A-•及びAt 

に於ても合計40%に達し,年輪密度9〜11のものに至ればBにては僅か10%なるに反し, 

Aiに於ては絕對多數となり70%を示し,12以上の場合も略i同様なる傾向を示せり。即ち 

「ヒノキ」氣溫因于Bなる地方にては年輪密度2〜5,時として6～8となる場合多く,「ヒノ 

キ」氣溫因子A:の地方にては年輪密度2～8のこともあれど年輪密度9以上の場合更に多か 

るべく,「ヒノキ」氣溫因子Aiの地方に於ては年輪密度2〜8なること極めて稀にして,9～11 

又は12以上となる可能性多き傾向を示すものならんか。

僞年輪出現率：僞年輪はヒノキ材に於ては〇より100%,平均22%の出現率を示せるも材巾 

に常在する耍素に非らさるが故に,僅少なる部分に現れたる僞年輪數を以ってその川現率を 

斷定するは不當を免れず。然れども本成績のみの示す範幽內に依れば僞年輪出現率は年輪幅 

の大小に從って年輪密度と或る關係を有し,一般に年愉密度大なれば出現する場合少なきも 

年輪密度小となるに從ひ屢［出現する倾向ありて兩者間の相關係數は約+0-7以上に及べリ° 

即ち年輪密度5以內に於ては50%以上の出現率を示し6～8に於ては約20%, 9～11に於て 

は6〜】5%となり,年輪密度］2以上に至れば僅かに3%弱に減するを見るは成績第二十じ 

圖に示す如し。これを各產地別材一に就きて比較すれば年輪密度に對比して出現率大なるもの 

はNo.1(小林),No.2 (熊本),No. 3, N0.4(高知),No. 5(高知本山),No. 24 (演松),No-2!, 

(河津),No.35(水戶),No. 36 (日光)等にして,槪して位置南部に該當するか或は海拔髙 

の低き地方より產せるものに多き傾向あり。然るに平均値より僞年輪數の出現少なきものは 

No.17 (上松白川),No.19 (上松ツメク澤), No. 20 (上松黑澤),No. 21(王瀧),No. 23 
(鉉原),No. 25 (千頭),No. 26(當士),No. 32 (東澤)產等｛こして木曾御料地或は共の北方 

の地域にして海拔高の比較的高き地域より產出するものに見る。

斯くの如く僞年输出現率は年輪密度の大小竝に地力別に多少關係を示すを以って鼓に「ヒ 

ノキ」氣溫因子Ai, A2, B, Cによりて如何なる差異を有すかを比較調査せしにAiに於 

ては〇〜28%,時に47%,共の平均9.8%にして,A2にては4〜63%, •平均16.4%なるに, 

Bに至れば9〜80%,平均42%の多きに及べり。即ち平均數のみを以て比帔すれば「ヒノキ」 

氣溫因了・のAiよりBに移動するに從ひて出現率を増加するも,务々の變化の範固を見れば 

敢て・著しき龙異を有するものと斷定する能はざるは林木個俎の生育せし局所的環境に起因す

年 輪 密 度

る場合あるに依るべし。

倏材虫:ヒノキ材に於ける秋材!itは他の針葉樹種に對して,比較n勺僅少なるを普如とな 

すも,產地,樹齡,樹高,位置導によりて亦變化し,敍上せし基準材に於ては最大248“, 
為•2 (熊本)より最小31//, No. 32 (束澤)の腌圍に巨れリ。而して秋材す:は年輪幅が大とな 

れは秋材部もJ切咬的増加する場合多き關係上,年愉密度の大小に多少影響さる'ものにし 

て,本調査成績に依れば各年輪密度每に求めたる平均數は,年輪密度2〜5の腌剧內にては 

約!50 〃,6～8に於ては約100 〃,9〜11に於ては？0〃 にして年輪密度!2以上に於ては60 “
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以下となり,兩者の相關係數は.+0.9となれり,即ち年輪密度の小なる程吹材;Nは大にして 

年輪密度の増加に從ひて秋材・址は減少するも,年輪密度6までは比較的徐々に減じ,年輪密 

度7を經て8以下に至れば急激に減少し,爾後再び漸滅する傾向を示せり〇

次に年輪密度と對照しつゝ各產地別材つ秋材・虽：を槪觀すれば,平均より大なるものはNo.l 
(小林),No. 2 (熊本),No. 4(高知工),No. 5 (高知本山),No.10 (七宗),No. 29(河津), 

No.31C大城II), No. 36 (日光)等にして,小なるものはNo.16 (阿寺),No.17 (上松白川), 

No.19 (上松ツ メタ澤),No. 21(王制),No. 23 (簸原、,No. 25 (千頭),No. 26 (富士 ! ), 

No. 32 (東澤I )等となり,產地が南方に該當するもの或は海拔高低き地方のものに大にし 

て,北方或は海拔高の高き・地方のものに少なき傾向を示すもの、如し。從って「ヒノキ」氣 

温因了一に依りて類別しその平均數を求むればAi,に於ては81/らA2にては91/ムBに在 

りては124〃なる成績を示し「ヒノキ」氣溫因了•に比して秋村多・なるものはNo.l(小林), 

No. 4(高知口),No. 5(高知本山),No.28(愛鷹),No. 30 (大城)等にして,少虽なるも 

のはNo. 6 (高野),No.11(中津),No.12(下呂)等となれり〇

秋材率:ヒノキ材の秋材率は秋材幅の比較的狭き特性と關聯して一一般iこ小なる値を示f 

ものにして,本調住に於ては最大19%より:最小3.6%に亘る變化ありて,平均7.3%となり 

たるも例外的には50%以上に及ぶもの,3%以下の場合も認められたり。光し年愉幅の増 

減が春材部の质狭に基因するならば,秋材率の變化も亦年輪密度の大小に從ふべきと雖も, 

事實は是れと稍異なり多少複雜なる變化を示せり。即ち年愉密度2～4前後までは秋材・率小 

なれど5を中間として年輪密度6よりは稍増加して秋材率は7-9%となり,年輪密度H內 

外に至るまで秋材.率も比較的正しく増加す"然るに更に年愉密度を増加ナれば急激に秋材率 

を増すか或は是れに反し次第に減少する場合もあり。從って全成績より求めたる兩者の相關 

係數は僅か+0.35に過ぎすして共の關係一様ならざるを示す。

玆に各產地別材を通臨すれば一般に高率を示すものはNo.l(小林),No. 4 (高知H)> 
No. 5(高知本山),No.10 (七宗、‘No. 36 (日光)等にして,低率なるものはNo.11(中津), 

No.14 (湯舟澤ゝ,No.16(阿寺),No.17(白川),No. 23(蛟原),No. 28 (愛鹰),N。• 32 (束 

澤I), No. 35 (水戶)等なり。供試材採取地の南方わ代表としてNo. ] C小林),N<>.2(熊 

本),No.(高知)產等の材を以て各年輪密度每にその秋材率を測足し木科•御料地産村に比蛟 

す农ば多少の弟異を認、め将べし°即ち前者・は常に秋材率大なるのみならず・年愉密度の増加に 

よる秋材率の増加も著しくして年輪密度1う內外に至るも共の率の低減を見ざるに,後者に

於ては秋材率の増加比較的徐々にして年愉密度を!5以上に増加すれば却ってその率の低下 

を見る特異性を示す。ス火材辰と秋材率との間には一定の關係は認められずして多くは秋材・宛 

40乃至9() “,[•火材率5乃至9%の範圍內に集中するか,秋材•址100乃至160卩,秋材率3乃 

至10%の範圍內に散在し,稀には秋材・堂180卩以上又は40〃 以下となり秋材率は1〇%以 

上に達する場合もあり。

氣溫叫了一の秋材・率に及ぼす關係を見るに氣溫因子は2乃至7の範圍に及ぶも秋材率は僅か 

に4乃至8弟の範圍を變動し,一定の變化を認め難けれど,唯氣溫因子の大なる場合は秋材" 

率の變動も・大なる傾I句あるものゝ如し。是れを要するに秋材虽は氣溫因子の増加に從ひて大 

となるも吹材率は一定の變化なきか或は共影響蓍しく現はれ難きものなるべし。

秋材と材班:一年愉內に生ずる秋材部の多少は材質と密接なる關係を有するものにいへ 

ヒノキ材・に於ても亦共倾向を有するは旣に著者の調査せし成績に徴し明らかなるを知る。玆 

に本調在成紐の示す所によれば各基4阱オの比・垂(X100)は法正含水並の狀態に於て36.?乃至 

53.0の範悦I內に變動し秋材虽,秋材率の大少と多少一致するを見る。是れを換,ミすれぱ秋材 

呈多きか或は!•火材・率大なれば此重も亦大にして,依材.圳僅少なるか或は秋材・率小なれば比重

も亦诚少すること多くして此等の相關係數は前•者の場合+ 〇•57.後諸の場合に於て+〇跪を 

示せり。 •

秋材.は又强度にも影響するところあるもヒノキ材.にては秋材量と抗歴强との關係は一定せ 

ざるもの、如く秋材率と强度とは稍一致し强度(抗壓强)大なるものは秋材率も亦大にして, 

秋材率小なるに從ひ强度も亦減する傾向多し。

2.假導管

假禪管の長さ:假導管は材の主要部を構成する耍素にして材質に直接影響を及ぼす處多 

大なるがため旣に多くの學者に依り其性質を研究せられヒノキ材の假導管の長さに就きては 

金平亮三氏の250〇〜3200〃,岩城隆德氏の1180～2880/ノ,小倉謙氏の1175～5575“,辻行 

雄氏の168〇〜2856等の調査成績を有するは周知なり。

玆に本調在成績に依れば共最長5800 pより最短205〇び に亘る範圍を示し,約ー萬火に就 

き測定せし平均數は3464〃となるも,極端なる例證を示せば試材の幼年部(第- 

年輪)に於ては最短1380 ft, (.No- 22(濒戶川))に過ぎざるものあり。敍上せし如く假導管 

の長さは樹怖,樹高,村部の位置倍;によりて變化するものなれば各個の成紐は必ずしも淺地 

に依る特性を指示するものに非ざるは言を俟たすと雖も,本成紐を通覧すればNo. 20 (上松黑
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假導管の大さ或は長さと年輪密度とのBI!には顯著なる關帝を認め難きも本調杏に於て得た 

る成紐に依り各年輪密度每の’ド均數を求めたるに次の結果を得たり〇即ち年輪密度11乃至 

12に於て最大を冇し,6乃至9及び12乃至17の施圍は是れに次ぎて大にして.年輪密度極 

めて小(2乃至3 )なるか又は極めて大なる場合(18以上)は假導管も共大さを減すること 

あるを實見せり〇

導管の壁)季: 導管の壁胃:は村賈就中物理的性質と深き關係を有するは周知の事實に 

して,PEHALLOW氏の如きは摩地別村の識別にすら適用せんと試みたり,本調在の成 

績に依ればヒノキ假導管の壁"は槪して中浙にして春材部に於ては1.6乃至2.2/Z,平均1. 
84“を冇し,秋材.部に於て3.0乃至4.2〃,平均3.73〃 に及び共の間極々なる變化を見るも 

例外的には春材・部1.5卩に滿たざるものあり。

是れを各產地別材に就きて觀るに春材-部假導管の厚壁なるはNo.1(小林),No. 4 (高知),No. 
5 (高知本山),No. 9 (七宗),No. 24 (演松)等の2.0/7以上に及ぶものにして薄壁なるはNo.17 
(上松白川),No.18 (上松赤漂),No. 25 (千頭),No. 26 (富士),No. 32(東澤)等の1彳“ 

にして,秋材•假導管の壁厚:の大小も亦略i春材.部のそれに一致し〃：壁なるものはNo. 7 (小林), 

No. 3 (高知),No. 5 (高知本山),No. 34 (笠間)等の4.0/以上薄壁なるはNo.13 (小坂), 

No.17 (上松白川),No. 20 (上松黑澤),No. 25 (千頭),No. 26(帘士),No. 32 (東澤)等の 

3.5 fi以下なるを知る。•存材•竝に秋材ー假導管壁厚の盖は平均！-6 J'J至2.2“ を有しNo.i(小 

林),No. 4 (高知),No. 5(高知本山),No.16 (阿寺),No. 26 (河津),No. 34 (笠間),No.
3(；(n光)等は大にして,No.lC(七宗),No.13(刀坂),〇・£(•(上松黑澤),No.21(王瀧), 

ヽ<>.24(演松),N0.25(千頭),No.32 く東澤)等は小なれど特に產地を識別するに足る據點 

の現はれざるは盖し秋村址大にして厚壁なる場合も春村・•部栽壁なる場合も共にその藻を地大 

する關係上深き意義を有するものに非ざるべし。

栽に假導管の壁厚をヒノキ氣溫因子に基きて類別し,平均數を求むれば,Aiに於ては存 

H1.8〃(例外的のものを除けば1.8 ［ふ 秋材3.7 fiとなり兩若共に薄く,Ao fc於ては 

存村1.8 fi,秋材3.7 “にして雀材壁厚にして大茬なけれど秋材壁摩は布？半加しー,Bに至 

れば彳就オ1.9 fi,秋材3.9 “を示し共に著しく增加せり〇

吏に「ヒノキ」雨覺因子に基きて類別し各自の平均値:を求むれば〃(勅:燥)にては春材抑“, 

秋材3.8 fi,fl («)にては・材1.8 ft,秋材3.7 fiとなり共にA！より減少し,？.(多

ものに短かしと斷定する能はざるものゝ如し。
濕、 に於ては足れに反して m 1.9 /,,秋材3.9〃 と琉加せり。換言すれば氣溫因子の大
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なる程假镣管の壁厚も壇大し,雨並因子•はft即ち適潤地に於て壁以の減少を示せり。然れ 

ども此等の成績を各個に就き其の最大最小の變化を比較する時は略［匹敵する數位を示し, 

猶目.•敍上せし成績は測定個將數の多少に依る誤・おを免れざれぽ,此等の關係は敢て確實と目 

ふベからず,殊に雨觉因了・との場合に於て然りとなす。

肌目:假導管の大小址に配列は秋材の多寡,年輪の廣狹等と相俟ちて肌目の耕粗を左右 

する要索にして本訓査に於ける成績によれば最大1621, (N。•31(大城II))より最小1096, 
(No. 21(王淹))に亘り平均1273.9を示せ・り。ー・般に肌目は年輪密度の小なる場合(4乃至5) 
は疎にして肌目數1230內外なれど,年輪密度6以上11に至るまでは1250乃至1280を示し, 

年倫密度14以上に達すれば急激に増加して1320以上を數ふ。猶秋材堂或は秋村率とも多少 

の關聯を有するものにして年輪の廣さに此較し秋村多最なる場合即ち秋材率の大なる場合に 

は肌目數も亦大となり,此等の各耍素の大小を變化せしむる各因子は同時に肌目數にも多少 

影響するものなりと謂ふを得べし。

徑隙比:木材の强度に影密を及ぼす因子は木材.を構成する各耍素の性質の總利に起囚す 

るも,兼次忠藏氏に據れば假德管の壁"と直徑との此即ち徑隙・比もJR耍なる關係を右するも 

のなりと謂ふ。本調査に於て測定せし彳環隙上ヒは最大85.6より最小78.3に亘りて變化し,そ 

の大なるもの(84.0以上)はNo.16 (阿寺),No.22(瀬戶川),No. 23 (破原),No. 25 (千 

頭),No.32(東澤I)產なれど,小なるもの(82.0以下)はNo.1(小林),No.2(熊本), 

No. 4 (高知II), No.5(高知本山),No. 25 (愛鷹、,N<>.33(束澤II )等にして,此れを各產 

地別供試材の抗墜强の成績と對照すれば略i 一致するを見る。一般に徑隙比の大なるもの程 

抗壓强度を減じ是れに反し小なるもの程强度を珞大する傾向あるも時として例外的なる場合 

も存する>がため兩者の相關係數は約+0.42となり,强度に及ぼす因子は單に徑隙此にのみ非 

らさ・ることを示す。

3- 線

ヒノキ髄線の細胞高は從來金平亮三氏により1〜14.藤岡光長氏により2～13,岩城隆 

徳氏により1〜22,小倉謙氏により1〜37と報吿せらる。本調査に於ては1～37なる成結 

を示せしも例外的には150以上に達することあり。此等；の測定値より細胞高王於均値(M)を算 

出すれば基準材に於ては最大?.98 (No. 85水戶)より最小3.37(No.27富士)の範幽に亘れど 

も,ヒノキ材一般に就きて觀察すれば8.64(參考材,小坂)の高きに及ぶものもあり,又是 

れに反し302 (參考材,柿共)に過ぎさるものもあり。

是等の成績を年愉密度の大小によりて類別し以て相互に比較する時は共間に略k一定の關 

係を認むべし。111Iち年輪密度2乃至3に於ては細胞髙・平均位はG.5に近く,4乃至7にては 

5.5內外,6乃至12にては4.5內外,年輪密度！2以上に於ては3乃至4の間を彷徨するもの 

多し〇此等平均値の變化を尙祥細に見れば年愉密度のノJ 、なる場合は共増加による平均値(M) 

の減少も急激なれど年輪密度7乃至8よりは緩徐となり年輪密度12以上に至れば唯に低i或に 

のみなず増減兩方向の變動を示すに至る。此處に於て年輪密度2乃至6, 7乃至11,12乃至 

20の三類に分ち 平均値(M)の平均數を求むれば第一類は5.75,第二類は4.60第三類 

は4.03となり,更らに此等の頂級(Mode)を比較すれは第一類の場合はMo = 3乃至4を示
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す場合90%以上に達し,第二類に於てはMo =3を50%, Mo = 2及びMo = 4を50%,第三類 

に於てはMo = 2乃至3を90%•以上占めたり。猶變異の幅日を観るに第一類は1乃至20細 

胞高は約50%, 21以上を示す場合30%時として35%にも達し,第二類に於ては1乃至L5 

は約半數を占め1乃至16より20細胞爲に至るまでは約30%ありて是れに次ぐも,20以上に及 

ぶこと少く,第三類に至れば1より11乃至15細胞高は絕對多數を占め約70%に達し,1乃至 

10及び1乃至15より20細胞高までは僅かに30%に過ぎず。是れを要するに留線細胞•高の平均 

値は年輪密度の小なる埸合は大にして,大なる場合は小となる傾向を右し典等の頂級(Mo) 
及び變異の幅員も平均値(M)と同様に變化するものと謂ふを得べし。然れども此等の變化 

は絕對的に非ざるは旣に述べたる如く林木の幼怖部に於ける特別なる變化によりて窺知せら 

る、所にして,尙林木が急:激なる生長を保續する場合は年輪密度の割合に遙かに尚き平均値

を示し,又老齢木の邊材に於て屢ま見るが如く甚大なる年輪密度を示す村・部に於ても著しく 

其平均値の低下を觀ざることありて,從って林木個體の生長狀態址に梱I治等も亦多大なる影 

響を及ぼすものなり。

齡線分布數：單位面b'i (板目)內に於ける髄線數」Wちその分布數は最大65.7, ( No. 2.8 (愛 

鷹))より最小30.6, (No. 21(王湖))に互り共平均は44.0個を算せしも一般にヒノキ材に於 

ては27.9, (No.13(小坂))の少數より76.4, (No. 36(日光))の多數に及べり。此等の成績 

を年輪密度の大小によりて分類すれば略i平等に配列し其の間明確なる關係を見出し難しと 

雖も,各自の平均値を比較すれば多少の傾向を示すことありし。即ち年愉密度2乃至6に於 

ては平均42.9, 7乃至11にては44.6,12以上に於ては47.9となり,年倫密度の増大に伴ひ 

て分布數も亦増加する傾向を生ぜり。然れどもこの傾向は年輪密度の2乃至4の如き小なる 

場合は特に明かにして,6乃至10附近は略よ等如こして變化著しからず。年輪密度13乃至 

14以上に至れば増減兩方向の變動をなす場合多し。協線數は幼齢部に於て特別の變化を取 

るのみならず,樹高によりても晶動し,假導管の大小,生態的條件等にも多大の影響を被む

るものなれば年輪密度の大小と一致せざるは當然なりと謂ふを得べし。是れを各產地別に觀 

机ば(No. 5(髙知本山)),No. 8(大杉谷I), No. 26(富士),No. 28 (愛鷹),No.：门(大城 

II)' No.33(束澤II )等は多數にして50以上を有し,No. 4(高知II), No.10 ( C宗), 

No.15 (汝•籠),No.17 (白川),No. 23 (鮫原),No. 24 (濱松),No. 32 (東澤 I ). No. 35 (水 

戶)等は少くして何れも4り以下に屬するを知る。

髓線依:臓線細胞高の平均位と敖線分布數との相乘毛責は軍位而仙屮に於ける髄線細胞ノっ

第二十四表 髓線呈と年輪密度

1绊輪密度［ ク ク

年輪密度 ■110定數 最大値 最少値
】每ノ平均 2毎ノ平均 3每ノ平均

1 2 3 4 5 6 7

2 3 288.4 242.4 262.6
> 271.1

3 8 369.9 225.2 274.3

266.3

4 12 340.7 201.4 261.8
238.9

5 19 279.5 171.0 224.5

> 221.1

6 14 271.4 185.6 231.8
\ 218.5

8

11 247.8 139.8 201.7 1

' 195.5

20 236.8 164.1 200.1
[199.5

9 13 238.4 162.3 198.6

10 15 250.9 152.0 186.7
}189.3

11 6 221.0 167.5 194.1 J

190.1

12 4 206.0 169.2 188.7 !186.9

13 6 199.6 174.3 185.8 J

14

15

3 194.0 181.7 188.5
182.7

2 199.7 148.3 174.0

178.5

16 2 171.8 164.4 168.1
1 170.6

17 1 175.5 175.5 175.5 )

' 179.6
18 4 219.8 133.4 180.3

\ 180.3 *

19 2 185.8 174.7 180.3 /

20 2 203.9 181.6 192.8

備 考 各欄の平均數は測定成績の継、和を奈個數にて除したるもの。
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第二十五表 髓線細胞高と年輪密度 第二十九圖「ヒノキ」分布因子と臆線との關係

異にせる場合の髓線Mは同一地に生ぜる各木の間の羞異より敢て著大ならずと述べたり。麻

年輪密度

1

測定數

2

衆大平均値

M

3

最小M

4

M ノ 平 y.]

5

年・愉密度

2每ノ平均

6

ク

3每ノ半均

7

2 3 7.16 6.03 6.52
] 6.66

3 8 7.98 5.63 6.73 /

6.38

4 12 6.88 5.12 5.86 | 5.67

5 20 8.02 4.07 5.40

6 15 7'59 3.88 5.46 5.32

7 11 7.57 3.65 4.91

8 19 5.82 3.53 4.59 } 4.60

9 15 5.74 3.79 4.62

4.50 總數を示すを以て是れを髄線说の一例と見做し,共成績を各產地別に就き比較せしに最大は

10 15 5.18 3.80 4.28 ：4.40
370, (No.28(愛膽)),最小は138, (No.10(七宗))にして比較的著しき差異を示せり。

11 6 5.20 4.25 4.70 玆に年輪密度の大小に依りて分類すれば成績第二十四表の如く略i年輪密度の増加に從ひ

12 4 4.25 3.96 4.09 1
て髄線ーRは減少する傾向を認むべし。然れども此の減少の狀態は一樣ならずして年輪密度

13 6 5.38 3.60 4.13

1j 4.11
4.33 2乃至Gまでは急:激に,7以降は漸減する狀態を示し年輪密度1〇以上に達すれば稍不規則

となる。

14 • 3 4.39 3.15 3.70 j 3.74 爷產地別材中年輪密度に比較し髄線員の多き例證を示せばNo. 5 (高知本山),No.13 (小
15

■

4 4.24 3.25 3.78

3.82 贝),No.28(愛鷹),No.32(東澤II)等にして,髄線員小なるものはNo. 4 (高知!I ), No.
16 2 4.09 4.08 4.09 | 4.02 10 (七宗),No.17 (白川),No.35(笠間)等なり。

17 1 -3.90 3.90 3.90 歸線と氣溫竝に雨虽因子:敍上せし如く髓線の細胞高,分布數竝に置f線量は樹高,樹齡

18 4 5.05 3.77 4.39 } 4.30
' 3.65 によりて變動するのみならず,年輪の廣狭とも關係を有するを以て,生態的環境因子•の影響

19 2 4.12 4.12 4.12 をも受くるものと考へらる。

FORSAITI ［氏(1920)は高山に生ぜるBetula, Alniis共他の濶粟圈材に於て歸線の單
20 2 4.07 3.39 3.73

純化を認め,MEYR氏(1922)は落葉樹材は常綠樹材よりも比較的高率の髓線量を有し,

備 考 各欄の平均數は測定成紙の總和を仝個數にて除したるもの。
南カ種は北方に生育せしものより多址の髓線を含むと報じ,Harlow氏(1927)は生育地を
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生誠氏(1929)はも赤松に於て生長旺盛なれば柔技細胞も亦増加し,柔膜細•胞増加すれば生 

長も旺盛なりと論ぜり。

效に本調査成績と「ヒノキ」氣溫因寸とを對照して考察すれば各個股の數從に於ては多少

第二十六表

髄線揪

の變動を有するも共等の平均侦を求むれば左表の

如き結果を示し。髓綵細.胞高は「ヒノキ」条溫因

子の増大する場合は高くなる傾同を右するものゝ
勲線高 曲線數

Ai 4.73 46.4 216 如くなれど,年輪密度の増加が「ヒノキ」氣溫因

A-2 4.53 42.3 193 ,；
子の減少と幾分關係ある以上,こは當然ならんか。

B 5.27 41.2 218
然るに髄線分布數は「ヒノキ」糸溫I天］子の増大に

よりて減少する傾向を示せるが髓線高き場合は共
C 5.24 44.5 234 :

分布數を減すること多きは一般的趨勢に相一致するものと副ふべし。髓線並に於ては「ヒ

キ」氣溫因子Azに於て最小にして,B〜Cに於て坡大となれるを以て,南方種に多珀なり

との說に幾分一致するを見るも,氣溫因子A!に屬するものにも亦比帔的多如なるものめ‘°

は必らずI.も氣溫因子が髄線量の多少に强き蹈辔を及ぼすものに非るものと者へらる〇

次に髄線の各數値を「ヒノキ」雨就因子によりて各平數を求むれば成績左の如くにして,髄

第二十七表

齢線商 脸線數 ・線堆

a 5.35 41.9 227

P. 4.93 44.0 215

4.72 44.0 208

線細口包高は就燥地に於て高くして多濕地に至りて

減少するも,遍線分布數は前者に於て少く後者に

於て多し。此等は臓線の高さと數の一般的傾向と

一致する成績を示し髓線航は乾燥地のものに於て

多く,濕地のものに於て少き結果を得たるも共の

差異は著しからす。斯くの如く各類に分ちて共の

1諷數を此較すれば敍上せし關係を示せしも,此處に各個體に就きて之を檢討すれば大小の

變動著しくして必ら上し・も氣溫因子の珀大と髄線並のそれと一致することなく多少斯るの傾

向を有することあるに過ぎざるものなるべし。

新線の其他の性質:一般にヒノキ科植物の材は單列恨f線のみを有するものなれど本調あ 

中には屢七部分的2列のものを,稀に2列乃至部分的3列のものを見たり。此くの如き髄線 

の出現は材質竝に產地と深き關係なけれども槪觀すれば年輪の廣きもの或は南方暖地に生ぜ

るもの即ち髄線細胞高の大なる場合に多き傾向おり〇

髓線間隔は果して樹種によりて特定の値を示すや否や疑問なれども,ヒノキ材に於ては最:

大13.2,最小6.9平均9.7細胞,多くは8.5乃至10-5細胞にして著しき變化なきもの、如 

し。

4.樹脂糸IH胞

樹脂細胞數:樹脂細胞はヒノキ材に常在する要素なりと雖も共數虽は變化著しく .梱齡, 

樹高に依りても多大の變動を示すは旣に述べたる如し。斯く變化し易き要素を以て各個馄の 

性直を比較せんとするは或は誤りたる斷定に陷る慮れなきにあらざれども,各產地別材・數個 

に就き測定せし成紐を比較すれば,共間には自ら琵異の生するを認心べし,本成績に依れば 

單位面仙小に於ける平均技大數は207個,(No. 28 (愛鷹),跟:小數は〇•8個,((No. 22(瀨戶 

川))にして總平均6.15個を示せ!)〇 一般に樹脂細胞多數なるものはNo.1(小林),No.28 (愛 

麗),No. 30 (大城),No. 36 (日光)等にして,共小なるものはNo. 8 (大杉谷II), No.10 
(七宗),No.17 (上松白川),No.18 (赤澤),No. 28 (筮原),No.32 (東潭 H ), No.34(笠間) 

等なり〇

樹脂細胞は--年榆中に平等には分布せざるが故にその敷は年輪密度の大小によりても變化 

することあるべく,本一調査成紐に於ても兩者の相關關係は僅少にして特に密接なる關係を有 

せざるを知れリ〇年愉密度の増大に從って多少樹脂細胞數を増加する倾向あるも,年輪密度 

13乃至14以上に逹すれば反ってi成少することありて,參考材として採取・せし被壓木も,樹 

脂細胞數一般に少數にして年輪密度の著しく大なるに起因するものと考察せらる。

次に一定の幅(1cm.)の年輪中に於ける樹脂細胞數は最大51.8個,(No. 28 (愛鷹)),最小 

0.6個,(No. 22(瀬戶川)及びNo.27(富士 H )),平均880個を示し其間の變動極めて著し 

きを知る。是れを年輪密度に依りて區分すれば約+0-43の相關係數を示し假令樹脂細胞が 

春材末部より秋杜部に多く分布するも尙年輪I黄き場合に多珀にして狭くなるに從って少數と 

なる傾向あり。拒材の大部分は樹脂細胞に乏しきものなれど秋材並:或は秋材率と樹脂細胞數 

との|出には餘り密接なる相關々係なし。•要するに樹脂細胞數は梱齢圈高により變化すると共 

に年輪密度,秋材量,秋材率にも稍影響さるゝことあるも,共他碰・なる原因に依りて變動 

する性質を有す。 ー

樹脂細胞數と氣溫竝に雨址因子:單位面核中の樹脂細胞數を「ヒノキ」氣溫因子•に分ちて 

各iの平均數を比較すれば著しき羞異を認め離く,畢竟する處「ヒノキ」氣溫因子と樹脂細 

胞數の砌係ん贝めて少なきは兩者の相關係數が+0-14に過ぎざる事實に・依りても明かなり。



119

然るに一年輪中に於ける樹脂•細胞數は多少氣溫因7•の増大によりて增加する傾向あり。次に

「ヒノキ」雨量因子による樹脂細胞數の平均數を求むれば,多少雨虽因子の増大に伴ひて細

胞數を增す結果となりたるも兩者の相關々係は極めて僅かなりC

(IV)疵傷の種類成因竝に材質に及ぼす影響調査試驗

一般木材に现はる'疵傷は共秘類極めて多く,共原因に於ても亦直接材部に損傷を與ふる

埸合或は是れに關聯して腐朽,變色等の如き疵傷を誘起せらるゝ第二次的原因をなす場合あ

り。更に二三の疵傷が綜合し以て著しく材・價を損する場合もありて極めて多種多様に亘る感

あるも總て疵傷として認めらる、缺點には是れを生ぜしむる原因を有するものにして,其原

因の函類輕重に因り疵傷の程度も亦自ら輕環を生ずるを普通となす〇林木が一度是等內的或

は外的原因に依りて材部に損傷を蒙りたる場合は共:痕跡は永久に材部に包藏せらる 、 のみな

らす林木は監調なる生長を阻碍せられ終に櫃値なき廢木として山間に放置せらるゝに至るは

屢々實驗する處なり。

斯くの如く疵傷は單に材部に損傷を與ふるのみならず,不整調腸組織を構成する主原因と

認めらるゝに於ては是れが種類,原因を探究するは極めて页要なる事項とな・す°

是れを木材利用上・の見地より觀察すれば,工藝的資材中,奎板蟲害材・或は大節材の如き缺

點を有するがため反って雅致的に賞用せらるゝ場合あるも何れも特種なる用途に限らるゝも

のにして,一般建築材に於て單に疵傷に依りて外觀を損するのみならす不蜷調體組織を誘起

する關係上著しく共價値を減少し,共程度甚しき場合は全く利用に供し得ざるべし。從って

精巧なる器具機械に利用せらるゝ用材は特に疵傷を包藏せざる優良材を必要となす關係5
疵陽に關しては極めて周到なる注意を以て撰木に當るは蓋し當然なるべし。

鼓に疵傷が木材の價値に及ぼす關係を觀るに其第一には樹種に依りて異なる本質的性質竝

に產地の〃n何に依りて評價せらる'もの,第二には木材內部及び外部に現はる'缺點に依り

て評償せらるゝものにして,後者は樹種の差異,産地の相違とは全く關係を有せざるものに

して,兩者は明かに是れを區別せらるべき性質を有す。然るに各樹種に關し產地に依る本質

的性質・即ち林木個㈱が立地的環境因子に依りて賦與せられたる整調材の表徴する性質は個性

と認めらるを以て,畢竟木材・の價値を評定する因子たる品等,等級は資材の外部又は內都に

包藏する疵傷の有無,種類,性質,程度の如何に啲星せらるゝものにして,現在一般木村巾

場に於てTE施せらる、造材檢知の方法に於て造材・批に製材製品の品等・は全く疵傷に據點を置

き共程度に依りて定めらる、は周知の事實なり〇

各樹麻の包藏する疵傷の材質は及ぼす影響の調如に際Iては,各樹亜の表徴する本質的性
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質竝に傷に因って誘起せられたる後天的性質とは明かに是れを區別し・其關係を求むるは極め

て肝要なる事項にして,特に同一樹種相互間に於ける材質を上ヒ較硏研究する場合は輕視し得

べからざる要素となす。從って木材・に關する性質に其本質的性質を表徴する醴謳J材效に疵傷

に因りて生する不懿調材.とは明かに是れを識別し以て同一樹龍相互間の材質の比較をなすべ

きは旣に署者の實驗せし成績に後するも明かにして,.玆に産地別ヒノキ材・に關する材•賀の比 

較亿際しても亦是れが原則に华據するものとす。

此處に於てヒノキに就き疵傷の和類生因姓に材質に及ぼす影響を閘明ならしむるは最:も肝

耍なる事項にして,妓に各地方より蒐集せし供試材に就き林木の生育せし期間中に生じたる 

疵傷を舉ぐれば次の如し。

因に本報吿に福載せし成績は主として解割學的性質に影響を及ぼす因子に就き調在せしも

のにして,材質に及ぼす關係は理化學的性質調査の完結と相俟って詳述せんとするを以て玆 

には其槪要を記するに止む。

(1)ヒノキ林木の生育中に生じたる疵傷の種類

1.樹形の不正に起因する疵傷

1.樹幹の形狀

林木は各個髄の生育せL•立地的環境因了・に直接又は間接に影響を蒙り共圈形に特徴を表は

すは周知の事實にして,樹形を構成する耍素たる樹根,樹,齡竝に樹冠等は相互相關聯して外

觀的に特異性を表徵するは屢々實电する處なり。即ち極めて密なる爵・盟を保てる林內に生育

せしものは樹冠小にして樹梢都に密生し,枝條を诚少して太き枝を有せざる樹形を現はし, 

從って枝ド高大にして樹幹は完滿の形態を示すは一般に觀る傾向とす。是れに反し疎なる滸 

閑を保つ林內に生育せし林木は樹冠大にして枝下低く枝條量大にして枝は太く樹幹は梢段の 

形態を示す。•

此處に於て材質を主眼となす見地より觀れば樹冠の外緣線の色く形狀の特徴缱に構成す〇

枝の形態は第二次的要素と見做し,樹幹の內面的材質の優劣を表徴する外觀的形狀を論據と

なすべき性質を有するものと認む。是れを換3すれば用材を目的とする樹齡都は樹幹直通:こ 

して適當なる枝下為を有し,［丄つ內面的性質としては藥調なる組織を備ふる外面的形狀を基

礎要素と定め,是れに反する全ての場合を疵傷として考察せらるべきものなり,從って年輪 

密度ノ>廣狭と密接なる關係を有する樹冠の大小,枝條の布生の狀況樹根の配置等は重:要なる 

因了・として參照せらる、と同時に立地的環境因了一就中林木の生長と密接なる關係を有する地

方的氣候因子の相違等は輕視し得ざる要素となす。

2. 樹幹の|!1|

造材檢知に於て資材の曲は極めて重要なる要素として取扱はるゝは明かなるも,楓幹の曲 

は單純なる外觀的疵傷として蜥視し彳5ざるは共內面的性質に於て年輪の不鑿調を誘起するの 

みならず,曲材の成因をなし製材以後に於ける製品の品質を著しく低減する原因をなす。

著者が木曾御料地內に於て實測せし成紐に依ればヒノキ函幹材は立木調在本數260本に對 

し66本にして比較的多き傾向を示す。

3. 樹幹の旋回

樹幹の扌戾れの原因に關しては未だ定說を有せざるも大を卓司氏の「イスノキ」に就き調査 

せる成績に依れば,樹幹の旋回せるものは根形も亦旋回するも樹幹旋回方向とは反對なりと 

謂ふ。

ヒノキに於ても斯くの如き關係を有するや未だ詳かならざるも,樹幹の旋回する林木は屢 

々實見するすにして,共程度に於ても亦輕垂あり。旋回の方向に關しても亦樹極に依りて特 

異性を有する學說なきにあらざるも著者が木曾御料地內に於て實測せし成績に依ればヒノキ 

林木の旋回せるものは立木調査本數260本に對し86本を有L ,共內右旋回に屬するもの37 
本左旋回に風するもの49本を有せし成績に徴すれば,旋回方向は一定せざるものと認むる 

も樹幹の旋回は前者と相俟って造材檢知に於ては扌戾れとして重要視せらるゝは唯に外觀的性 

質として觀察せらるゝものに非すして直接,間接に材質を低减せしむる關係大なるに起因す 

べし。

4. 枝條の希生

枝條の着生狀態は樹形を論究するー據點と見做さる'も,樹幹の內面的性質を主 I很として 

考察すれば唯に現在に於ける枝條の若生狀態のみを以て論究するは不充分にして,林木個牘 

の生育せし期｝間中を於ける林況の變移に關聯して生滅せし枝條の着生狀態竝に將來に於ける 

枝條の着生をも考察すべき性質を有す。如何となれば過去に於ける枝條蒞生は現在に於て材 

部に包微せらるる節の有無,大小,種類に關係を有するものにして,將來に於て生する枝條 

ば林木の生長を保續せしむるにも坡重耍なる關係を有するは樹葉を繁殖する機關たるが故な 

り。

旣に苦者の實驗せる成績の如く,梱葉量が闔幹の年愉密度に及ぼす影懇は極めて密接なる 

關係を何するを以て顎れば,年輪密度の整調たるを期すべき爲めには人爲的に樹葉量の調節
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を必要となすべくして,從って枝條の苗生に對する考察は單に節共他の疵傷の除去に止まら 

すして樹幹の驱調なる發達を期し得べき樹栗並の芳生狀態に范眼し,是等の因子を林齢に從 

って完全に保續し得る程度の枝條Stを以て基準とし是れに反する全てを疵傷と見做すべきな 

り。

5. 偏 心 材

整調材に於ける樹心は樹幹横斷面の中心に位置デるを要するものなるを以て偏心材は明か 

輪に疵傷と見做すものにして,直接には年輪の驱調を亂す爲め材質を低減せしむる場合多き 

も間接には其成因が多く樹幹の仙りと相關聯して生ずるが爲め更に第二次的疵傷を誘起しー 

層其程度を增大するもの多きを觀る。然れどもヒノキは他の針葉朔に比すれば偏心材を生す 

る場合比較的少なき頓向あるは共樹幹直通する本質的性質に起因すべし。(第セ五圖版,第 

57圖參照)

6. 復心材(多心材)

復心材(多心材)は一般に出現率稍［僅少なる疵傷に屬するも,ヒノキ犬然生林內に於て 

密生せし稚樹が生長するに從ひて二三の個體は相互に密若し,終にー牍となる例證は是れを 

實見するも,斯くの如き場合に內部には入皮なる疵傷を伴ひ外觀的には股木となるもの多く 

して何れも優良材を得る事極めて僅少なり。(第十五圖版第5S圖參照)

2.內的原因に依る疵傷

1.年輪の不整經

優良材たるべきー要項として樹幹横斷面に現はる年輪は樹心を中央に置き正回に發逹し猶 

且年輪密度均等たるべきを以て,玆に年輪不整・調にして年輪密度均等ならざるものは全て疵 

傷となす。凡そ年輪は林木個體の生長の大期に從って各年周期的に構成せらるゝは明かなる 

も,共廣狭は多種多様なる環境因子•の變化に依りて差異を生-タるも此處に一林木に對する立 

地的環境因子の變化極めて僅少にして猶且林木生長機關の順當なる發達を保績す場合は其年 

輪も亦均等なる發逹を保つべし。年輪の不雄調なる場合は是れに關聯して解剖學的要素の變 

化を誘起するは敍上せし成績に徴し明かなるものにして間接には材質の均等を破り:是れに關 

係を有する他の疵傷の素因をなす場合多きを知る。

2木 理

木理は木材要素の配列の方向竝に年輪の质狹停の材の而に現はるゝ外觀的模様を總師する 

ものにして,立木の場合に於ては觀察し得ざるは明かなるも其成因は林木伽祁の生長と密接

なる關係を有するを以て次の如き種類に類別し麒耍を記す。

(1)木理の精粗

本調衣に供せし試驗材•の範圍內に於て觀れば年輪 I幅の最大を示せしは年輪密度1,2 (參’8 
村日光)の場合にして其最小は年輪密度50以上(參考材主瀧)の如く的眼を以ては全く 

識別し能はざる被壓狀態の場合にして,何れも監調材ーを基準として汚察すれば寧ろ異常材 

に屬する例證に該當するものなり。

斯くの如く異常なる年輪の廣狭を示す狀態は是れを疵傷と見做すは盜し當然たるべぎも, 

材質を低'减せしむる關係は樹幹横斷面上に於て樹心を外側に向つて年輪廣き列府と年輪狹き 

列府の相互に現はるゝ場合を以て最も甚大なるものとなす。

(2) 旋回木理
旋回木理は樹幹の旋回に從つて生ずる疵傷にして林木に於ては樹皮の雖裂の形狀に因り旋 

回の方向城:に程度を識別し得べし。

(3) 交錯木理
樹幹の旋回方向は右廻,左廻の兩者を有するは旣に敍上せし如くなるも共成紐は林木各個 

體の現在に於ける外觀的性質に基きて實査せしものなり3然るに樹幹の旋冋現象は常に一定 

方向に繼紀Sせらるゝ場合少なくして或年代に於ては正常に發達し,他の年代に在りては旋回 

を生じたる場合は屢々實見する處なり。猶且同一林木に於て數年輪刷每に交互に旋回を生ぜ 

しものありて,斯くの如き場合に交錯木理を生するものにして木材要素の配列も亦交錯する 

關係上著しき缺點を惹起するは明かなり。

(4) 戀曲木理

樹幹の1山りは造材檢知に於ける品等正定のー耍素となL共：程度の大小に依り其價値,を定め

らるゝは周知なるも,製材に際して分止りを減ずる場合多く,猶製品に於て,禮曲木理に依

りて目切れを生じ,狂ひの一原因をなす等材質に影響を及ぼす關係火なるを観る。

(5) 雁行木理

凍裂に因りて樹幹の一部に異當なる發達をなせし場合或は胸高直徑大なる林木に於て根元

に近き位置より採集せし回盤斷面の外周に觀る凹凸を生ずる場合に伴ふ疵傷にして,共形狀

推行に似たるを以て著者は是れを・應行木理と稱す。姓に著者が主として潤葉屈に現はるゝ蜘 

蛛乘狀木理として共成紐を發表せしも共外觀的形狀は兩者/似するも共屈折の方向に於て相 

反す。屈折位僅は木理要素の變化を伴ふのみならす甚しき場合は「入皮」を生じ資材:乾燥に
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際して干割を誘起す場合あり。(第十六圖版第泓圖～第64圖參照)

(6)波狀木理

波狀木理(Wellenholz)は一般に樹醉中根張り部或は由1幹材・に於ける河曲部に生する疵傷 

にして繊維は波狀に屈曲し甚しき場合は屈折するを觀る。ヒノキに於ても此の現象を認めら 

れ特に根上り著しき埸合老令木にして樹形梢役を呈する埸合或は太き枝條を有する揚合等に 

達して樹幹の局部的に彎曲する位置に生す。波條木理は樹心より外周に伯Jって稍・傾斜して 

發し林木の肥大生長と相俟って増長するものにして外觀的には樹皮の裕曲に依りて共潜・を 

認め得べし枉板面に現はる紋理は難致的に賞せらるゝものもあるも,木材要素の正常を亂す 

關係上疵傷と見做さる、ものとす。

3.節
節は曲と相俟って造材・檢知上の要素となすも主として造材の外面に現はる'形態の ・［類箇

數竝に大さを標準となし共品等を定めらる,林木に於ける節妓に節の素因をなす枝條は共桢 

類,形狀竝に枝條着生の狀態等何れも外観的耍素に依り觀察せらる、を普通とす。斯くの如 

く外觀的耍素に基きて林木個册の價値を評賞せらる、は總て木材・利川上現在の状態を以てお 

察せしに過ぎざるものにして,本調査の主眼となす材質の生態的硏究に當りては節立立に節の 

成因をなす枝條の者生,種類,大さ共他の因子が材質に及成す關係を調夜すると同時に林木 

個相つ生長；伏態と相俟って過去に於ける節の構成狀況竝に將來に於ける枝條の淅生即ち枝下 

高に對する梱冠との關係を考察せざるべからざるものなり〇從って木材成格上節の節類は多 

く「ヒノキ」透材姓に製品に於ても是等の適用せらる、場合勘からざるも,共成因竝に材質 

に及ぼす影響を硏究するは本調在に對し極めて肝要なる事項となすは,敍上せし如く樹高に 

依る木材要素の變化に關する解剖學的試驗成績竝に著者の調如に係る林木各個牒の生育狀況

に關脱して現はるゝ節の配置立立に種・類に依り明かとなるす

4.桶(陽嫁)

各樹酿に生する描の生因に關しては旣に調役せられたる成績勘からすして,其成績に依れ 

ば樹幹の曲,枝條の蓿生の不均等,側•糜木或は風衝地帶に生育せし林木等の如く,樹幹の 

受くる壓カの不均等に主因するものあるは周知なり。ヒノキに生ずる檔も亦共成因を等しく 

する場合多くして共程度甚しき場合は樹幹に生する縱膨れに依りて外觀的に認、められ製村に 

於ては正常材に對する色調に依り容易に識別するを得べくして共存•在は明かに醒謳腮組織を 

亂すのみならす組織の不均等を生するがため,林木に於ては目割を生する原因を與へ猶且製

材にありては工藝的性質を低下せしむる事著しきがため木材規格に於ても亦螂視し得ざる缺 

點と見做さる。(第十九圖版第73圖～第76圖參照)

5.空 洞

空洞は心材•腐の結果生ずる疵傷に屬するものと稱せらる、も猶硏究を要する事項となす。

ヒノキは他の針葉樹に比較すれば空洞を生する場合僅少なる傾向あるも尙幹腐根腐及株腐の

例證を求め得べくして著者の觀察によれば槪して老大木に多くして就中生長状態の不均等な 

りしもの,目割を生じたるもの,滿裂を生じたるもの,甚しき入皮を生じたるもの槍折木, 

多心木等の如き缺點を往々包藏する林木に第二次的關係に依りて生ずる場合多きもの、如 

し。本調在に於ける如く產地別に依る材質の生態的比較試驗にありては林木の立地的環境の 

差異に關聯し共生因竝に出現する機會の多少に就き考究すべきもの多きを知る。

(第十五圖版 第60圖參照)

3.外的原因に依る疵傷

1.知裂(凍裂)

一般に席裂の生ずる原因に關しては諸說を有するも畢竟する處氣候寒冷なる地方に生育す

る林木は氣溫の低減に依りて材部に含有する水分を氷結し,極めて異常なる緊張狀態に於て

1'1然に咖さるゝを以て,此處に局所的氣候の變化に因る第温の上昇,或は主風に依りて樹榦

に動搖を與へらるゝが如き第二次的原因に依りて遂に樹幹部に踱裂を生するものと考へられ 

時には著しき氣溫の低減に因る場合もありと謂ふ。

ヒノキに關し著者の觀察せし成績に依れば木曾御料地に於てはヒノキ天然生林の上部限界

阳近にして冬期に於ける主風の吹き上ぐる澤通り兩側に屬々見るものにして,霜裂による被

術木は立地的に稍［集團する傾向あり。然して・造材斷面に現はるゝ滿裂は立木當時の方位に

關係少なくして,時には干割の如く放射狀に生ずる場合あり或は時として目割を伴ふものも

あるも,共錬裂は干割の場合と同樣に何れも恨孫泉に從ふ。斯くの如くして生じたる裂は生理

的現象に依り是れが割目の癒合に努むるも終に癒合をなし得ずして幾十年も經過せし場合も

あり,又是れに反して全く共の恢復に成功L罅裂を閉塞し得たるものもあり,從って材班・に

及ぼす影響も亦其程度に依る場合多きも,妳裂は比較的老大なる優良木国樹幹に添ひ縱裂を

生ずるがため著しく價値を減するのみならず空洞(心腐)とは密接なる關係を冇する傾向あ

るを以て利用上带意せらる疵傷に屬す。(第二十圖版 第77圖ー第80圖參照)

2.狷 盹(Frostleisten)
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霜裂に器聯して生する疵傷にして,海裂を生じたる林木は条候の恢復に從って傷口の癒合 

に努むるは明かなるも,逐時冬題に於ける氣溫の低下に依り幾冋も裂を繰返すため傷口兩削 

に平癒肉の突出部を生じ,是れを外觀的に觀れば林木の栋!幹部に從ひて隆起せる縱裂を生じ 

共の傷口には樹脂の膠着するを狀態に示すものにして,從って ‘席师：は樹脂‘割,蛇下り,縫 

の如き俗關あり〇術腫の程度比較的輕小なるか又は局所的なる埸合は癒合せんとして贅生せ 

られたる木質の瘤を生ずる場合即ち霜疳？(Frostkrebs)はヒノキに生する機會・少なし〇此處 

に贅生(Wuchering)は通常の纖維組織の木材要素(Holzelement)の位置に主として柔細 

胞(Parenchymholz)が形成せらるゝ特徵を有するものとなす。(第二十圖版77第圖參照)

3. 霜 膨(Frostball en)
滿裂に依りて生じたる凍裂が數年の後に全く癒合閉塞し,傷口が材部に包藏せられたる場 

合と雖も共影響に基きて樹聯表面に突出部を生す。是れを外觀的に觀れば樹幹に添ひ縦に隆 

起する嶺部を生ずるを霜膨となすものにして共状態は局所部に生じたる孺•に依る隆起と稍・ 

類似す。(第二十圖版第78圖參照)

4. 新 輪(Frostring)
辐輪は外觀的には褐色の輪として一年輪內に生する疵傷にして,淑微鏡下に翻れば被吿部 

は組纖に特殊なる障害を生するを認むべし〇共成因は林木生長期間中氣候に急激なる變化〔こ 

因り著しく氣溫の低下せし場合に生するものにして,僞年輪とは明かに區別せらるべきもの・ 

なり〇玆に著者は昭和八年六月宇都宮出張所部內日光御料地にて採集せるコメツガ材を觀る 

に旣に生長を開始せ"し林木は六月十一日早朝の最低氣溫ー 3,8 〇なる異常時降下を示し,附近 

に結氷を見たるが如き氣候變修に關聯し爲i輪を構成せし例證に依るも明かなり。(第二十一 

圖版 第81圖ー第83圖參照)

5. 目 廻(環裂)

年愉に沿ふて生ずる罅裂を總稱する疵傷にして林木には比較的多く現はれ其程度に依りて 

は著しく價値を低減せしむる埸合あり。從って造材檢知に於ても品等.死定の耍素となすは周 

知なり。其成因に關して外的因子就中氣寒因子に依る場合多しとなすも是れと同時に林木個 

傅の樹形の不正なるもの,生育狀態の不验調なるもの,或は入皮,霜裂等の疵傷を包藏「る 

もの等には目廻を生する機會多き傾向あり。風裂は風術地帶又は暴風雨に依る被害として林 

木の甚しく動搖せらる、關係上樹怜內部に裂れを生ずる場合なるも,多くは目廻を生ずるが 

ため目廻なる疵傷に含まる'ものとなす。

是等の傷裂は胸禅直徑以上の悯幹に生じ共弧長及び縱裂の一長さは胸高直徑小なるものは胸 

爲直徑大なる林木に生するものより長大なる傾向あると共に一度目廻りを生じたる林木は外 

界の自然現象に對する抵抗力を減じ度々1-1廻を増生「るもの多く猶且心腐材とは密接なる關 

係を有するを？!见る。 (第十五圖版 第59圖參照) ノ

6.モメ(風揉)

立木を伐倒する際に生する胴打或は「サヮガエシ」「サヮワタシ」をなせしために樹幹鬱 

曲部に「モメ」を生ずる場合多きは屢々實見する處なるも,林木が生育期間中烈しき暴風雨 

の襲來を受けたる場合或は風衝地帶に生育せしものは樹幹部に「モメ」•を生する事あり。外 

觀的には樹皮が水平に錬裂を生するを以って知り,製材・に在りては資材・の・正目,板目共に水 

平に現はる、木材繊維の屈折線に依りて判定せらる。斯くの如き場合は木材繊維は切斷せら 

るゝを以て强度を主として利用せらる、資材には影響を及ぼす處妙からざるものにして多く 

は胸高直徑以上の樹幹部に觀る。 (第二十二圖版 第86圖ー第8?圖參照)

7.入 皮

一般に林木に生する疵傷中入皮は極めて普通に觀るものにして猶且「入皮」は直接には材 

質に損傷を與ふるのみならず,間接には腐朽,變色,蟲害,目割その他の疵傷の原因をなす 

場合多く又林木の製調なる發達に障害を賦與し解剖學的組織にも變化を生ぜしむる等其影響 

を及ぼす程度は甚大にしてつ廣汎なるは輕視し得さるものと認む。ヒノキに於ても亦同樣 

なる關係を有し就中纖前E直通する資材の材面は他の追從を許さざる美税を呈するは周知なる 

も,此處に僅少なる「入皮」を包藏せしため其外觀を損ずる例證は屢々觀る處なり。共成因 

は主とLて外的原因に依るものにして急傾斜地に多き岩石の轉落,隣接木ゐ衝篮 枯犯せL. 

枝條の落ド,風雲被害木,寄紬,共他の自然現象に依り樹幹部に樹皮のー•部を剝解する程度 

の損傷を蒙りたる場合或は生物的原因に依りて樹幹に外傷を受けたる場合等は一般に観る現 

烈にして是れが疵傷の防止を施すは林の生長を鑿調に保^せしむる上にも,又木材利用上に

も極めて肝要なる事項となす。 (第二十三圖版第88圖-第90圖參照)

敍上せし成績はヒノキ林木の生育中に生じたる疵傷の程度竝に生因の槪耍を記述せしもの 

にして實際上に於ては是等疵傷は軍獨に生ずるものもあり又は相互關聯し二碰以上を包蔵す 

る林木を觀る場合ありて何れも林木個健の生育中に於ける立地的環境とは帯接なる關係のff- 
存するを觀る、而して是等疵傷は林木の伐倒以後に於て就中製村せられたる資材・が乾燥する 

に從ひて備々共缺點を増長するのみならす更に干割’才Eひ,帽朽共他の疵傷を誘起し著し<
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その價値を低i或せしむる場合融からざるを以て;岸者は理化學的性質に及ぼす蹈縛に關しては 

後日成績を取纏め報吿の見込とす。

(2 )疵傷に關する解剖學的性質調布

敘上せし疵傷の备亜類中には單に外觀的異常に過まざるものあれど又之を構成する木材要 

素の變化に基く場合も勘しとせず,從って顯微鏡的の調花は共の本俺を闡明ならしめ猶且原 

因を考察する爲めに必耍あれば玆に主要なる疵傷の二三に就きて解剖學的性質を調如し其成 

績を插战するものとす。

1•雁行木理

雁行木理の配列は數十年乃至數百年に:n1りて連績横走すれども年愉幅及び秋材.部はその兩 

側の健全部分に比較して大差なく,異常は唯年愉の屈折部に於てのみ認めらる。該部に於て 

は5乃至15細胞幅を以て假導管の變形を生じ,横斷面にて覗ふ時は不規則なる多伯形を呈 

し,大さも不同,時として甚だ大形となりて水平壁にも數個の小形の重縁孑L紋を有す〇弱斷 

面にては甚しき面屈曲又は旋回を生じ水平壁も屡I側壁に對し斜交し切線重絲孑L紋は雀材秋 

材•共に之を有す。

蘭練は比較的多數にして幅も増加し屢i 2列となり,細胞の形狀不同にして直走せざるこ 

とも少なからず,特に・存材部に於て膨大することあるため此の傾向顯著なり〇樹脂細胞も假

導管,髄線の變化に伴ひて多少變形することあれど特に數呈的變化は著しからず。

玆に數十年を連ねて略［水平に放射狀に走る特種なる組織を有する雁行木理を生すること 

あり〇此の組織の中心部は柔細胞より成り,多員の植：II］旨様物質を含有することもありて肉眼 

的には・褐色を呈し,放射方向に長く仲び形狀不規則にして側壁は强く肥厚し水平壁に單孔紋 

を有す。之等を取卷きて柔細胞假導管(樹脂假導管)を生じ屈轉旋回するも,次第に垂直の 

正常假導管に移行し,時として中央部空虚となりて樹脂を充すことあり。斯くの如き場合の 

雁行木理は坂哲管髄線の變化僅かにして時として水平壁に重緣孔紋の生ずることあるに過き’ 

されど樹脂細胞數の變化顯著にして,1平方耗5〇〜60以上に達することあり,多くは存村部 

中より秋村部に至るまで散在狀,切線狀又は集合狀をなし ,作材末部より秋材都中に現はれ 

たる切線狀又は集合狀配列は共兩側の健全部へも述緻することあれど春材部に散在するもの 

は常に屈折部のみに限らる即ち雁行なりと雖も後者は局所的にして且つ解剖的にも多少七異 

を認めらるゝものとす。 (第十六圖版 第61圖ー第64圖參照)

2.髄線の異常(異常髄線)

ヒノキ材の留線は通常1列,時として2列なるを常態とするも異常的には3列以上に及ぶ 

ことあり。斯る場合は各牘糸泉細胞の長さ,大さ,配列等も不同となる傾向多し。此の際髄線 

自身は材質に禾大なる影響を及ぽすこと少しと雖も之と關聯して［殳導管共他の要素も異常的 

となるを常とするを以て一般に材質の低下を來すことあり。

然るに或螞を中心として髄線集合し長く數十年輪を貫きて連續し極めて異樣なる外觀を呈 

することあり。中心部は放射方向に仲びたる柔組織より成り各細胞は大小不規則,厚壁にし 

て「レンズ」狀又は棒狀乃至小回形の單孔紋を有し,往な著しく樹脂樣物質を含む。之を取 

卷きて柔細胞狀假導管ありて形狀不同にして屈仙旋回し,水平壁及び側壁倾斜せる切線壁に 

は多數の小なる回形の巫株孔紋を有し,その開口は多くは「レンズ」狀にして輪帶の外緣に 

逹することあり。此等の中心部の外周には複雑に屈仙旋回辻る假導管と放射狀に配列せる多 

數の隨線あり,髄線は殆んど常に多列にして形狀甚だ不規則,分岐又は合范し複雜を極め各 

細胞も大小不同なり。假導管は往々切線面重緣孔紋を有しその形狀略正回に近く,開口は回 

形乃至椅回形にして輪帶の外緣に達すること少し。

中心の組織が小なる時は集合する髄線も亦少數なれど次第に大となれば榄i線數莫大となり 

變形も亦顯著に行はれ此等が更に朶集する時は遂に材・質の外観にも影響するに至る。

留線の集合又は變形屈仙は中心組織のなき時にも現はるゝことありて,恐らく上述せし場 

合の起始部或は終末部附近に該當するものと推定さる。同樣なる異常配列は節の卷込まれた 

る場合,その外側の年輪に於て或は外傷癒合したる場合その附近の年輪に於ても常に認めら 

るゝものにして同時に假導管の變形屈曲も著しく誘起せらる。(第十七圖版 第65圖ー第68 
圖參照)

3.絞 笹 奎

笹奎の中心となる褐色斑は樹脂様物質を充し,是をベンゾ丨ル共他の溶媒にて取り去れば

一種の空洞となる。此の周圍を取り卷く組織は不規則なる厚壁柔細胞にして次第に柔細胞狀 

假導管より假導管に屈曲旋回しつゝ移行す。

笹奎の緣邊をなす黑褐色乃至淡色の境界部は假導管配列の急激なる變化を認め,多くは樹

脂細胞も此の境に沿ひて群集し髄線も異常となり假導管の屈曲に伴ひて集合旋回す。然らさ 

る場合即ち外觀上鯉微なる時は幾分雁行木理に類似する構造を有し髄線の異常も上述の場会 

及び外傷の際に觀るが如き性質を示す。(第十八圖版 第69圖ー第72圖參照)

4.異常假導管
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假導管ほ普通紡錘状なれど疵陽を包藏す材に於ては距々なる異狀を呈するものにして‘ヒ 

ノキ材の如き針葉樹材の疵傷は殆んど常に此の現象を伴ふものと謂ふを得べし。敍上せし如 

く雁行木理,笹絞生材等の他,節の周圍,入皮の部分等｝て於ても亦所謂ヒノキ德利病材,異 

常生長昂進材等に於ても現はる'現象なり。多くは假導管の屈仙,旋回,分岐(先端)幅及

び壁厚の不同即ち一部分の膨大を生する現象あり〇

5. 梅

柵材の構造が正常材一と異るは HARTLG氏(1866)の研究以來多く認められたる所にして 

ヒノキ材の假導管に於ても細胞間隙は顯著となり,之を70 %の硫簸(H^SO」)にて處理する 

時は膨潤して放射線を認めらる、に至るも他の樹压に於けるが如く著しからざることあ！,°

秋材假導管の切線壁には多數の孔隙ありて稍七蝶旋狀に旋回す。

髄線は比較的髙くして時に2列のものも現はれ稀に異常の認めらることあり,春村の放射 

壁上の重緣紋は1列にして小さく桁圓形を呈し,クラスレー(舊却)サオ"線)は"在するも 

鮮明を缺くこと多し。(第十九圖版 第73圖ー第?6圖參照)

6. モ メ
風其他の外的原因に依りて生する「モメ」は木材構成要素の器械的破壊を見ること多くし 

て即ち假導管壁は細かく裕曲し著しき時は切斷するに至り,ヒノキ材に於ては斯る破環紐は 

槪して板目,ネ正目に於て水平の方向に現はる傾向あり。觸斷面に於ては髓線細胞の變形の他 

假導管は分離して上下に長き菱形の間隙を生することあり。經斷面に於ては瞬線及びその上 

下に於て特に强き破壊を見ること多し。(第二十二圖版 第86圖一第8?團參照)

7. 凍 裂

林木に凍裂を生じたる場合是れが回復に努むるため一建の癒合組織を形成するも裂け「】此 

だしき場合は共の回復にも長年月を要し(時として不可能となる)從って疵傷部も亦膨大す。 

凍象を生じたる以後に形成されたる癒合組織に於ては假導管は一般に短小にして屈折變形 

し,傷面は•柔細胞より成る癒合組織にて蔽はるゝを以て,樹脂に富み肉眼的に濃褐色を呈 

す。髓線はその數を増加し列數も多くなり各細胞の大さは不同なること多く,就中樹脂細胞 

は多數となり,裂け目を中心として數耗の幅に亘りて年輪中平等に分布するも時として多少 

切線狀或は一年輪中に數列現はるゝことあり。前者の場合は恰もマキ,ナギ材に見る樹脂細 

胞の配列に類似し何れの場合に於ても健全部に移行するに從ひ樹隋細胞數も減少し次第に朮 

推に復す。柔細胞狀假導管も)齢現はる’又裂け目が爐着せる場合に於ても尙異常構造を示

すものにして即ち秋村部は殆ど正常材に等しきも〃材部は各年輪每:に入皮狀疵傷部を生じ癒 

合の進行するに從ひ次第に小となる。(第二十圖版,第77圖ー第80圖參照)

8.霜 輪

ヒノキ村に於ける宙輪も他の樹木と同孫幼齢樹及び枝條に多く認められ長さ數楓乃至數ー卜 

輝に及ぶことあり。

被吿は形成府が枯死せざる程度に凍結されたる場合に惹起さるものなれば恢復後年輪內に 

褐色帶即ち滿輪となり現はるゝに至る。該福色帯は黄掲色乃至暗褐色の樹脂樣物質を充滿せ 

る不規則なる肘にして略上年輪に並行して革を一用することあり,或は一部分なることあり, 

これに續きて種々なる形狀の柔細胞ありて多觉の樹脂・を含みて楊色帶を顯・:ならしむ。歸線 

はその數を増加L,EL不規則に著しく膨出し,同時に切線方向又は斜に移行すること多し。被 

吿當時の木化不充分なる假導管は往々變形皺仙し,恢復に際して生ぜる柔細胞導管は哮とし 

て著しく大形となり空洞狀の觀を呈することあり。

宙輪は晩なi•によりて春材中に,早宙によりて秋村中又は年輪界に形成さるゝもその解剖學 

上の性質は畔丈同樣なるを以て後者も亦僞年輪とは明かに區別せらるべきものなり。 (第 

二T・一圖版 第81圖ー第83圖參照)

9•入 皮

外傷共他の原因によりて形成層の一都が枯死したる爲’樹皮の一部が材・中に包藏せられて 

入皮なる現象を惹起す。初期に於て入皮を包囲するは所謂傷害組織にして,主としてJ卓膜・柔 

細胞より成り多並：の樹脂樣物質を含有す。之れに績きて柔細胞狀假導管を生じ漸次恢復：する 

に至るもその間樹純に依りては種々異る構造を示す。即ち Abies, Tsuga, Picea, Larix, 
Pseu dotsiiga 等に於ては外傷樹脂滞(Traumatic resin canal)を,Cunninghamia, Sequoia 
其他に於ては傷害髄£線假導管(Traumatic ray tracheid)を生ず。

然るにヒノキ材に於ては外傷樹脂溝を形成することなく又Holden女史の報ぜる如き髄

線假導管も認められざるも姓に著しき特異彳生を示すは樹脂細.胞の配列とす。即ち或る場合に

於ては入皮の部分を中心として樹脂細胞の集合せる帶は切線状の配列を呆,し,繊維方向に長 

く連績する時は樹幹に添ひて上下數米に及び肉眼にては黑色の線として認めらるものにして 

著者は既に是れが調査成績を發表し脂線と命名せり。

又集合樹脂細胞を生することなく樹脂細胞は年輪中に均誓に分布し入皮部附近に多く兩刪 

に進むに從ひ急激に減少する場合もあり。
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斯る樹脂細胞配列の變化はヒノキに限られすして,サハラ,アナスロ,ネズコ等のヒノキ 

利柄物の材一に於て認められ,スギ,クイワンスギ等も略土同様の傾向を示す。然るに力ウヤ 

マキの如く樹脂細胞を常存せざる材一に於ては入皮の部分を包固する傷吿：組織の他,特異の厚 

膜細胞を生するのみにして敍上の如き樹脂細胞の形成を見ざるは明かなり〇 (第二十三圖版 

第38圖ー90圖 第二一［•四圖版 第91圖ー 92圖參照)

10,節
中節以上の健康節の材は中心部の年輪幅の稍大なるも次第に狭小となりて,共.間題に移行 

し,一般枚材•に觀る性質を示す。然るに假導管は春材部に於ても比蛟白勺厚壁にして切線方向 

幅は放射・方向よりも遙かに長く,切線壁は往々波狀に屈曲し先端は瓯々變形することあり, 

髄線は一般に甚だ低くして多數生じ,梱脂細J!包は莫大にして一平方桂中平均50-100に達す 

る場合あり〇

節はそれ自身庇傷て％せらるゝも是れに接する材部の組織に期しては外傷的影響を及ぼす 

關係上節の周圍に於ては敍上せし如き假導管の異狀,髄線の變化を誘起すると同時に,樹脂 

細胞の培加或は集合狀配列を生する爲め外觀的には脂線を觀る場合多し,

(3)考 察

總べて水材・は駐調なる組織をは以て構成せらるゝものを優良材と認め,不醴謳)なる組織を 

包藏するものは是れを優良村と認めざるは著者が屡上論及する處にして斯業に於ても亦林木 

に生じたる不歴調なる組織は一般に疵傷として取扱はれ,木材・利用上に於ては缺點として品 

等竝に價値の査定に資せらるゝは周知なり,,

從って疵傷の種類,程度は極めて多師多樣に亘り,材質に及ぽす影響も亦輕重あるを知る 

も是等疵傷は林木の生育中に被りたるもの及び于割狂ひ,變色,腐朽共の他立木伐採以後に 

於て資材ーの取扱ひ方法に關聯して生するもの等に大別し得べきは敍上・せし成績に徴し明かな 

り。

されども兩者・は決して別個に考察せらるべきものに非ずして共の間には密接なる關係のな 

在するものにして寧ろ後者は前者の如き疵傷の包藏せらるゝ結果として誘起する埸合勘から 

すとす。

本枢吿はヒノキ林木の生育中に被りたる疵傷に關し槪耍を掲載し,主として疵傷の原卩ゝ1 に 

依り樹弥の形状,內的原因竝に外的原因に大別せしも實際上林木に・觀るに疵傷は相互相關聯 

L-C・生する場合極めて多くして,更に疵傷の成因に就きて観れば立地的環境因了一とは密接な

る關係を有し樹幹の仙の如く樹幹の形狀に屬するものは主として林況,地況に關係を有し共 

の出現は普遍的に非ー尹して珈ろ局所的環境因子に依る場合多く,內的原因に依る疵傷は直接 

には林木の生長現象と相俟って構成せらる場合圜からざるも是れ亦前者とは棺關聯して生ず 

る場合多きを認む。

然るに外的原因に依る疵傷就中,凍裂,滿輪,目廻り,モメ等の如きは氣象因子の異常狀 

態に匝接起卩ゝIする場合多き感あるも,立地的環境因子竝に他の疵傷に圖聯するものなしとせ 

す。又入皮の如く外的原因就中生物的原因に起因する埸合比較的多き疵傷は極めて普遍的に 

生する傾向あるも共の根本的原因を詮索すれば何れも立地的環境因「とは相離るべからざる 

關係の潜在するを知る。

此虑に於て林木一個閲に就き者察するに木材構成要素は樹高,梱齡に依りて變化するは旣 

に敍上せし成紐に基き明らかなるも共の變化は決して偶然的に現はる、現象にあらすして林 

木の生長とは密接なる關係を有するものにして,是れセ換言すれば林木;こして聽調なる生長 

を持續し日・つ疵傷を被らざる場合は木材一要素も亦正常に發逹し所謂先天的個性を表徴するを 

知る。是れに反し林木の生育中に被る疵傷就中不聲調なる生長を持續せしもの又は形成屈に 

被害を被りたるものゝ女nきは必ず常在的竝に非常在的要素の配列,分布,多宾,形狀、序に變 

化を惹起するに止まらず是れ等疵傷にして一度樹幹部に生すれば永久に消滅する事なく共の 

他の缺點の原囚をなす場合多きため監調なる生長を期し能はざるは葢し當然なり。

此處に於て是れ等の疵傷の成因竝に性狀が著者の類別せし環境區に對し如何なる關係を有

するかの事山を知る極めて垂耍なる事項となすも共の間には稍土抜難なる關係の介在する感

なきにあらす。如何となれば總て疵傷は林木の先天的個性に對して第二次的原因に依»>て侦

與せられたる現象にして共の出現は必然的に非ずして却って偶然的原因に支配せられ給且っ

局所的環境に基因する場合多きに據る。兹に是れを例すれば樹幹の曲!)は主として林木生育

期間中に於ける林況の推移に伴ふ隣接木の側厘に因るもの多く,內的原1火］に風する木理の精 

粗は林木生育中に於ける樹冠の發達の如何に影響せられ何れも豫期し得ざる環览の偶然的變 

化に基くを知る。就中外的原因に風する凍裂の如きは氣候の異常的變化に主因するも,著者 

の覲察せし成績に依れば被害木は比較的集團せる地域內に數多認め得べきも是れに隣接する 

立木にし・て全く被害を被らざる健全木の現在するを見るが如きは共の適證と朗ふを肖べくし 

て,是れを以て觀るも林木の生育中に生する疵傷は多く局所的環境に依って林木各個盧に賊 

與せらる、所謂第二次的現象たるは明らかなり。
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斯くの如き見地に據りて匕ノキ天然生休より產出せらるゝ林木の包藏する疵傷を考察すれ

ば共の種類,程度の統計的出現率の多少に依りて各環境區相互間に於ける逐異を求め得べき

も,本調査の主眼となす產地別材に關する材質の生態的調査に於ては却って疵傷を生ぜしめ

たる原因に據・動を置き以て各環境區相互間に於ける關係を考察するを肝耍となすは林木生行

中に生する疵傷の多くは第二次的原因たる關係上合理的なる施業方法を實施する事に依りて

人為的に軽減せしめ得る場含多きを認むるにあり。

木試驗は共の原因を考察する根本的要素として解剖學的性質の研究を行ひ共の成績を捐伐

せしも之れを以て直ちに環境區に依る差異を論及するは猶不充分にして理化學的性質に關す 

る成績と相俟って其の關係を關明ならしむる必要を右・するは林業の主牖たるべき森林の更新 

立立に產物利用とは相離るべからざる相互關係の實在するを以って明らかなり。

依って本試驗に於ては疵傷に關する解剖學的性質を記述し材・質に及ぼす影轡の一端を汚察

するものとす。

V.總 括

木材が產地に依り材質に優劣を生するはJ般に認めらる"現低にして,其結黑直接には木 

村用途の適否に關係を及ほし,間接には價(直の右無,程度に影響する處炒からずC然るに斯 

くの如言現象は軍に偶然的に表徴せらるゝ性質にあらすして,凹かに幾多の原因の1?•在すべ 

し。此處にヒノキに關する材質の生態的調查を企圖せし所以は同一樹睡の康！也別に依る材質 

の比絞に貪せんとすろのみならすして,ヒノキは斯業上!£要視せらる、資材・にして猶且・比較 

的廣汎なる地域に亘り・て造林せしれんとする倾向顯著なるを以て,材質に優劣を誘起せしむ 

る原因を探先し以て林業經磐上極めて肝要なる基礎的要旨を指示し參考に供せんとするにあ 

リ。

木調査・に先立ち・て,本邦肉地に分布するヒノキ天然生林の現況を知り,且又是れに雄聯し 

立地的環境1の差我•を豫め調査し適當なる因子に基きて環寛區に類別するば,試驗遂行上肝要 

なる事項と認めらる亠を以て,著者はヒノキに關する生長現织に準據して,ヒノキ氣温因了・ 

並にヒノキ雨員因子を査定し,前者をAl, An B, C,後者を« (乾燥),卩(適濕、,'(多濕) 

等の環哓區を定めたるは旣に前號を以て報吿せし處なり。

木報吿は共の基礎的眦•論に引繼き各產地及び種々なる環墮:の下に於けろヒノキ村に就制祥

剖學的性賈を新’先し,併せて生育申に被りたる疵修の數例に及びたるものにして,理化學的

性質に關する戒績並に總括的結論は後白報吿せんとす。

玆に木調査試驗に關する成績を耍約すれば次の如し。

(1)一般にヒノキ材は假導管,留線,樹脂細胞等の常住的要素,並に柔細胞狀低導管, 

m害柔細胞,トラベキュレ等の非沿在・的要素より構戊せらるaも,此等の數並的性質は樹的 

樹高,位置,生育狀况,傷害の多寡共他の條件によりて種々變化す。

(2 )ヒノキ天然生林木の正常材に於ては假導线の長さ,大さは杭蹄と共に變化し,始め

の二三十年間は急激に増加するも,五六十年頃より次第に緩徐となり,約八九十年乃至百二

三I・年以後に至れば或る範園內を變動しつA略］同長を保持す。此の;状態に於ては假猝管の 

長さは2乃至5mm,平均約3.5mm.,春材假導管の大さは橫斷而統として,1200乃巨1500 

〃”あるを聖験!とす。

(3 )假導管の長さ及び岡断面の大さは樹高に依りても變化す。假導管の長さの平均數は

地1-・より4乃至9ni.其の大さの平均數は］乃至5m.の部分に於て最大にして,此の位置よ
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り上方並びにT方に向ひて次第に減少す。

(4 )髓線の細胞髙,分布致・髄線址も樹齡と共に變化すろものにして,初齢部に於ては 

其の細胞高は甚だ低くして,ー乃至吸細胞高の歸線甚だ多數を占め,高さに於けろ細胞數の平 

均値(250乃至5Q0個)は大約2乃至3內外なる埸合多し。然もに髄線の分布必は著しく多く 

して,一平カ耗中に於けろ平均數は70以上に達すること妙からす。樹齢を加ふる從ひ細胞 

高は増し,分布數は減す・ろも,此の傾向は中心部に特に叨かにして,二三十年乃至四五十年 

以後に於ては,樹齢の増加による變化よりも,生長前(肥火)の大小による變化顯著に現は

る、を兄る〇

(5)髄線の細胞高,分布數,踐線虽ほ樹离に依りても變化すれど,細胞高は尙年輪册刀 

大小によりても變動するを以て,•一定の關係を認め難し。單位而積に於ける分布數は樹幣部 

に於て最大,樹底部之に次ぎて多數あり,此等の屮間に,最少數を右する部分ありて普迪地 

上より3乃至11m.の高さに當る。聽線节は單位而積に現はれたろ蹄線細胞の德數にて示せる 

關係上,此等兩者の變化に從ひて變化するを以て,樹梢部と樹底附近に於て大にして,その 

中間,卽ち3乃至Um.の部分に於て最:少位を示すを衅洒とす。

(6 )單位面技に於ける樹脂細胞平均徼も樹离に依りて變化し,樹捎部及び樹氐附近に於 

て核多數を•此の中間,多くは地上より3乃至13m.の那分に於て最少數を示す。

(7 )此等の變化を老慮しつ、ヒノキ天然4林木の名•產地測供試材三十六個磚を」•匕較すれ 

ば次に述ぶろが如き關係あれ»も,各要素のI也力的差異は地て漸變的にして且一定の箱圍I勺 

に限らるゝを以て,品種或は系統等に分つべを確然た〇論據又は必亞を認め難し。

(8)僞年絵の出現率はヒノキ氣温因子Bの地に於て17乃至80% (平均約40俗),A«の地 

に於て〇乃至40% (平均約1〇%),Aッはその中間に來りて略、南方又は海抜高低さ地方より 

產出すろものに大なるを兄ろ。

(9 )秋材吊：はヒヮキ氣温因r-A.の地に於て40乃至150〃(平均約80"), Bの地に於て80 
乃至190〃(平均約124〃),Aよはその中間にあろも,南方のAi地產のものはBJ也産のものに 

近ぎ鄭直を示せり。秋材率は各氣温因了・の地、ー於て何れも約5乃至"％の範圍に亘るも,大 

なる率を示すものは南方又は海拔高低音地方より產せるものに多し。年輪密度の増加に伴ふ 

秋材率の變化は’治に増大する塚洽<南方又は低地產り)ものに枷著)と,或る程皮(普逆年輪 

密度13〜19)以上は再び減少する製合(北方又は高地産のものに顯著)とあり。

(10)個導管の長さの均’數(250木)は約3. mm •より3.8mm.に亘り,呑材假導代!•黄W

面横。)大さは(約200乃至300個平均)1000,乃至1600./パの範圍に及び,産地による著しき 

差異は認、め難し。假源管の壁配はTヒノキ」氣温因子A】の産地のものにては,春材1.7乃至 

2.2〃(平均約18“),秋材3.3〜4.2 (平均37心,B0)產也0)ものにては春材1.8乃至2.1«(平均1.9 

/り秋材3.6〜4.2河平均38.Qにして大差なけれども,南方のA地産のものは厚壁にして,北 

方のB地襦のものは薄壁を右する傾向あり〇

(11) 恨f線の高さに於ける細胞數の平均値は約3乃至7,單位而所中の分布吸は31乃至66, 

單位而紙申の細胞總數による臆諜址は140乃至370に亘り,此等の數虽は主として年輪密度 

の火小に從ひて變化するを以て,產地による差異著しからず。名・氣候的環度區に分ちて得た 

る平均數のみを比帔すれば,厂ヒノキ」•氣溫因子Ai地産のものはB地のものよりも髓線判］胞高 

は低く分布數は大匚,圈線・:は殆ど等しく,「ヒノキ」雨策因子aの產地のものは,のものより 

も細胞高は大にして,分布數は少く,戲線景は稍大なる傾向を示せり。

(12) ?花位而積中の樹脂細胞平均數は〇・$乃至21個,平均6.2個あれど產地にょ〇 一定の差 

異を認め難く,特に南方父は海拔髙イ氐ヨ地方產のものに多吸なりと決定するを得ざるもの、 

如し。

(13) 樹皮の外觀と內部構造とは多少關係を右するものにして,ヒノキ靭皮に於ては,そ 

〇)要素の配別は周期的にして此の變化は材郁の年輪の廣狭と略、一致す。故に“勒皮には年 

輪に該當するものなし’‘との從來の說は穩‘當なりと云ふべからす。

(14) ヒノキ村の生育中に蒙る假瑾は膨成層の被害に基因するもの多きを以て,顯微鏡的 

にも亦特異構造を示すことあり。

(15) 斯る假瑾は材の常在的並に非冷在的要素の配列,分布,多宾,形狀,等に彩響する 

こと多きを以て,木材要素の性質を比較せんとする揚合は疵侈の有無を考慮する必耍あり3

<16)疵傷はそれ自身?&に存在するのみならず,和關喩して現はる、堤合,或は二次的に 

起成することあるを以て,材質に及ほす影標を單ーに考察すべからず。

是れを要するに實際事業遂行上優良材の生產を期すペき目的のためには木材を構或する耍 

素は總て正常なる發達を持續せしむるを緊要となす。從ひて立地的環覚〇)ー差異に因る影響を 

熟知し以て適應する旋衆方法を宵施し,猶比不整調體組織の原因を搆成する範傷は是れが防 

出に努むるを要す。

木報告に揭載せし試驗成績の範圍內に於て産地別ヒノキ材の材質を比蛟すれば,立地的環

填の差巽に依り谷々特異性を表徴するを認め彳小べし。然れども木材要素の變化は唯能らに外
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起すろ事なくして何れも林木の生長とは密接なる關係を行すろは叙上せし成績に基ヨて明か

なり。從ひて氣候的環暁因子の異ろ地方に於ては僞年輪の出現率,並に秋材率は温暖なる地

方に大にして,假導管の壁甲も亦温暖なる地方に大にして寒冷なる地方に薄ミ傾向あろは生

長期間の長短に主因すべく,協線細胞高は恋冷なろ地方に比校的低く,乾煥地は多泓地より

高けれども其分布數は却つて僅少となる倾向あるは蒞し立地的環境に依るべく,相脂細胞の

多少には著し言關系を認められざるは畢竟局所的環堂の影響比較的大なるに因ろなろべし。
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STATION OF THE IMPERIAL HOUSEHOLD.

Vol.II, No. 3.
(1934)

Ecological Investigation on the Qualities of the Timber of 
"FIINOKI" Chamaecyparis obtusa S【EB・ et ZucC.

Report IT
By 

TOICHI MIYOSHI 
Resun 〇

It generally ol served that t*mbers produced form different localit'es 
have different qualities and have great influence on the value of timber 
with reference to the environment. These characteristic have been since a 
long time looked upon as important facts in forestry, but no accute research 
lias been tried to investigate their relations.

Ihe principal object that 1 had to investigate the qualities of timber of 
"HJNOKI” Chamaecyparis obtusa Sjeb. et ZuCC. ecologically is to compare 
the characters of wood of the same species from different localities ：in-l to 
show important factors in management of forest. For "H INOK I" is con- 
nidered 〇 be valuable timber wood of superior quality in our country and 
"as a great tendency to be regenerated in comparatively many districts.

B fore L have published this report, I investigated the present condition 
cl "HINOKI” virgin forest which distributed in our country, an I classi- 
lied those localities in to A” A„, B, C, by "HINOKI" Temperature Factor, 
and a (Dry condition), /5 (Fresh condition), T (Moist condition) by “Hl- 
NO1<]Precipitation Factor as reported by the Bulletin of this Station 
Vol.II, No. 3.

According to this classification, 36 standard tehtng materials as shown on 
i'ablel. and over 300 supplementary specimens are collected.

In order to compare the characters of wood of the same species from dif- 
ierent loealities with reference to the habitat, the following subjects were 
investigated:

1. The grosser structure of timder.
2. Anatomical properties of timber.
3. Chemical and physical properties of timber.
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4. IJcl*euts, recognised ：is the final cause of 
unhomogeneous structure of timber.

But, in the present treatihe I shall discuss only the anatomical properties 
of timber and in part of defects, since the other investigations arc still 
unfinished.

I n considering the results obtained from above mentioned experiments^ the 
following conclusions may be drawn：-

(1) The secondary wood ol"Chamaecyparis obtusa Sjeb. ct ZuCC- con- 
of trscheids, rays, and resin-cells as other Conifers, moreover paren­

chymatous tracheids, traumatic parenchyma and trabeculae occur as loss 
common elements. Number, volutne and distribution of thet-c elements vary 
according to the height in stem, age of tree, location of disk, existence 〇’ 

wound, site, habitat, climate and other conditions.
(2) Length and size (area in cross section) of tracheids of normal woods 

from "HIN〇KJ?' virgin foi-csts vary with age. The ratio of increase 
is greater in ycunger part (to 20-30 years), and become sniallcr gradually 
(from 50-60 to 80-120 years), after which the tracheids have almost con- 
stan七length (2-5, average 3.5 mm.) and size (120〇-1500 グ)through sue- 
ceeding rings with somewhat fluctuations.

(3) Length and size of tracheids slso vary according to the height in 
stem. At the height between 4-9 m., it has the maximum length, and be­
tween the maximum siz° in cross section of early wood. They decrease 
gradually upwards and downwards from t.his Ji eights.

4) Height of rays represented by Mean of number of cells>average 
number of rays in a square mm., and j ay volume represented by total 
number of ray cells in a square mm., vary also with age. Tlie height of 
rays is very low in younger part, then th?y become higher and higlier with 
increase in the age of the stem： the number of rays is the largest in the 
first annual ring, and it decrease toward the outside of the stem at first 
rapidlv, then more slowly, up to 20-30 rings. After which the height and 
number of rays vary more intensely with the degree of radial growth 

than the 呻
(5) Height, numder and volume of rays vary according to the height 

• stem No constant relation is found between tJie 1 eight of raysrepre -
ted bv- Mean of number ol"cells and the height in stem. Average number

of rays are the most abundant near the top of crown, and they decrease at 
less height in the stem, then they usually increase again at the stem base.

(6) Distribution of resin-cells varies with the height in stem. The mini­
mum number of them in a square mm. occur in the disk about 3-13 m. 
above ground, and increase from this part upwards and downwards.

(7) Considering these facts mentioned above, we rauy find the i'ollowing 
relations from comparative investigation of woods of Chamaecyparis obtusa 
S]EB. ct KuCC. from 36 localities of "HINOKI" virgin forests. Individual 
variatioiis of nurnbei*, sizち volume and arrangements of xylem elements are 
always gradual and not extreme. Sometimes the variation of one element 
may cause the variation of ethers. There are no evident factors that these 
specimens should be divided into two or mere forma or types.

(8) False annual rings are observed more often in the woods from the 
southern or lower latitude than those in the northern or higher latitude.

(9) Late-wood is 40-150 卩 wide (average 80/z) in the specimens from the 
localities of "HINOKI" Temperature Factor At, and SO-190 “ (average 
124び)in those of B. Generally the specimens from the southern or lower 
latitude have more wide lats-wood than those growing in the northern or
higher latitude with some exceptions.

(10) Tracheids of each specimen are 3 to 3.S mm.long (n.ean of 250 
tracheids), 1000-1500 /j. in area of cross section in early-wood. No greater 
variation of the length and size of tracheids occur in the woods of dif- 
lerent localities. Thickness of cell-walls is measured 1.7-2.2 /t in early, 3.3- 
4.2# in late-wood from the localities oF "HINOKI” Temperature Factor
A i , and 1.8-2.1 /i in early, 3.6-4.2/c in late-wood from those of B. 
It seems that the southern specimens have thicker cell-walls of traeheids 
than those of the northern localities.

(11) Mean of number of ray cells in height vary from 3 to 7 in dif- 
fcrent specimens； number of rays in a square mm. 31-66; ray volume repre­
sented by tot：i 1 number of ray cells in a square min.140-37〇• The speci­
mens i'rom the localities of "HINOKI" Temperature Factor , have smal- 
h r mean in height, and more abundant in number of rays than those of 
B, but ray volume equa 1 in A,. and B. The specimens from the localities of 
QIIINOKIn Precipitation Factor a have greater mean in height of rayS 
and less abundant in number than those of T , but ray volume not equal



(12) Number of resin-cells in a square mm. is 0,8-2.1,average G•劣 nnd 
the distribution of them in the specimens from diflcrcnt localities is varia­
ble It is not observed that the southern or lower latitude specimens ha\c 
mere resin-cells than those of the nori hern or high latitude.

(13) There are some relations between grosser structure oi bark and it" 
internal structure. Arrangement of bast elements of Cliamaecypnrib obtusa 
SiEB et ZuCC is very regular and periodical. Thio per io Heal ari nngc 
meat may correspond to the width of annual rings of wood.

4) Some of defects of wood arising from the damage 〇’ cambium 
during their growing season Glow abnormal structure under the microscope.

(15) These defects have some influences upon th 3 arrangement, 
tribution, shape, volume and structure of xylem elements.

第一圖版



第一圖 版

ヒノ キ材の構造

第1圖 横 斷 面——切線垂緣孔紋の位置を示す。X約300•

第2圖 放射縱斷面——假導管放射壁上の軍緣孔紋及びクラスレー(替稱サ

ニオ線)の形狀を示す。 X約30〇・

第3圖 同 上——髓線の構造を示す。x約30〇.

第4圖 切線縱斷面——樹脂細胞の構造及び假導管の切線重緣孔紋を示す。

X 約 30〇・

Plate. I

ヽVc,od of Chamaccypai'is oldtisa SlEB. ct ZucC-

Fis 1 Cross section, Showing tangential bordered pits. ( x ca. 300)
Fig 2. Radial section, — Showing bordered pits and Crassulae on radial walls °f ,ia' 

clieids. ( x ca. 300)

3. Radial section, — Showing ray cells. ( x ca. 300)

Fi<r A Tangential section, — Showing resin cells and tangential bordered pits. ( x C!1- 

300)





第 二 圖 版

産地別ヒノキ材の構造

1•小林產ヒノキ材

第 5圖 橫 斷 面——秋材宛多くして假導管の壁以は〃く斷而大なう。

x 5〇.

第 6圖 切線縱斷 面——髓線細胞の形狀は不等にして細胞高稍高く分布數比 

較的多し。火5〇・

4•高知產ヒノキ材

第7圖 橫 斷 而——假導管の大さは稍小く壁厚は厚［く秋材Mも亦多し、

僞年輪に富み年輪界波狀を呈す。x う〇・

第 8圖 切線縱斷 而ーー強線細胞高比較的低くして分布吸:少し。(布ガは秋材 

布」に屬す)X5〇,

Plate II.

Wood of Cliuinaccyparis obtusa Si EB. ct ZuCC・ 
No.1,KOBAYASI

Fi<r. 5. Cross section, — Showing wide late wood and thick-walled trachcidcs. ( X 3°) 

Fl”.G. Tangential-section, — Showing somewhat irregular form of ray cells. ( X 。。)

No. 2, KOTI II

Fib 7. Cross section, — Showing fiilsc annual ring and irregular contour. ( X 5°)
Fib 8. Tangential section, Showing height of rays in t< rm of number of cells low, 

average number of rays less abundant. ( x 50)





第三 圖 版

産地別ヒノキネオの構造

5. 高知本山產ヒノキ材

第9圖 横 斷 而——秋ネオ衆」匕較的多くして屬己偽i年輪の出現を見る、假

薄管の大さは中庸なるも壁厚［は稍大なう。x5°-

第10圖 切線 縱 斷 而——髓線細胞高は中廊にして分布數は稍多し。x5°-

6. 高野產ヒノキ材

第11圖•横 斷 而——假導管の大さ中折にして壁归は稍薄く秋材.:多し。

X 5〇・

第12岡 切線縱斷而ー碗線細胞高は低くして分布數稍少し。x

1- -L':\I 

::hI

Plate ITI

Wood of Chaniaccy]Jaris obtusa SrEB- ct ZuCX'-

No. 5,ISIOTOYAMA

Fig. 9・ Cross section, — Showing wide late wood, false annual ring and model ntc siz( 

tracheids. ( x 50)
Fig.10. Tangential section, — Showing height of rnys in term of jiumher ()1("11s 

rate, average number of rays relatively almndant. ( x う。)

No. 6, KOYA.
Fig. J 1.Cross section, — Showing moderate! size of tracheids and relatively thinwall^1 

cells. ( x 50)
Fig.12. Tangential section, — Showing height of rays in term of number of cells low, 

average number of rays comparatively less abundant. ( x 5())
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第 四 圖 版

産地別ヒノキ材の構造

8• 大杉谷產ヒノキ材

第13圖 横 斷 面——秋材量中庸にして假導管の大さも亦中nrなるも壁摩

は稍薄し。假導管の配列部分的に不規則なるを袖 

る 〇 x 5〇.

第14圖 切線縱斷面——髓線細胞高低くして分布數比帔的多し。x5()・

m七宗產ヒノキ材

第15圖 橫 斷 !fil——假導管の大さは中庸にして壁厚は厚く秋材星稍少

し 〇 X 5〇.

第16圖 切線縱斷而——徹線細胞高は稍低くして分布數は甚だ少し。x50>

Plate IV.

Wood of Chamaccyparis obtusa SiEB. et ZuCC-

No. 8, OSUGITANI
F;び ！3. Cross section, — Showing soinewliat irregular ai-rangcmcnt of tracheids. ( X 5°) 

Fig.14. Tangential section, — Showing height of rays in term of number of cells low, 

average number of rays abundant. ( x 50)

No. W, SITISO

ゼig.15. CrosH section, — Showing moderate size of tracheids. ( x 50)
Fig 16. Tangential section, — Showing height of rays in term of number of cells low, 

average number of j-ays relatively less abundant. ( X 50)

15 1<>





第 五 圖 版

産地別ヒノキ材の構造 

12•下呂產ヒノキ材

第17圖 横,斷 而——秋材景比較的僅少にして假導管の大さ並に壁厚Iは巾

庙なう。X 5〇・

第18岡 切線 縱 斷 W——髓線細胞高比較的高きも分布數稍少し。メ"•

14.湯舟澤產ヒノキオオ

第19圖 橫 斷 面——秋材髭：稍多く假導管の大さは中折にして壁厚は稍薄

し 〇 x 5〇.

第20岡 切 線 縱 斷 面——徹線細胞高は槪して高くして分布數比較的少し。

x 5〇•

Plate V・

Wood of Cl mmaecy par is obtiiKa SlEB- ct Zucu.

No.12, GERO.
JFig.17. Cross section, 一 Showing comparatively narrow late wood and moderate 成し 

of tracheids. ( x 50)
Fig. 18. Tangential section, — Showing height of rays in term of number of cells r(1；iー 

tivcly high, average number of rays less abundant, (x 5())

No.14, YUHUNEZAヽVA.

Fig.19. Cross Sf ction, — Showing compnratively wide lute wood and moderate s;ze oi 

tracheids. ( * 50)
Fig. 2〇• Tangential section, — Showing height of rays in term of number of c(l】s l<*s 

abundant. ( x 50)





第 六 圖 版

産地別ビノキ材の構造

16.阿寺產ヒノキ・材

第21圖 橫 斷 而——僞年輪あるも秋材:代大ならず。x5〇.

第22圖 切線縱斷而 徹線細胞高比較的高くして秋材部には切線重緣孔紋

現はる。x5〇, 

侦•妻籠產ヒノキ材

第23圖 横 斷 面 秋材量僅少にして假導管の壁原中/帝なbo 〇.

第24圖 切線縱斷!fn——髓線細胞高稍低きも分布數は比較的多きを示す〇

x 5〇•

Plate VI.

Wood of Cllarnaccyparis obtusa SlEB. < t Zucc.

No.16, ADERA.

Fig. 21.Cross section. — Showing fitlse annual ring and narrow late wood. ( x 50)

Fig. 22. tangential section, — Showing height of rays in term of number of cells lug* 

average number of rays less abundant, and tangential bordered

- pits on summci* tracheids. ( x 50)

No.15, TUMAGO.

Fig. 23. Cross section, — Showing somcwliat narrow late wood and moderate size of 

tracheids. ( x 50)

Fig. 24. Tangential section, — Showing lieight of rays in term of number of cells rela­
tively low, average numbci- of rays fiiily abundant. ( x 50)

23 24





第 七 圖 版

産地別ヒノキ材の構造 

17•上松白川產ヒノキ村

第25圖 横 斷 而——秋村衆僅少にして假導管の壁以薄く樹脂細胞少し

第26圖 切線 縱 斷 而一丁髓線細胞高低く分布數比較的僅少な。。乂 5〇・

19•上松ツメ"澤產ヒノキ材

第27圖 横 斷 而——秋材五::僅少にして假導管の壁J只中帝なbo樹脂細胞

比帔的少し〇 X 5〇.

第28圖 切線 縱 斷 而——徹線細胞高中加にして分布數比較的少なし。x5°-

26

Plate VII.

Wood of Chamaccyparis cbtusa Sieb. ct ZuCC-

No.17, AGICMATU-SIRAKA'VA

Fig. 25. Cross section, — Showing narrow late woo山 tbin—walled tracheids aiul佬'ヾ r(>in 

cells. ( x 50.)

pig. 26. Tangential section, 一 Showing height of rays in term of number of ぐ〇】・ ^°'v, 

average number of rays relatively less abundant. ( x 宀。)

No. J 8, AGEMAl'U-TUMKPAZAWA.

j?；g 27. Cress section, — Showing narrow lute wood and somewhat less abundant resin 

cells. ( x 50)

28. U'angential section, — Showing 1 might of r.iys in term of number of 31* 

relatively low, average number of rays less al)nn(lant. ( x 50)
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•第 八 圖 版

産地別ヒノキ材の構造 MMMUVl
- 
I 
}

2〇•上松黑澤產ヒノキ材

第29圖 横 斷 而——秋材量少くして假導管の壁厚は中庙なう。x5〇・ ・ MXX>

1• 
第30圖 切線 縱 斷 面—— 在線細胆高比較的低くして分布數は中庸なb 〇 x 5〇.

21.王湖産ヒノキ材

第3i圖 橫 斷 而——假導管大当くして假導管の壁厚は中がなbo秋材川:

慳少なり。x5〇・ —--

第32圖 切線縱斷!fil------ B線細胞高比較的高きも分布數少し。x5〇•

Plate VIII.

Wood of Cllamaecyparis obtusa Sieb. et Zucc.

No. 20, AGEMATU—KUROSAWA.

Fig. 29. Cross section, 一 Showing comparatively narrow* late wood and moderate size 〇’ 

tracheids. ( x 50)

Fig. 3〇• Tangential section, — Showing height of rays in term of number of cells rela- 

tivcly high, average number of rays moderate. ( x 50)

No. 21,OTAKI.

Fig. 31.Cross section, — SI lowing huge size of tracheids and moderate thickness of cell­
walls. ( x 50)

Eig. 32. Tangential section, —- Showing lieiglit of rays in term of number of cells re!a-
tively high, average number of lays less abundant. ( X 50)





第 九 圖 版

産地別ヒノキ材の構造

22.王瀧瀬戶川產ヒノキ材

第33圖 横 斷 而——假導管は大きくして壁厚は中庸なう。秋材外:少し。

x 5〇・

第34圖 切線縱斷面ーー髓線細胞高は稍高当も分布數は少し。x5〇.

23.藪原產ヒノキ材

第35岡 橫 斷 而——假導管比較的大にして壁厚は中庸なり。秋材最は少

くして樹脂細胞年輪狀をなす。x 5〇.

第36圖 切線縱斷而——徹線細胞高は高当も分布數は比較的少し。x50-
33

Plate IX.

Wood of Chamaccyparis obtusa SiEB- ct ZuCC.

No. 22, SETOGAWA 
・ f

Fig. 33. Cross section, — Showing somewhat narrow late wood and very large s】z「

tracheids. ( x 50)
Fig. 34. Tangential section, — Showing height of rays in term of ntimlicr of cells rein-

tively high, average number of rays less abundant. ( X 5°)

No. 23, YABUHARA.

Fig. 35. Cross section, — Showing terminal arrangement of resin cells. ( x 50)

Fig. 3G. Tangential section, — Showing height of rays in term of nunil)cr of ccIIr ヽ’め

high, average number of rays less abundant. ( x 5())
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笫 十 岡 版

産地別ヒノキネオの構造

24•濱松產ヒノキ材

第37圖 横 斷 而——假導管稍大にして原く秋材長は中折なり。メ5().

第38圖 切 線 縱 斷 面 榴線細胞高は高きも分布數は少し。(中央には疵傷を

有するを觀る)x5().

耶•富士產ヒノキ材

第39圖 橫 斷 而 ー假導管の長さ短く大さも亦僅少にして壁厚は薄い

秋材筮は比較的少し。X5〇・

第40圖 切線縱斷面——髓線細胞高は甚だ低くして分布數多し。

Plate X.

Wood of Cl k imaecy  pari s obtusa SlEB- ct ZuCXJ-

No. 24, HAMAMATU.
Fig. 37. Cross section, — Showing somewhat large size of tracheitis and moderate width

of late wood. ( x 50.)
Fig. 38. Tangential section, 一 Showing hciglit of rays in term of number of cells rc^n |

tively higli, traumatic structure occur iu the section. ( X「)°)

No. 2G, HUJT.

Fig. 39. C!ross section, — Showing very small size of tracheids an<l thin—wallcd cell>.

(x 50)
Fig, 4〇. Tangential section, — Showing height of rays in t(nn of number of Cells very

low, average number of rays very abundant. ( x 5°)

39 40
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笫十一圖版

産地別ヒノキ材の構造 

29•河津產ヒノキ材

第41圖 橫 斷 面一・春材よ5秋材への移行甚だ緩徐にして秋材景も大な

b 〇假導管壁厚は稍廖く樹脂細胞比較的多し。x弟 

第42圖 切線縱斷而 髓線細胞高は高くして分布數多し。xoO.

32•束澤產ヒノキ材

第43圖 橫 斷 而一 年輪密度大にして秋材最少く假:導管の壁りは薄く大

さ稍大なり〇 X 5〇.

第44圖 切線縱斷而 髓線細胞高は稍高くして分布數は比較的少し。x"

Plate XI.

Wood of Cllatnaccyparis obtusa SlEB. ct ZuCC-

No. 29, K AAV A DU.

Fig, 41.Cross section, — Showing gradual transition of early to late wood, ant, thic】、~ 

walled cells. ( x 50)
Fig. 42. Tangential section, 一 Showing height of rays in term of ninnLcr of 〇 Hs £出ッ 

liigh, average number of rays iclatively alnmdant. ( x 5°)

No. 32, H1GAS1ZAWA I.

Fig. 43. Cross section, — Showing very narrow late wood and very tbin walkd cells.

(x 50)
Fig. 44. Tangential section, — Showing height of rays in term of number of cells rein- 

tively high, average number of rays less abundant. ( x 50)





第十二圖版

産地別匕ノキ材の構造

35.水戶產ヒノキ材

第45圖 横 斷 面 年輪密度小なるため秋材率は小とな歩、假導管は稽

短く壁厚は中庸なb c樹脂細胞春材部中にも散在す。

x 5〇•

第46圖 切線縱斷而 橘i線細胞高は甚だ高くして分布數は比較的少し。

x 5〇•

36.日光今市產ヒノキ材

第47圖 橫 斷 而——假導管の長さ稍短くして秋対书Iく比較的多し。、次’

第48圖 切線縱斷面——髓線細胞高は中庸にして分布數は稍多し。X5(),

Plate XII.

Wood of Cl mmaccyparis obtusa SiEB- et ZjjcC-

No. 35, MITO.

Fig. 45. Cross section, 一 Showing resin ^eells distributed in early wood. (X 5())

Fig. 46. Tangential section, — Showing height of rays in term of number cells ヽ®.'

high, average number of rays less abundant. ( X 50) ...

No. 36, NIKKO. 

Fig. 47. Cross section, 一 Showing wide late wood, and transition from early to 】；山、 .

wood abrupt. ( x 50) .

Fig. 48. Tangential section, — Sliowing height <-f rays in term of number of cells mode­
rately average number of rays relatively less abundant, H

(x 50) 47 48





第十三圖版

ヒノキ異常材の例證

第49圖 異常生長昂進材(參考材日光)の横斷血にして年輪の幅極めて廣く年輸

密度1.2を示す。

第50圖 被壓木(參考材上松)の横斷而にして•年輪の幅極めて狹く年輪密度平均

55を示す〇

第5i圖 被曄木(參考材王瀧)の横斷而にして或年輪は春材狀の部分なく秋材狀

を呈する乙とあ・。X15〇•

第51圖 被睡木(參考材上松)の切線縱斷ififにして髓線細胞高の著しく低く猶"

分布數も少し。x6〇.

50

Plate XIII.

Abnormal woods of Cl minaccyparis obtusa Sirb・ ct ZuCC・ 

Fig.49.Crosssection, showing very wide annual ring- (Density of annual ring 1-2) 

•恥・5〇.Crosssection, sliowing very narrow annual rings in supressed wo(x!・(Densit・ヽ 

of annual ring more tlian 55)

Fig.51.Crosssection of supressed wood, showing an annual ring represcntcd one or tu° 

thick walled Imchcids. ( x 150)
Fig.52. Tangential section of supressed wood, showing height of rays in term of number 

cells very low, avci*agc number of ruys l(es abundant. ( x GO)
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第十四圖版

ヒ ノ キ 樹 皮

第53圖 ヒノキ支配木の樹皮外觀にして罅裂粗なる場合を示す。

第54圖 ヒノキ被壓木の樹皮外觀にして罅裂密なる場合を示す。

第55圖 ヒノキ支配木樹皮つ横斷面にして靱皮柔細胞並に靱皮年輪を示す〇上部

に横斷するはコノレク層にして下部に存するは樹脂道なう。x約4〇・

第56圖 ヒノキ被壓木樹皮の横斷面にして靱皮柔細胞並に靱皮年愉を示す。上都

に斜向するはコノレク層にして中部及び-ド:部に存するは樹脂道なり〇

x 約4〇・

53

Plate XIV.

Bark of Chaniaecyparis obtusa Sjeb. ct ZuCC.

Fig. 53. Grosser structure of Baric of dominating stem, showing gross rents.

Fig. 54. Grosser structure of Bark of dominated stem, showing fine rents.

Fig. 55. Cross section of Bark of dominating stem, showing wide arrangement of B；Z

< lements. ( x ca. 40)
l?ig. 56. Cross section of Bark of dominated stem, showing narrow arrangement of ^:lst

—* elements. ( x ca. 4〇)
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第十五• E!版

疵 傷 の 例 證

第57圖 偏心材の例證にして年輪不整調なる狀態を風る〇

第58圖 多心材の例證にして入皮なる疵傷を仲ふを知る。

第59岡 愉裂材(目廻う)の例證にして牛徑間の中央部附近に環狀に多數現はる。

第60圖 心腐材(空洞)の例證にして共原因は主として凍裂の生じ壮るれめ是"

に關聯して甚しく誘起せし場合に屬す。

Plate XV.

Defects.

Fig.57 Cross section of disk showing extreme eccentricity of growth.

Fig.-g Crom section of disk showing double summit.

Fig.59 Cross section of disk showing ring-sl)ako.

Fig.60 Cross section of disk showing heart-i-ot.

59 60





第十六圖版

雁 行 木 理

第61圖 ヒノキ材の脈行木理の木口に現はれ7e狀態にして中心部を有せざる場

合〇

第62圖 同 上、中心部を有する場介。

第63圖 第6J圖の材の横斷而にして年輪屈折部に於ける異常構造を示す。メ約瀉

第64圖 同上の切線縱斷面にして年輪屈折部に於ける異常構造を示す。x約

Plate XVI.

Notcli grain.

Fig. 61.Cross section of Chainuccyparis obtusa, si lowing annual ring boundariis l；eing 

sharply notched, without central tissue.

Fig. 62.' Cross section of the same species, showing annual ring boundaries being sharps 

notched, witli central tissue.
Fig. 63. Cross section of the Portion of Fig. 62, showing abnormal structure in rcfractc<l 

parts of rings. ( x ca. 30)

Kig. 64, Do. Tangential section, showing abnormal structure in refracted parts of rings- 

(x ca. 30)
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第十七圖版

異 常 髓 線

第65圖 ヒノキ材(No.l・小林)に於ける異常髄線の木口に現はれた狀態。

第66圖 同上板目に於ける狀態。

第6z圖 同上放射縱斷而にして髄線の特異なる構造を示す。X約如・

第68圖 同上切線縱斷而にして異常髓線の集合せる狀態を示す。X約3以

Plate XVII. 65 66

Abnormal rays.
1?: 〇• 65. Crass section of abnormal rays of wood of Cliamaccypai-is obtcta Si KB- ct 多欢し

Fig. 66. Tangential section of the same sample.

Ei«\ 67. Radial section showing curious structure of ray cells. ( x ca. 40)

68. Tangential section showing concentration of abnormal rays. ( X ca. 30)
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第十八岡版

絞 笹 奎

第69圖 ヒノキ絞世奎本オの板目に於ける外觀。

第？0圖 同上横斷面、中央の空隙は樹脂の充滿せる跡。X4〇

第71圖 同上放射縱斷而、下部の空隙は樹脂の充滿せる跡。x40

第？2岡 同上切線縱斷而、髄線及び假導管の異常なる旋冋を示すは前圖に於ける

異常髓線と類似す。x4O

Plate XVIII.

“SIBORI SASAMOKU”

Fig. 69. Grosser structure of f£SlBORI SASAMOKU". (Abnormal structure of
Fig. 7〇. Cross section of “SIBORI SASAMOKU". The cavity with resincous substi"1,,e 

appeai-s as empty part. ( x 40)

Fig. 71.Radial section of the Gaine specimen. ( x 40)

Fig. 72. Tangential section of the same specimen, showing curious arrange inent ・ 

and tracheids as abnormal rays. ( x 40)
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檔材

第73圖 ヒノキ椎材(參考材藪原)の木口・して檔に關聯して樹侔部の突出する

を觀る。猶凍裂目廻う等の疵傷を伴ふ。

第74圖 ヒノキ材(參考材上松)に於ける正常部(下部)と槍(上部)の部分と

の横斷而に於ける比較。x4〇・

第75圖 椎材(參考材薮原)横斷而にして硫酸を以て處理し第二次膜に放射狀榊

仙を生ぜしめたる狀態。xBO〇.

第76圖 同上切線縱斷而にして螺旋狀孔隙の存在を示す。x 3Of\

73

Pinto XTX.

"Red" wood.

Fig. 73. Cross section of wood of Cliainaecyparis obtusa Sjeb. ct Zucc. Showing

part of "red" wood, defects of frost crack and ring shake.

Fig. 74. Cross section of "red" wood (upper) and "white wood"(lower) ( x 40)

Eig. 75. Cross section of "red” wood tracheids after sliort treatment witli sulphuric 点(】•

(x 300)

Fig・ 7(5. Tangential section of "red" wood； showing spiral cmcks in summer tracl函山・

(x 300)
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第二十圖版

凍 裂

第77圖 ヒノキ材(參考材上松)に生じたる凍裂にして裂け目の癒なせざる場合

に屬す、從って樹幹・には霜J匝(Frostlcis(cn)を生ず。

第78圖 ヒノキ材(參考材富士)に生じたる凍裂にして、裂け目と生じたる後全く

癒合せる場合なb、樹幹には縱に霜膨(Frosfballcn)なる隆起部を生ず。

第79圖 同上橫斷而、年愉始部に異常を生ぜるを示す。x 30. ・

第80圖 ヒノキ凍裂材の横斷而にして樹脂細胞は裂而に沿ひ茗しく集かし、年輪

中平等に散在する狀態を觀る。X40.

Plate XX.

Frost-cracks.

Fig. 77. Cross section of wood of fi'ost-cracks of Chamaecyparis obtusa, showing so called 

"Frostleisten".

Fig. 78. Cross section of wood of frost-cracks of Chamaecyparis obtusa, showing so called 

"Frostballen".

Fig. 79. Cross section of the same portion of Fig. 78, showing abnormal structure in early 

wood of annual rings. ( x 30)

Fig. 8〇. Cross section of the same portion of Fig. 77, showing disfribution of resin cells. 

(x 40)



第二十一圖版



第二十一圖版

霜 輪

第81圖 ウラジロモミ(參考材日光)の枝材に生じたる霜輪を示すものにしてヒ

ノキに於ても類似の狀態を觀る。

第82圖 上圖に於ける霜!愉彼害部にして僞年輪とは其性狀を異にするを知る、外

觀的には褐色帶を示す。xG〇・

第83圖 ヒノキ(參考材藪原)の幼齡木に於ける霜輪にして髄線の變化著し3を 

す〇 x 6〇.

Plate XXT.

Frost-ring
Fig. 81.Cross section of twig of Abits homolepis Sjeb. et ZuCC'., showing 30 "国 

rings.
Fig. 82. Cross section of twig of Tsuga siebokli showing brown zone "〇"

ring. ( x 60)
Fig. 83. Cross section of young stem of Chamaecyparis obtusa SlEB. et ZuCC. si】。'ヽい4 

abnormalities of rays in fi'ost ring. ( x 60)



第二十二圖版



第二十二圖版

連 理 材

第84圖 ヒノキ、サハラの連理材。

第85圖 同上癒着部附近の横斷而。x 2〇.

風 揉(モメ)

第86圖 ヒノキ材に生じたるモメの外觀。 84

第87圖 同上切線縱斷•而に於ける組織の破壊せる狀態を示す。x5〇•

Phtto XXII.

“RENRIZAI”

Fig. 84. Tangential section of "RENRIZAI", (Union of wood of Chamaccyparis 〇1加」 8«

and C. pisifera.)

Fig. 85. Cross section of the united pai-t of Fig. 84. ( x 20)

"Wind-break

Fig. 86. Wind-break wood of Cliamaecyparis obtiiBa SlEB. ct ZuCC.

Fip* 87. Tangontial section of the same specimen, si lowing lireaking portion of \\〇・1・

(x 50)
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第二十三圖版

入 皮 の 例 證

第88岡 アスナロ樹幹橫斷而に現はる、入皮の狀態。

第89圖 ヒノキ祉目材に於ける入皮にして入皮に伴ひて脂線を生ぜるを觀る。

第90圖 同上入皮部の横斷而。入皮による脂線が樹脂細胞の集合に依るを示す。

x 5〇•

Plate XXIII.

Bark pockch

Fig. 8S. Cross section of wood of Thujopsis dolabrata SlEB. ct ZuCC-, showing 

pocket.
Fig. 89. Radial section of wood of Cliamaecypai-is ol)tiu=a SlEB- et Zucc., showing 応"' 

pocket with "resin—line”.

Fig. 9〇. Cross section of the same species, showing "resin-line" being accumlation of rt,sin 

cells. ( x 50)





第二十四圖版

入 皮 の 例 證

第91圖 モミに於ける入皮にして、ヒノキと異り傷害樹脂溝の發生せるを示す。

x 5〇•

第92圖 刀ウヤマキに於ける入皮にして、樹脂細胞並に樹脂溝の述續を生ぜざる

を示す〇 〇.

Plate XXIV.

Bark Pocket.

Fig. 91.Cross section of wood of Al)i(s firm a SiEB. ct ZuCC-, si lowing traumatic rcs'n 

canals and bark pocket. ( x 50)
Fig. 92. Cross section of wood of Sciadopitys v< rticillata SlER. ct ZuCC., .sh< wing' hark 

pocket without resin cells and resin canals. ( x 50)
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